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本書 は、 ユリアン • ボル "タトの 『科學 的社會 主義 序論』 (Julian  worchardt; 

Fnfiihrung  in  den  wissenschaftlichen  Sozialismus,  IQIQ) の全譯 である。 

私が 本書 を譯 了した る は、 大正 十 年の 七月 頃で ある。 當時私 は、 京都 帝 國大學 を 

卒業して 直ちに 大學院 に 入り、 大 原社會 問題 研究所の 囑託 となり、 先き に 上梓され 

たる ッ ガン • パラ ノクス キ ー の 『唯物史観 批判』 の飜 譯に從 事す る 傍ら、 私 一個人 

の 仕事と して 本書 を譯 したので ある。 さう して 恩師 河 上 先生の 御 一 讀の後 直ちに 上 

梓す る喾 であった が、 先生 は 該飜譯 に 幾多の 誤解 や 誤譯の ある こと を 指摘され、 今 

一度 綿密に 譯し 直す やう 懇々 と 言って 寄こされた。 當時私 は 比 a 山上に あり、 直ち 

に改 譯に從 事し、 その 完成 を 見た る は 約 一年 半 ほざの 昔であった が、 その後 都合に 

依り 本書の 翻譯は 同人 社 書店よ b 出す ことにな り、. 以て 今日に 及んだ ので あるひ 
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本書 は 其 名の 示す 如く、 科學 的社會 主義の 序說 である。 そ は 極めて 簡略に 敎義を 

說明 する に過ぎない ものであるが. 、而も 斯 くの 如き 分量の 類似の 他 書に 比する 時 は • 

遙 かに 勝れた る 良書で ある。 固より、 自己の 學識を 誇らん がた め、 簡明 を 避け 事物 

を 殊更に 難しぐ する 所謂 學究 マ」 かに は、 何ん の價 値な きもので あるか も 知れない。 

また マルクス から ク "。ホ ト キン へ、 それ ラッセ A だ、 アイ ンシ ユタ イン だと はしゃ 

ぐ輕 薄なる 我國の 知識階級に 取って は、 今時 『科學 的社會 主義 序論』 なんて。 赏に 

以て 時代 後れの ものであるに 相違ない。 けれ V* もま だ 我國に は、 此 書に 依って 何等 

かの 利益 を 受ける S ころの 人ぷ が、 必すゃ 相 當に存 する こ S であらう。 さう して 其 

人 こそ は、 譯 者の 窃かに 狙って ゐる ところの 人々 である。 

本書 は 章 を 分ち て 十 章と なす。 そのうち 第 九 章 及び 第 十 章 は、 嘗て 河 上 先生が 

『社會 問題 研究』 に 其の 抄譯 を揭载 され、 また 第二 章、 第三 章、 第 四 章 は、 その 全 

譯を 嘗て 私が 雜誌 『我等』 に發表 じた ことがある。 さう して 全般 を 通じ、 河 上 先生 


ゆ 御 助言に 負 ふ は 勿論で あるが、 殊に 第三 章、 第 四 章、 及び 第 八 章 は 先生 自ら 加筆 

せられ、 また 第 九 章 及び 第 十 章 は、 先生の 抄譯を 大體に 於て 借用す るこミ にしお。 

その 結果、 本書の 全般 を 通じて、 巧拙 處を 殊にし、 恰も 木に 竹 を 接いだ やうな 個所 

が 所々 に 散在す るで あらう こと は、 今の 私の 力，、」 して は 止む を 得ない こ とで あつ 

て、 先生 並に 讒者 諸君に 取り 誠に 相濟 まぬ 次第で ある。 

終， 9 に 臨み、 私 は 本 誊を譯 する に當 り、 多大の 御盡カ をして 下さった 恩師 河 上 先 

生、 並に 大原 社會 問題 研究所の 二三の 先輩 諸氏 例へば 高 野 先生 や 權田保 之 助 氏に 對 

し、 心からなる 感謝の念 を 禁じ 得ざる ものである。 

大正 十二 年 三月 二十 七日 

京都市 外 伏 見 町 東 本願 寺 別院に て 
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科學 的社會 主義 序め 


言 


る JS8%£* 命 以来、 『社會 主義』 及び 『共產 主義』 なる 二 


！てれ し は 尤もで ある。 何故と いふに、 獨 逸の 

ての 彼等の 態度に 依り、 社會 主義なる 名稱 

はしめ たから。 だから、 社會 主義に 對し、 

， 又 群集 を 利用す るた めの 踏臺 としてより 

人々 に は、 —— 卽 ち社會 民主々 義の 昔の 努 

の 人々 は、 『社會 主義 』 なる 名稱を 抛棄せ 

斯くて 彼等 は 昔の 名譽 ある』 『共產 主義者』 なる 名稱に 立ち 歸 

言  - 
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つた。 彼等が 守護す る 所の もの は、 旣に マ， クス 及び H ンゲ ルスが 一八 四 七 年に 共 

產 主義と 名 づけ、 「註 一】 さう して 其 後 二三 十 年の 間、 主 さして 『社會 主義』 ミ 呼ば 

れ てな たものに 外なら ない。 實の ところ、 此等 二つの 言葉の 意義 は 全然 同 一 であ 

る。 只 だ 獨 逸の 社會 民主々 義 者が 此の 事實に 裏切りつ、 も、 而も 猶 その 名 稱を維 

持して 居った 故 • 今や 彼等 は. 自分た ち 以外の 人々、 卽ち 正に 現代の 共產 主義者 そ 

の 者が、 社會 主義と 掛離れた 一 の 新たな 敎義 を考へ 出した かの 如ぐ して 仕舞った の 

17 

【き 一 j  wommunlstisches  Manifest,  Ausgabe  von  】903  (Berlin,  vorwatsuverlao. ノ  s.  22  J* 見ム。 

『社會 主義』 なる 言葉 を、 一 の 政治的 黨 派の 利益の ため、 斯 くも 惡 用す る を 是認す る 

と 云 ふやうな 事例 はなく、 又 或る 科 學的論 著に 於て 斯 ぐの 如き 惡 用の 理由が 戴って 

ゐ ると 云ふ譯 でも 無い。 されば 以下 述 ぶる 所では、 『社會 主義』 なる 言棠 をば、 獨 逸の 

官僚 的 及び 十 一 月社會 主義者が 現今 用 ひつ、 ある 表示に 少しも 顧ます る 所な く、 寧 


ろ 叱の 言葉の 有する 本來の 正しき 意味に 於て、 卽ち 全く 共產 主義と 同意義に 於て 用 

ひたので ある。 

芊 でながら 此 書で 述べ る 所 は、 著者が 世界 戟爭に 先立つ 凡そ 十五 年 前 獨， i 會. 

要と して… 社會 民主 黨の學 校で 說述 したる 說明 及び 思想 過程^ 外に は、 何物 も 含ま 

ない と 云 ふこと を陳 ベで 置かねば なら^ だから 或る 程度まで は、 當時 通用した る 

ところの、 『公式に 撿 了され たる』 社會 民主々 義 の科學 である。 此の 限りに 於て、 

今日の 社會 民主々 義 なる ものが、 そ. の 『公式に 撿 了され たる』 科 學が戰 前に 敎へ た 

ところより、 如何に 遠く 掛け離れた もので あるか を 示す 所の 標準と して 役立つ こと 

が出來 る。 

ベ^リン U リヒタ ー フエ ぺデ、 1 九 一九 年 七月 十五 日 

ユリアン • ボル ハルト 


第一章 何故に 社會 民主々 義者は 存在す る や？ 

一九 一八 年 十一 月 革命が 勃發 する や、 獨逸 では 非常に 澤 山の 『社會 民主々 義者』 

がで きた。 有らゆる 家々 に は 赤旗が 翻へ り、 宫內官 は 熱狂の あまり 絞楣を 捨て ゝ共 

和國 S 號を つけ、 又 無数の 人々 は、 突然に 社 重 義 者に 成った こき 服装の 上の 

赤い P  ノで 示す こと は、 只 わけもなく 必要 だと 考 へた。 やがて この やうな 狂 熱狀態 

ほ 冷めて、 兵營ゃ 博物館 ゃ官 省の 上に 飜 へる 革命の 赤旗 は、 再び 傍らに 黑白 赤の 三 

色 旗 を 揭げる こと を 許さねば ならな く 成り、 終に 赤旗の 方が 三色旗の おめに 全く 消 

え 去って 仕舞った 事 は、 まるで 喜劇の やうであった。 けれ ざ も 上述の 外形 上の 事 S 

S は無關 係に.、 獨 逸の 國務が 革命の ため 著しう 回轉 して、 恰も 革命 以來 吾々 の國家 

その物の 公の 名稱が 『獨 逸社會 共和 國』 と 呼ばれて ゐる 如く、 全然 社會 主義の 方 P 

へ步み 寄って 仕舞った の は、 ざこまで も 動かない 事實 である。 だから、 社會 民主々 

第一章 何故に 武會 民主々 義者は 存在す る や  一 


秤學 的社會 主義 序^ n 

義 者が 何 を 欲する かと 云 ふ 問題 は、 f 日で は 直接 S 際 的に 重要な もの ざな つた。 杲 

して 獨 逸が 社 會 主義 的な 圑體 となる もの，、」 せば、 それ を ざの 方向に 導ぐ 可き かを檢 

討す る は 各人の 義務で ある。 

. 戰爭 前に 於て は、 社會 民主々 義者 は、 國權を 維持す る 階級の 人々 から 非常に 縑は 

れてゐ た。 一 般に 人々 は、 何う して 社會 民主々 義 者が 存在し 得る か を 徹底的に 现解 

する ことが 出來 なかった ので、 彼等 は、 事物 を輕 信す る勞働 者の 大多 衆が、 常に 階 

い 不純な 目的 を 追 ふ 人.々 の、 不誠赏 な 煽動の 犧牲に 落ち入つ たの だと 假定 し、 やつ 

i お茶 を 濁して ゐ たので ある。 國權を 維持す る 階級の 人々 に 於て、 社會 民主々 義の 

發 生が 何う 考 へられて 居つ たかは、 數十年 このかた 此の 問題に 闘して、 社會 民主々 

義 者の 反 霧が 爲し 2 ての 議論 fi? れて ある 所の、 一の 敎科，註 一】 から 引 

用され た 次の 章句が 示して ゐ る。 卽ち、 

『賃銀の 增 加と 共に、 (勞働 者 階級の) 衣食住 も藝 された が、 それに も拘ら す大 


抵の勞 働 者 は 幸福に ならない、 と 云 ふの は、 彼等 は儉約 性に 乏しく 家事に 疎い か 

らだ。 享樂欲 は 無限に 增大 し、 年々 獨逸 にて 酒 や 麥酒ゃ 火酒の ため 支出され る 額 

は總 ての 租稅の 金額よりも 多い ので ある。 此の 如く 快樂を 追求す る 人間の 心 を 利 

用して、 勞働 者よ！ お前 達は斯 くも 不满 足な 境遇に 安ん する かさ 煽動す る は、 

.K. 誠實な 人々 の 容易く 爲し 得る 所と な つた。 かくて 二 三十 年 以前から 社會 民主 黨 

と稱 して、 神 を 恐れす、 カイ ザ ー を 恐れす、 祖國 を輕ん する 一 の黨 派が 成立した 

の だ。 彼等 は 基督 敎と主 權とを ^ しゃう とする 者 だ、 彼等 は總 ての 階級 別を廢 

除して、 一年の 全 收入を 平等に 分配し やうと する 者 だ。 彼等 社會 民主々 義者 は、 

おの 及び もっかぬ 目的 を 達成す るた めに は 流血 さ へ も 厭 はないで あらう』 

と 述べられて ある。 

【註 二 ド.^ トム ンドの 教師 グイ シ ュ マ ィャ ー ミスト〃 グゃ J の 共著- J- か ， る、 ，プロ テ スタン ト小學 校 

用 史の 教科書 (Gatersloy,  Bertelsmann,  1897.  s. 1001101) に 據る。 

第一 草 何故に 社會民 H 々義者 は 存^す る や  ョ 
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右の 章句 は、 勞働者 階級に 多大の 尊敬 を拂ふ もの だ，、」 云 ふこと は出來 ない。 確か 

に其處 では、 勞働 者全體 が、 浪費 者，、」 醉拂 ひとの 群れ w して、 且つ 子供の 如く； #； め 

て 不誠實 な 煽動 者の 云 ふが 儘になる 者 だと 話されて ゐ る。 それだけ 小學 校の 子供た 

ち、 卽ち勞 働 者の 子供た ち は、 斯樣な 方法で 自分 等の 兩 親に 反抗すべく 煽動され た 

の だ" S 云っても 不當 ではな からう。 宗敎の 時間で は、 『お前 達 はお 父さん やお 母 さ 

んを 尊敬せ ねばならません』 と敎 へ， ながら も、 歴史の 時間になる さ、 ー樣に 子供達 

の兩 親に 對 する I 敬 心 を破壞 して 仕舞 ふの だ。 新くて 學梭 そのもの は、 階級 國 家の 

凡ゆる 制度と 同樣 に、 無產者 階級に 對 する 有產者 階級の 楣 として 利用され たので あ 

る o 

が、 それ は 扱 置き、 上述の 敎科 書の 章句に は、 有產者 階級が、 社會 民主々 義發生 

の 根本的 原因と 看做した 所の もの、 卽ち勞 働 者の 不満足 S 其れ を充 さん する 熱望 

S が 示されて ある。 それ は事實 正しい 見方 だ 。若し 勞働者 達が 充 されて ゐ るなら ば、 


彼等 は 何物 も 熱望し ないし、 從 つて 此 世に は社會 民主々 義は發 生し ない 箬だ。 

若し 社會 民主々 義の 本質，、」 其の 努力と を 認め やうと するならば、 吾々 は 何 は 扱て 

措き、 勞働 者の 不満足と 其れ を充 さう とする 熱望と を. もつ ミ 精密に 觀 察せねば な 

らぬ であらう。 そ も/^ 勞働者 は 何に 不満足で あるの か？ 佣物を 彼等 は 要求す る 

のか？ 

あの 疑問に 對 して は、 何人も 直ぐ さま 返答す る ことが 出 來る。 曰く， 勞働者 は 全 

境遇に 對 して 不満足で あり、 彼等 は 其れ を 變更し 且つ 改善し やうと 望む の だ。 

併し、 此の 返答 は あまりに 漠然 S して ゐる。 吾々 はもう 少し 精確に、 勞働 者の 全 

境， 遇 を觀 察せねば ならぬ。 

勿論 此の 場合、 勞働者 階級の 境遇に 關 して 一 の 完全な 描 寫を與 へる は、 必要な こ 

タ」 ではない。 【註 一一〕 それら は讀 者に 取って 十分 知られて ゐる喾 だ。 勞働 者の 境遇の 

ざん な もので あるか は、 旣に讒 者の 知れる 所の 事實 をば、 二三の ぞんざいな 見本に 

第一 窣 何故に 社會 民主々 義者は 存在す る や  3 
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依って、 讀 者の 前に 示せば 十分で ある。 疑 ひもな く、 吾々 は戰爭 前の 狀態 を考 へて 

ゐる、 何故 なれば、 戰爭 のために 惹き 起された 生活 標準の 低下 は、 すっと 以前から 

起って ゐた ところの、 社會 民主々 義の發 生に 對し 何の 關係も 無い からで ある。 

【註 二】 勞勸 者の 境遇に 關 する 著述"、 ^  lels.  Die  I  der  arbitenden  Klassen  in  England 

(1846) から Werner  segbar 一，  oas  Proletariat  (1903) に 至ろ まで、 かなり 多数に 存在して ねる c 

一 九 一 三年。 フ t! シ ャ 〔註 5 では、 〈總 人口 四千 萬餘の 中) 殆ざ千 六 百 萬の 人々 が、 

自己の 一定の 所得 を 有して ゐ た。 彼等 は 所得 高に よって 次の 階段に 分類され たち 

せ #  (，f.^4 や々) 

A 舞 

90011200  、ヽ 3  28  000 卩 、一 20  、ヽ 

12811800  ゝヽ 3  300  §0=  ：  82/3  、ヽ 

S  000  000  91VF ォ x ケ 


soolwooo 

300016500 

ioloso 

9500130500 

305001100000 

100500^  h 


〔註 三〕 ブ n シャ 政府の 統計年鑑 二 九 一三 年) 二八 七 頁 以下。 

勿論、 此 等の 數 字が 完全に 正當 でない こざ は、 吾々 が 安んじて 認め 得る S ころで 

ある、 何故，、」 云 ふに、 大抵の 人々 は租稅 申告の 場合で は、 自分 等の 收入を あまりに 

氏く 評價 する から。 【註 2 さう して 吾々 自身が、 事實國 民の 一 乃至 二 パ ー セン トは、 

上揭の 統計表が 示す よりも 多くの 所得 を 有する と 云 ふこと を 認めるならば、 其 他 は 

上に 揭げた 其の儘の 表 さしても、 十分に 吾々 を嚇 しっける に 足る ので ある。 

第一章 何故に 社會 民主々 義者は 存在す る や  七 


S  580  000= ： IT^K^, 

、、 so  000  H  、、  3ミ3 

z  94  08=  、、  2/3 

、、 104  000=  z  2/3 

、、 瞧 or  、、  く 6 

、、 5  osj 
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【註 四】 序でながら 此の 場合に は！ の 除外例が おる 。プロ シャ では 旣に數 年、， のかた、 從 つて 上 S 

の 統計表が 造られた 一九 一 三年に は、 企 菜 家^し \ 自己の 使用す る、；， 働苍の 貫 銀な 正當に 稅務官 廳-, 報 

吿乜 しめ o 所、 法律が 發布 されて ねた。 彼等： i は勞働 者の ために 重い 懲罰に 服す る 理由 は 毫も 無かった 

ので、 三 〇oo マレ； ク以 下の 徵 細な 所得 は、 反って 租稅 統計に 正しく 由告 されて， q るミ 認めな け 1 てな 

ら ない。 

上述の 表に よる ミ、 プロ シャ 人の 殆ざ 半數 そこく は、 一年 九 〇〇 マック 以下で 

生活せ ねばならなかった (一 それ は 各個 人の 生活費で なぐ、 一 家族 全體の 生活費で あ 

る。 一年 九 〇〇 マレ ノク ぐ」 云 ふさ、 一週に 見 積れば 一七 .五〇 マレ ノク 足らす である。 

旣に 一九 一 三年で は * これし きの 金額で 何 を 買 ふこと が 出来た か！ 此の 數宇を 一 

瞥 すると • 阈 民の 半數が 赤貧に 苦しんで ゐ たこと が 分る。 此の際、 吾々 の£れ てな 

らぬ こと は、 かの 人達が 總て 一 週に 約 一七。 五 〇 マレ ノクを 得る のでな く、 租稅 統計 

は その 所得が 九 〇〇 マルク 以下の 者 を も總て 平均しての 結果で ある、 ざ 云 ふこと 

だ。 彼等の 中には、 三 〇〇 マルクに も 達しない 人々 が ある。 


かやうな 文字 ざ ほりの 赤貧とまで は 行かなくても、 更に 國 民の 五分の 一は 似れ 

つたり の ものである。 全く 國 民の 二 〇 パ ー セント は、 九 〇〇 マルク 乃至  一 二 〇 

0; タクい 所铮 である。 此の際 また、 一二 〇〇 マ ，クの 最高 額 を 彼等の 全 體に當 嵌 

まる 所の 標準，、」 したならば、 (それ は 旣に眞 の 物的 關係を あまりに 都合よ く 表示す る 

もの だが)、 一 週の 收入は 二三 マ y ク となる。 

そ こで 前 一 一 者 を 合せて 見る と、 國 民の 約 七 〇パ ー セント S なる。 だから 一九 一三 

年で は、 いつも 百 人に 對し 七十 人まで が、 一週 二三 マレ ノク 以下の 收 入であった。 

今 吾々 は、 一九二 二 年に 於て、 これし きの 金額で 何 を 買 ふこと が 出來、 又 ざん な 

生活が 出來 たかと 云 ふ 問題 を 一 瞥 して 見やう。 

一 一 き 以來リ "ルド， カタ ヅァ ー は、 此の 問題に 說 明を與 へる ところの、 一 

の 統計 を やって ゐた。 彼 は 規則正しく 各週 每に、 獨 逸の 殆ざ 二百 個の 場所より 生 

活 資料の 價 格を嵬 集し、 さう して 戰前 一 人の 獨逸 海軍 兵士が 日々 食 ふ 所の 食 量を甚 

第二 早 何故に 社 If 民主々 義者は 存在す る や  リ 
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礎 マ」 して、 その 三倍 は、 夫婦と 二人の 子供から 成る 家族が、 只 満腹す るた め 日々 食 

物と して 消費す る 所の 最少の もの だ， V」 假定 して ゐる。 これ は 云 ふまで もな ぐ 非常 

に 低ぐ 見 積ら れてゐ る、 蓋し 此の 場合で は、 各 子供 は 大人の 半分し か 食 はない，、」 云 

ふ、 誤った 前提に 立って ゐ るから。 十二 歳から 十四 歳へ かけての 子供 は 大人の 半分 

以上 を 食 ふ は當然 のこと で、 二人 以上の 子供の ある 家族 は、 若し 皆が 满腹 しゃう マ」 

するならば、 固よりも つと 多ぐ の 食料 を必， 要，、」 する。 だから カレ ノグァ ー の 見 積った 

の は 極く 節約した 最少 分量で あるが、 それだけ でも 一 九 一 三年の 一 月で は、 一 週 一 一 

六 •〇 一 マルク 掛かった の だ。 が、 此の 價格は 段々 下って 行って、 一 九 一三 年の 十 

二月に は、 一週 二 五. 四 六と なった。 そこで 此の 一 年中の 價格を 平均す ると， 一週 

二 五 • 六 九 マ ルク になる。 

g ち. 一 九 一 三年の 五十一 一週の 月日に 於て、 僅か 四人暮 しの 一 小 家族が 只 腹 を 一 

杯に する に は、 飮み食 ひだけ に 一 三 三 六 マ ルクの 金額 を 支出せ ねばならなかった 害 


である。 が、 吾々 はたった 今、 プロ シャ國 民の 七 〇 パ ー セント II これ は 住民 總数 

の 殆ざ四 分の 三で ある i. は i  一二 〇〇 マルクの 取得 さへ もな く、 而も その 中から 

衣&、 主 居、 熟 料、 掃除、 燈 料な ざの 如き、 飲食 以外の 總 ての 生活 欲望に も 支拂は 

ねばならぬ こと を 看取した。 若し 吾々 が 總て此 等の、 飲食 S 同様に 必要 欠く ことの 

出來 ない もの を も 勘定に 加へ、 さう して 其 等に は 食費の 半分 だけ を 見 積るならば、 

一 九 一 三年に 於て は、 質朴な 生活 をす るに も 一 八 〇〇 マ レゾ クの 所得が 必要であった、 

タ」 云 ふこ S になる。 ブ 口 シ ャ では その 國 民の 十分の 九 以上 1 卽ち 九十 一 パ ー セン 

ト」、 分の 一. 1 は、 これ だけの 所得 を 有して 居らなかった) さう して 獨逸聯 男の 他 

の諸國 に^ても、 プ fi シャに 於け ると 同様の 事情で ある。 それ はザク セン、 ノィニ 

，ンな ざ の 政府の 統計 書 を 見れば、 容易く 分る こ S なので ある。 

ごがら 吾々 は、 獨逸國 民の 大多数の 者 卽 ちその 十分の 九 以上の 者が、 赤裸々 の 

生活に 必要な だけの 取得がない、 云 ふ 悲しむべき 結論に 達する。 

第一章 何故に 社會 民主々 義 * は 存在す ろ や  一 一 
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或は ひょっとすると、 吾々 は あまりに 惡ぐ 書き 過ぎた ので は あるまい か？ 吾々 

は II 社會 主義 的の 『煽動』 に乘 せられて！ I 書き 過ぎ. たので は あるまい か  

否、 悲しい ことに は、 この やうな 事柄が 實在 する こ S を 示す 文書 は澤 山に ある。 

一 九 一 〇 年 十月 廿 九日- ベ タリン 日々 新聞 は、 市會 議員 力 I ル . ゴ I ルドン ユミ 

ットの 一文 書を發 表した。 ベルリン 日々 新聞 は 自由主義の 新聞紙で あう、 ゴ— レノド 

シ ュ ミット 氏 は、 『ヒ , シ ュ n デ ユン ケレ メシュ』 職業 組合 II 勞働者 を社會 民主々 義 

の 影響より 遠ざける ため 彼等 を 非社會 主義 的 組合に 集合せ しめる こざ を、 正に そ 

の 目的と すると ころの. I 組合 長であった。 當 時、. ベ , リン 市の 街路 掃除.^ よりお 

る 『ヒル シ ュ卩デ ユンケル シュ』 支部 は、 市廳へ 賃銀 値上 を 嘆願し- その 根據 とし 

て 多數の 家計簿 を 呈出した。 此の 家計簿に 依り、 ゴ ！■ ルド シ ュ ミ ット 5 ュ 次の 如き 

報告 をして ゐる。 

『A 初に 揭げる 槪算書 は 子供の ない 家族に 關 して V ある。 主人 は • 


一 五マダ クを收 得し、 さう して 賃銀 は  一 i を 七日，、」 して 支拂 はわる 力ら 彼す 

の ^ き 5! あ f あう, 0 わ マ 、(《になる。 一 週間の 支出 總額は 肉 s • 三 o マ^ク、 

パン 及び 饅頭 類 三 • 一 〇； ク 、コ 1〇*九 五 マレ ノク、 砂糖 〇• 五六 マレ ゾク、 バ 

タ 11 .五〇 マレ ノク、 ミレスク 〇• 九 三 マレ ノク、 野菜 〇*九〇 マレ ノク、 切 リ肉ニ • 

七 〇 マレ ノク、 豚 脂 一 •〇 五 マレ ノク、 馬 鈴 綦〇 丄ハ 〇 マレ ノク、 洗濯 具 〇• 七 五 マレ ノ 

ク、 燃^-一  マ タク、 石油 〇 ニニ 〇 マ ，ク、 剃 髭 〇• 一 〇 マルク、 燃燒物 〇•〇 六 

マ クク、 妻の 生命 保 險〇， 三 〇 マレ ノク である。 一年の 支出 總額は 家賃 三 〇 マレ ノク、 

靴 修繕 料 七 〇 マルク、 衣服 及び 洗濯 費 七 五 マレ ノク、 火災 保險 及び 埋葬 金 五 マ， ク、 

疾病 保險 及び 養老 保 險三六 *四〇 マレ ノク である。 此處 では 新聞紙の ために も" 又 

娛樂、 煙草 及び 麥酒、 會 合な ざの ために も、 只の 一 ペン ュ ヒも 記載され て 居らな 

いが、 それでも 支出 總額 は旣に i£4 ^かひ マ^クに 達し、 全 收入は 僅かに 三 

五。 一 五 マ タクし か殘 つて 居らない、 此の 僅かの 殘 額で、 その他の 支出 を やっと 充 

第一章 何故-」 社會 民主々 義者は 存在す る や 


科學 的社會 主義 序論 ■  5 

して ゐ るの だ。 又 上揭の 必要 欠くべからざる 生活 欲望に 對 する 支出額 は、 全然 少 

なぐ 見 積ら れてゐ る。 だかち 何 か 他の もの を 買 は， う^-する 時に、 若し その 代金が 

妻の 內 職で 調達で きないな らば 忽ち その 代金に 欠乏す る。 

， V  ，サ， 

『子供の ある 家族の 生計 はもつ と 苦し さう である。 今 その 槪算を 語らん とする 家 

族に は、 七才 と十才 との 二人の 子供が ある。 主人 は  一 ns" 仏，； 四 • 六 五 マ ルクを 

氲け るから、 一年 を 三百 六十 五日 V」 すると 一六 九 七 ニー 五 マ 《ク になる。 一通 

間の 支出 總額 は、 饅頭 類 及び パン -四ブ トを五 〇 ペン 一一 ヒ として) 四 二八 マ 

パク. ミ パク 二日 1 ソ ー トル を 〇 二 一二 マ〃 クと して、 一 • 五 四 マルク、 肉 ニー 

分の 一 。ホン ドビ して) 二. 八 〇 マルク、 肉片 二  • 一  〇 マルク、 野菜 及び 莢 豆  一 • 

四 〇 マルク. 馬鈴薯 〇 .AO マルク、 コ ー "ヒ 〇 丄ハ 〇 マルク、 砂糖 〇 ニー 五 マ^ 

ク 鬲脂 及び、 パ タ〜 ニニ 一 〇 マルク、 碾割 及び 香 物 〇• 四 二 マルク、 石 S  • 三 

〇 マレ ノク、 燃料  一 •〇〇 マルク、 擦附木 〇•〇 六 マレ ノク、 石 齡〇. 一〇 マルク > 


四 a 間 每の大 仕掛の 洗濯が 一年 一八 マ タク、 剃 髭 調髮、 煙草 其 他が 一週 一 • 三 

〇 マ タク、 主人の 小 遣ひ錢 がー 週 二 • 一 〇 マレ ノク、 疾病 保險 及び 養老 保險 がー 週 

〇• 七 七 マ 产ク、 生命 保險ー マレ ノク である。 一年の 支出額に 關 して は、 家賃 二 六 

四 マレ ノク、 埋葬 金 及び 火災 保險五 • 四〇 マ， ク、 稅金三 一 了 八 〇 マ， ク、 夫婦 及 

び 二人の 子供の 靴 — 靴 具の 支給と 共に 靴墨 及び 革 脂 を 含んで  一二 一  • ニ〇 マレ ノ 

ク、 家計簿 類 及び 子供の 敎科書 二 〇〇 マ， ク、 組合費 四 •<〇 マ クタが 記載され 

てゐ るから、 其の $き£ 一 お、 ハ 一 〔 一、 一ん マ、 产 《 に 達し、 一 六 三 。 九 三 マ , ク 

の缺 損が 生す る、 これ は 又、 子供の ある 世帶 として 出来るだけ、 妻の 共 稼で 補償 

されねば ならぬ。 此の 槪算書 は、 家族 員の 完全な 健康 を條 件と して る、 との 

言葉で 結ばれて ゐる。 ジ^^、 ひもい 44 の 起る 餘 地がない であらう。』 家父 は 

偶に^ 曜曰 ！i は、 擊 墓に 郊外で 過す こま あらう し、 偶に は 音樂章 芝居 に 

ぽ くこ S も あらう。 又杲 物の 一 つも 食べる こと も あり、 その他 色々 の 支出が ある 

第 一 草 & 故-」 社會 民主々 義者は 存在す る や  一 五 
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さう 云 ふ 時、 此 種の 支出 は 衣食の 方で 節約され ねばならぬ 0 

f 吾々 は 今もう 一 つ、 十一 人の^ 供の^ る 、あきの 槪 算を說 明し やう。 主人 は 日々 

四 •  § z fl ける？、 彼 は 一へ ハ&; ； レ： ；の年 收を 有って t 、 一 週き 

の 支出 總額 は 肉 九 • 四 OZV パン 及び 饅頭 類 七 •  8 マ-である か气 此 

の 二つの 疆 だけで も  >  旣に 一， 年 一八 五一 了 八 〇 マ タクに 達して るる。 家賃 は 量 

，マレ〕 ク 1、 支出額、 S 體ぉ まん ケ、 S マノ ノ、 &ぉ お"、 卽ち 

九 一八 一 一 . 四 六 マ レノ ク の缺 損が 生じて 來る。 兹 では、 總て十 一 人の子 供が 兩 親の 世 

話に？ ねばな 急か.、 それ ま 其の 中の 幾人 か ^に 生計の 足しに？ 得る と 

認められ ないか は、 なんとも 云って ない.。 妻 は 何時も 共 稼 をす る わけに いかない 

し、 それ かさ 云って- 上述の 缺損を 支出額の 制限で 補 ふこと は、 固より 出來な い 

相談 だ。 主人 は 云 ふまで もな ぐ、 全然 端正で あらぬ ばなら ぬ、 何故な 1 ズ、 

の 小 遣 ひ錢は 一 日た つた 一 〇 ぺ ン 一一 ヒ であるから。  


『賃銀 は 一寸 目に は 決して 低くない やう だが、 併し 家計 上の 事實を 見る 時、 只 だ 

可う しても 欠く こミの 出来ない 費用 を 支出す るた め、 如何に 總 てのものが 節約 さ 

れ ねばなら ないか V 明かで ある。 

『勿^、 老後の ために 少しの 準備金 も 造る 必要がない 事情 は、 以上の 事抦を 多少 

緩和す る 、何故 なれば 都市の 勞働者 は、 全く 官吏の 年金 規則に 倣って、 自分に は 

年金 を、 又 寡婦 や 孤 兒には 扶助料 を 獲得す る ことにな つて ゐ るから。 

獨逸 職業 組合 長 

市 &養員 力 ー ク • ゴ ー ルド シュ ミット 

文 こ 吾々 は 上揭の 統計表に 於て、 比較的 多くの 取得 を 有つ 人々 の數を 調べて 見や 

う。 先づ、 一 A〇〇 マ タク 乃至 三 〇〇〇 マ， クの 取得 を 有つ 者が、 三パ ー セント 三 

分の 二  (四捨五入 すると、 四パ ー セント) ゐる。 彼等 は 一 九 ニニ 年の 物價 では、 丁 

第一章 何故に 瓧會 民主々 義者 i 存在す る や  一七 
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度 腹一杯に 食 ふだけ の もの を 有ち、 着る こ S が 出來、 又 自分 等の 居間 を 暖める こと 

な ざが 出來 た、 約言す る,」、 彼等 は 丁度 必要な もの だけ を 有って ゐた、 

h  、、： ：：：：、、  f ぇふー 

上^^し の餘裕 もなかった の だ！ 又 彼等に 於て は、 生活の 享樂 とか、 生活の 特別 

の 偸 快 及び 喜びに 對 しての 金錢 でも 支出す る ことなん か は、 てんで 出來 な、 目談で 

あつたから、 國 民全體 のまる 九五パ ー セント は、 純然たる 無産者の 生活 を 送らねば 

ならなかった ので ある o 

併し、 其 他の 五パ —セントの 人々 でさへ も- その 殆ざ 大部分 は、 やっと 無 產著的 

生活の 境 を 少しば かり 飛び越した 所の 、階級に 屬 して ゐた。 彼等 は、 三 〇〇〇 マ ^ ク 

力ら 六 五 〇〇 マルクまでの 取得 を 有つ 三パ ー セント 三分の 二の 人々 である。 彼等に 

は その 一部分の 者が 旣に 指導 的 地位に 達して ゐた 所の、 中年 輩 及び それ以上の 年 

輩の 使用人 や、 官吏 や、 又は 商家の 支配人な ざが 屬 して ゐた。 彼等の 總 ての 者 は、 

丁度 其 時く の 生活の 要求に は 事欠かなかった が、 若しも 長 病 ひや 失業な ざの、 一 


寸 した 不幸に 出 喰 はせば、 忽ち 自分 等の 全 生活 を破碎 されて. 何處 から 自分 等の パ 

ンを 得る か を 知らないで 其 日 を 送って 行く、 大 軍の 中へ 捲き 込まれて 仕舞 ふの 

である o 

玆に 始めて、 年取 得 六 五 〇〇 マルク 以上の 階級が 問題と なる。 此の 階級の 人、」 な 

つた 以上 は、 最早 や 一 片のパ ンを食 ふに 就けても、 他の 貧しい 階級の 人々 の やうに、 

果して 此の パ ンを 食うて よいので あるか 何う か、 明日 も 亦 此の パ ン にあり つける か 

何う か、 と 心配 さう に 尋ねる 必要 はない。 が、 左樣な 人々 は 吾々 の 知る 如く、 國 民の 

たった ーパ ー セント 二  4 の 一、 卽ち 二百 人每 にたった 三人の 割合 だ！ しかも 本當 

に 富める 人々 1 - それ は、 年取 得 三 〇 五 〇〇 マ , ク 以上 を 有つ 所の 人々 である — 

の數 は、 六 分の 一 パ ー セ ン ト そこくで あり、 卽ち六 百 人に 對 して 常に やつ タ」 一 人 

の 割合で ある！ 
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今まで 吾々 は 主として 數 字に 依っての み說 明して 來た。 けれ ざも數 字の み を算へ 

立てる の は 各人の 能で ない。 只 だ それの みで は、 各人 は 明白な 觀念 を讀み 取る こ S 

カ出來 ないから、 吾々 は 其の 補助と して、 もう 一 つ 他の 手段 を 取る ことにする。 世 

に は、 勞働者 生活に 關し、 信用すべき 多くの 記述が あるで 吾々 は此 等の 記述に 依つ 

て 吾々 の 主張 を 維持し やう s する 者で ある。 而も 此の 場合、 吾々 は 所謂 『隨動 者』 

ゃ社會 民主々 義 者を證 人と して 呼び出す のでな く、 寧ろ 『國權 を 維持す る 所の』 意 

に 就いて 何ん の 疑問 も 挾まない やうな 人々 のみ を 呼び出す の だ。 

少し 以前に 故人と なった ベ ルリ ン大 學敎授 パク クゼ ンは、 哲學 上の 一 論者 を 公に 

した 力 彼 は その 中で、 富者と 貧者との 生活 關係を 述べて ゐる。 【註 五】 勿淪 吾々 

が玆に 引用し 得る の は、 彼が 述べた 極く 僅かの 部分 だけで ある。 先づ 富める 者に 就 

いて、 彼が 述べし 所 を 讀んで 見やう。 

【註 五】 Aiedhcn  Paulsen,  ,,System  der  Efhik."  Berlin  1903,  cof  6.  Auikge.  Band  II,  Seifc  35- ァ i. 


btwa ひ 20. 

(三 七 〇 頁) 『 ……： (富者の 近世 的 家屋に 於る，、 敷物 を 敷きつ め^ 廣ぃ 晴れ や 力な 

階段の 傍に、 吾々は屢 々『主人の 2 のみに』 と 云 ふ、 一 つの 注意すべき 霸 を 見る 

であらう。 之れ は、 此の 家に は 人間の 二つの 階級、 卽ち 主人と 召使と が 棲んで ゐる 

こと を 示す ち 召使の ために は、 中庭の 上に 通路が 掛けられて あるし 又 裏手の 階段 

が ある 0 この やうな こと は、 十八 世紀の 有產 者の 家に は 未だ 知られて. 居らなかった 

置で ある。 樓居 も 奮のと ほりで あるで 部屋に は、 少 1、」备室 に は、 直の 壁 

布の 代りに 優美な 壁板 ゃ革掛 毛氈 を、 又 寒さうな 白い 陶土 煉 S 製の 暧爐の 代りに 

煙突と マ ジ ヨリ カ燒 の暖爐 S を、 見る であらう。 彫刻され た室內 装飾 器具、 繪畫及 

び樂 器、 磁器 及び 銀の 食器 は、 『有產 者 的』 住居の 設備と して は 珍しくない。 五十^ 

以前に is ヒ霧 S  、孫— 序で S ら、 S 祖母と 同じ 社會 階級の 上に 

立って ゐ るの だ II が 有つ 最近の 装飾品の 傍で は 、如何に 素朴に 見える ことよ 。吾 

第一章 何故に 社會 民主々 義者は 存^す る や  ニー 


科學 的社會 主義 序！ i  一二 一 

々はまた 忘れす に、 男女の 友達から 若い 夫婦に 贈られる 所の 婚禮の 進物 を考 へて 

見やう で 彩色され た 皿、 彫刻され た 蓋 ひ 物- 模樣の 散らされた 小箱、 燒木 にされた 

小 枠、 $繡 された 繪畫、 織物に された 日 覆と 敷物、 その他 種々 の 優美な 贈 品 は 各、 

に 役立つ こさ は 事實 だ が、 併し 貰 際 的 の 使用に は 少しも 殳 立た ぶ，。 ：：… 『一 

『 ： ：… 生活 方法 は 家屋の 構造に 適應 する 。彼等 は 宴會ゃ 舞踏 會ゃ 晚餐 會を暖 し、 

その都度 人手 を 借りる ことになる、 彼等 は 又每年 夏に 温泉 旅行 を やる、 總て これら 

は 「有 產 者の」 家族が 爲 すべき 社交 上の 禮儀的 義務に 屬 して ゐる。 ……： 』 

『獨 逸の 至る所の 山邊 S 海邊 とに は、 大 なり 小な りの 集圑 となって、 突然に 多く 

の都會 風の 家が 建てられた b 之れ はべ ル ソン や、 ハンブルグ や、 ライ。 フチ ッヒ や、 

ミュ ー へ ンの 富有な 家族が、 自分で 建てたり 又 賃借して 棲ま ふ 所の 夏別莊 である。 

三十 年 前 は. 此の 邊は まだ 森 や 牧場であった o』 

ニー 一七 二 頁、 『次に 吾々 は 此の 事情 を 他の 側面から 觀 察して 見やう 。資本家の 社會 


的集圑 は、 他の 一 つの  集 圑に對 立す る、 卽ち 何物 を も 有たざる 所の、 大都市 

に 住居す る 大工 業の 勞働 者の 集 圑に對 立す る。 …：… 』 

(三 七 七 頁) 『近世の 勞働者 は、 都合よ く 有 福に 暮 して ゐる時 でも、 彼 は 猶ほ無 一 

文 者で あり 又隸屬 者で ある。 彼 は 其の 全 生存 を擧げ て、 一 人の 雇主の 意志に 隸屬す 

る その 一 つの 言葉、 一 つの 瞬き は 何時 にても 隸屬者 をして 職 を 失 はしめ、 彼れ の 

食道 を斷っ ことが 出來 る。 ……： 勿論、 雇主 は 資本 を 失ふ譯 にいかぬ、 それ を 失へば、 

彼 はいつ でも 突然に、 自己の 全 生存の 破滅に 曝ら される ので ある。  

(三 七 八 頁) 『工業 勞働 者に 取って は、 彼れ の 全 經濟的 進路が 最初から 明かに 示され 

てゐ るで 彼 は 恐らく 一 一十 歲か 二十 五歲で 最高の 賃銀 を 得、 さう して 旨く ゆけば、 初 

老の 頃まで 同じ 仕事 を 繰返しつ、、 同額の 賃銀 を 得る であらう ち 彼れ， の 全 境遇 を 

改善す るなん か は、 到底 望みの ない こ V」 である。  』 

『吾々 の旣に 示した 如く、 現代の 大企業の 創設者の 中には、 殆ざ 有る か 無い かの 
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財產 で、 彼等の スタ， トを 切った 人々 が 居る、 從て 彼等 は、 技能 W 才能 さが 巨 萬 の 

財產を 造った と 云 ふ 證據を 提供した 5 になる。 各人が 勇氣を 振って 企業家になる 

70 は 願 ひ 得る が、 い ざ 自分が 多分 企業家 になれ るで あらう W は 、ざん な樂天 家と い 

へ ざ も、 よも や 進んで 考 へ て 見やう と はしない であらう 。出世の 緖を つかむ 者 は 数 

知れぬ 幾千 人の 中の 極ぐ 僅かで あるで 幸福な 者 は 認められ るが、 その他 無 數の競 

爭者 は、 個人的 才能で は 出世した 幸福な 者に 劣って ゐる譯 ではない が 、彼等よりも 

都会 惡 い 境遇に 廻り 合 つ た爲に 、 い つまで も 暗黑の 中に 認 めら れすに 居る ので あ 

る 。且つ又、 新しい 企業 を 創設す るに は、 勞働者 自身が 有して 居らない 所の もの、 卽 

資本 をば、 大工 業が 構成され 且つ 確立され て 行く につれ て 益々 多く 必要と する J 

は、 少しも 疑 ひ を 入れない 所 だ。 •：•：： まだ 苗 畑に あるう ち は、 總 ての 若木が 發 育し 

て 喬木に なるこ V」 を 望み 得られる が、 大 森林に あって は、 若木に 斯樣な 望み を かけ 

るの は殆ざ 無駄で ある。 吾々 は勞働 者に 向って、 ベ ンデャ ミン • フランクリン の 言 


葉を發 する、 「誰かい、 人間 は 勤勉と 節約と に 依らないで 幸福に 達し 得る と 云って 

も、 それ を 信じて はならぬ、 彼 は 毒害 者で あるから だ」 と。 全く 正鵠 を 得た 言葉 

だち 勿論 之れ に は 例外が あり、 而も 多數に 且つ 明白に 存在す るち 卽ち 土地の 投機、 

株式 賣買、 賭博、 結婚 並 び に 相續 政策 I -. 玆 で は 、 適法な 相 續に就 い， て は 語 つて 居 

ら ない —— 是れ である。 總て此 等の もの こそ は、 又 金 持になる 所の 手段で ある。 序 

でながら * もう 「っ附 け 加へ て 置かう D 誰か ^諸君に 向って、 勤勉と 節約，、」 は ざん 

な 場合で も 幸福に 導く もの だ，、」 云っても、 又 それ を 信じて はならぬ、 彼 は 欺騙 者で， 

あるか 或は 度し難い 樂天 家で あるから だ』 タ し。 

(三 七 九 頁) 『： …； 人が 此の世に 於て 最も 欠ぐ こ W の 出來ぬ もの は、 恐らく 心配と 

希望 ざで あらう。 其 等な くして は、 人間の 生活 は 趣味な きもので あり 又 無意味な も 

ので あらう。 其 等 を 全然 奪 はれた 生活 は、 奴隸 —— 働いて 養 はれ、 さう して 明日の 

J を考 へない ところの II の 生活で ある。 經濟的 才能 は衰 へて 仕舞 ふ。 企業 精神 や 
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活動 心が 働く 所の 餘地は 全然 無く、 それら は 自然の ま、 發展 せす に 止って 仕舞 ふ。 

斯樣な 境遇の 下で は、 所得 を 用心深く 使用して 節約す ると 云 ふこと さ へ も、 十分に 

行 はれ 得ない。 好 景氣と 健康と 小 家族 II 又は 全然 家族 を 有たない £ II の三拍 

子が 揃ったならば、 勞働 者の 賃銀 は、 可な りの 貯蓄 をす る餘 裕を與 へる であらう。 

けれ ざ も、 大都市の 賃勞働 者の 境遇 全體 は， とても 彼等 をして 貯蓄せ しめる やうに 

勸吿 したり 又 さう すべ く 元 氣を與 へ る もので ない。 ：…… 彼等 は 自ら 考 へ る、 こんな 

僅か 許りの 金が 何の 足しにな るか？ 俺 はとても ランヌ イエに はなれない。 こん 

な譯で 出來る 時には 贅澤 をし、 さう して 後に なって は 當然. 苦む の だ。 …：： 好 景氣不 

景氣に 關係を もた や、 又 好 景氣の 時に 不景氣 の 時の 準備 もな し 得ない ところの、 斯 

くの 如き 手から 口 へ の 生活 は 、疑 ひもな く、 近世の 賃勞働 者の 全 經濟的 境遇に 依つ 

て 促進され るので ある。』 

(三 八 一 頁) 『それで 吾々 は、 無產 者先活 を特徵 づける 標準 を 有つ ことになる^ そ 


^は、 彼等 自身 並びに 其の 子孫に 對 しで、 連絡 も 、思慮 も、 希望 も、 未來も 無い 所の 

生活で ある。』 

(三 A 五 頁、 或る 經濟的 恐慌の 描寫 による。) 『斯くて 力 ー タ • マ ，クス が產 業の 豫 

i^t-s 名 づけ、 「國 富」 を 形成す るに 際しての 重要な 一 要素と 稱 した^の ものが 發 

生す る、 彼等 は 自己 &經濟 的 生存に 對 して、 確固たる 故鄕も 無ければ 又 確固たる 

土 臺をも 有しない 浮動 的 住民で ある。 彼等 は 不景氣 の 時には 公の 費用 I 縱令公 

私の 貧民 保護に せよ、 不生 產的勞 働の 支辨 にせよ、 さう して 終に 監獄 や 感化院に 入 

れられ るに せよ 1 に 依って 養 はれる が、 景氣が 好く なれば 忽ちに、 彼等 は 企業家 

の 命す るが 儘に 生產の 急激なる 增 加に 從 事し つ、、 低き 勞賃を 甘受せ ねばならぬ。 

で、 表面上 危險 を負擔 する 資本家に 取って は、 好 景氣の 場合に は勞 働の 剩餘 利得 

を 獲得す る ことが 出來 るし、 又 不景氣 の 場合に は、 勞働者 を 罷免して 損失 を 社會全 

體に轉 荷す る こ，、」 が出來 る。』 
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(三 八 九 頁) 『此處 に 一 時 S 處に 一 時と、 彼等の 仕事 ざ 避難所 さ を 見出して 行く 故 

鄕 のない 隸屬的 無産者 は、 敎育 家に は適當 して 居らない 。密集す る 大都市の 裏長屋 

の狹 い、 不十分な、 且つ 其 上に 同居人に よって 煩 はさる、 借家 棲 居， 父 は權カ 者の 

前にあって、 獨立も 權威も 尊敬 も 有せす、 母 は 夜の 二三 時間の み 家に 歸る ことが 出 

來 るで この やうな 環境の 下で は、 V- んな 種族が 山 5 來る であらう か？ 又 ざん なチ 

孫が 敎 育され るで あらう か？』 

『大都市の 住居 關係 は、 や \ とも すれば、 勞働 者の 家庭 及び 家庭生活 を破壞 しゃ 

うとす る。 ……： ベ , ゾノ の 住居 三十 三 萬 片( 一 八 九 六 年) に對 し、 年に 十四 萬 乃至 十 

五 萬の 移 轉が行 はれる 。云 ふまで もな く、 大抵 は 小さい 住居へ 移轉 する の だで おの 

數字 によって、 如何に 莫大な 費用、 損失 及び 障害の 重荷が 表 はされ てゐる ことよ！ 

かやうな 境遇の 下で は、 家庭 を 愛する 心なん か は 思 ひも よらな い P 住居 は、 夥しい 

浮浪 軍の 各員が 毎度の 移轉 季節の 逼迫と 困難との 中に 見出す ところの、 一 時 的の 


避難所で ある。 それで、 永住 的の 住民に 發 生す る永續 的の 個人 關係 — 隣人 ゃ親屬 

に對 する 關係、 主人 や 顧客に 對 する 關係、 敎師ゃ 牧師に 對 する 關係 —！. は、 總て消 

え 失せる で 總 てのもの は、 荒凉 たる 擾亂の 中に、 相次いで 轉げ 去って 仕舞 ふ。 さう 

して 子供 は、 幼ない 時から 獨 法師に されが ち だから、 放逸になる。 學校は 彼等の 面 

倒 を 見る が、 併し 家庭 —— 幼少の 頃より、 遊戯 並びに 勉强に 場所と 機會 とを與 へ る 

听の —— が敎 へ る 重要な 事抦 —— 萬 人に 取 つて は、 あらゆる 學 問よ， 9 も 早速に 重 

要な 事抦 である 所の- 1 を、 一般に 敎 へて くれる もので はない。』 

上述の 如く パク， ゼ ンは、 都市の 工場 勞働 者の 事の み を 述べて ゐる。 だから、 農 

業勞働 者の 地位に 關 して は、 又 一瞥 を 投げる 必要が ある o 

社會 民主々 義 S 戰ふ ため、 殊に 保守派の 地主 や 敎師ゃ 牧師な どに 對し、 帝 國議會 

の 選擧に 臨んで 社會 民主 黨を 攻繫 する に 必要な 材料 を 提供す るた め、 牧師へ ルマン 
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ケ ー ラ ー は、 一九 〇 三年、 『社會 民主 黨の 地方 煽動と 其の 道德的 矛盾 性』 つ 6ie  sozial- 

dkmokratlsche  Landagftation  und  ihr  sittlich  anst6ssiger  charakter:) 【註 六〕 と 題す る 

一 の 論 著 を 公に した。 ケ —ラ ー は 其の 論 著に 於て、 當 時の 主 農 論 的 諸 新聞より、 例 

へば 獨逸 日々 新聞 II 常に 地方の 情勢 を 正確に 知る もの i して 推獎 されて ゐた ミこ 

ろの  より、 次の 所 を 引用して ゐる p 

【註 六】 Leipzig,  1903 J.  C.  Hinrich  Buchhndnung. 

(七 五 頁) 『本 來廣汎 な 土地 所有の 利益に 迷 はされ す、 又 自分勝手に 勞働者 階級の 

欲^ i 權 利と を 低ぐ 評價 する 傾きの ない 人々 は、 爭 ふさの 出來 ない 報知 を讀 めば、 

シュ レス ウィッヒ" ホルスタイン 、ハン ノ 1 フェ^ ヽザク セン の 祝福され た 州： 於 

て さ へ も ブラ クン シ ュグ アイ グ、 ァ ン 、ノ ル ト などに 於け る，、」 同樣、 農業 勞動者 は 

ナ 立£ 分慘儋 たる 生活 を 送って ゐる、 ざ 云 ふ 事 實を認 めざる を 得ないで あらう o』 

今や 科學 (卽ち 有名な 醫者カ ー ル. フォン • フォイト 及び マックス. フォン. ぺッ 


テン t-1 プア) の 研究の 結果、 一 人の 人間が ロハ 満腹す るた めに は、 一 日 如何 ほざ 貪 

はねば ならぬ か，、」 云 ふこと が 報告され てゐ る。 それ は少く S も、 七 五 OS のパ ： 

一 〇〇〇 芄の剝 皮 馬 鈴薯、 二 〇〇 芨 の鹽漬 魚、 一 ー〇〇 芨の K 詰、 五 〇 芄の粗 末な コ 

1 ヒ である。 此の 『メュ ュ ー』 n 此の 誊は 後に なっても 左樣に 『メ 一一  ュ li と 云つ 

てゐる I は、 帝 國衞生 局 も 明かに 認めて ゐる やうに、 一 九 二 〇 年に 於て は、 六 〇 

ぺ ン ュ ヒ 以下で は 献立で きないの である。 さう して 王頜 (卽 ち。 ホ 1 'ゼン 州に 在る 移 

民 局の 領地) では、 一 人 一 日の 食料 は 僅か 四 〇 ぺ ン ュ ヒで 足る ので あるが、 其處で 

は 日 傭に ま、 彼等が 満腹す るに 必要で ある 三分の 二し か 儲けない の だ。 こ r で一 

私有地 は 思 ひ やられる of 如何に 手の 勞 働で 生活す る 日 傭人の 家庭で も， こんな 端 

金で は 食って いけない！ 地方 通常の 日 傭 賃銀 高 は、 ：.：•： 貨幣 並びに 現品 給お に 

於る 全 收益を 包括して、 例へば ブレ ミッシュ 地方の 如きで は 唯 一 の 例外 ミ して 三 

マ〃 ク 以上に 上って ゐ るが、 之に 反し 東プ" ィ セン、。 ホ 1 ゼン、 シュ レディ ェンの 
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各地 方で は， 男子 勞働 者に. 對 して は 一 マルク、 女子 勞働 者に 對 して は 五 五べ ン 二 ヒ 

に 下って るる。 子供 は 平均 約 その 半額で ある 。考 へて 見 給へ、 II 妻子の 共 稼 は 常 

に訐算 に 入れる 譯 にいかない から、 二百 五十 日 乃至 三百 日の 勞働 日で は、 通常 妻子 

四 五 人 を 持つ 一 日 傭人 は、 總訐五 〇〇 マ レノク 乃至 七 五 〇 マ レノク の 年收を 得る こと 

が出來 ると 見る のが、 平均して 善く 當 つて ゐ る，」 云 ふこぐ」 を。 か、 f^ff 

では、 十分の い，；" ぃヅ、 、ん。 ……： …に 

それ は、 云 はすと も 明か だ！ 何故 なれば、 上述の 計算に よると. 夫婦 さ 三人の 

子供 は、 食 ふだけ でも 每日ニ  • 一  マレ ノクを 費し、 從 つて 一年 七 六 五 マ， クを 越える 

のに、 一年 2 所 ほ 七 五 o; 夕 以下で あるから。 只 食 ふだけ でも 新樣に 困難で 

あるに 拘ら す、 ケ ー ラ， I は尙 次の やうな こと を 云って ゐ る，. 

(七 七 K)f 田舍に 於け る 有らゆる 困難の 中、 最も 酷い もの は、 住、 宅、 難で ある 。例へ ぶ 

此の 狀態 は、 所謂 妆師の 訊問に よって 曝露され てゐる 如ぐ、 安樂 や 善良な 趣味 を 全 


然 度外視す るに しても、 健康 や 道徳の 要求す る總 てのもの を 馬鹿にしき つて^る。 

：…… 田舍の 貧しい、 殊に 年と つた 人々 が 使用せ ねばならぬ 所の、 住居— と 云 ふ 

よりも 寧ろ 洞窟 及び 廢墟 に關 し、 又斯の 如く 時々 刻々 に 移り行く 純然たる 浮浪 生 

舌に 關し、 身の 毛の よ 立つ ほざ 怖し い 話は澤 山に ある。』 

此の 最後の 點に關 して、 もう 一 つの 讓を 擧げ S やう。 一九 一 〇 年 一 月 八日、 

ベ X リ ン の有產 者の 一 新聞。 フ レノ ー タス 紙上に、 地方 勞働 者の 貧窮に 關 する レ / 1 ド レ； 

フ. スト ライヒの 一 論文が 發 表された。 長年の 間 農業に 實際從 事して ゐた 論者 は、 

その 論文に 於て 殊に 次の 如き こと を 云って ゐ るで 

『 一 度、 地方 勞働者 のら ^を觀 察する がい、、 原則として、 小形の 居間と 寢 室と 力 

ら 成立つ 彼等の 住居 は、 低い 一 つの 茅舍 である。 最も 原始 風な 人間 だけが 、斯様な 

窖を 造る の だ 。尙 その外に、 小さい 家畜 小屋が あり、 又 家の 前に は 小さい 庭が ある。 

かう 云 ふ，」、 全く 人聞きが 善くて • その 住居 は 詩的に 解せられ るが、 それに は 人の 
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氣 付かない 晴黑 面が ある。 卽ち、 彼等の 住居 は 粗末な もので あり、 又 一家 族に 取つ 

て 十分の 廣 さが 與 へられて ゐ ない。 旣婚の 勞働者 は， 契約に よって 一人の II 窶々 

二人の J さへ も ある I 賃仕事 勞働 者を展 はねば ならぬ、 從て此 等の 勞働 者に 寢 

屋を 分たねば ならぬ。 ところで、 尙 此の上に 每 度の 事で あるが、 冬の 間 は？ 家禽 

ま 寢 室へ 人れ ねばならぬ。 若し？ しない 2 ば、 II 始 的な 小嚴 中で 凍 

える であらう から 0 だから 大抵の 家 H  、粘土の 床附 きの 小さい 居間 を 使用して ゐ 

る。 通常 此 等の 『小 室』 は步く 每に麈 埃が 立ち 昇って、 人々 が 床の 上の 凹みの 中に 

足 を 滑して 脛 をぐ じかない 樣に 注意し なければ ならぬ 如き 狀態 にある。 |» 此の 

寢室 -(| それ は 殆ざ寢 室 V」 云 ふ J の出來 ない ものであるが I には^が ついて あ 

るが、 それ は 冬に なっても 締める こと は出來 ない 何故 なれば、 寢室は 居間の 暖爐 

で 温められ ねばなら ぬから。 で、 その 結果と して、 私 生兒が 馬鹿に 多ぐな るの だ！ 

『普、 通の 家庭に あって、 居間 ゃ寢 室で 煮 焚が されたり、 靑 魚が 燒 かれたり、 又 馬き 


薯 菓子が、 別して 芳しい 臭 氣を發 する 安 油で あげられた りする、 と は I 一般に 

何でもない やうに 見える だら う、 何故 なれば、 地方の 人々 は 霊 ましい 健囊を 

樂 しん 2 る やう だから。 なる 程 地主 は その f だ。 併し、 これ は 一般に 通 する 事 

抦 では 決してない、 特に 勞働 者に 於て さう である。 いつも 冬に は 多くの 疾病が 流行 

し、 時には 熟 病まで が勃發 する から、 彼等 は 年若う して 斃れて 仕舞 ふの だ。 

『四 1 人 以上の 家族の 住む 住居 又は 住宅に 便所の 設備の ない もの を、 何う して 3 

J 人と して 考 へる こ，、」 が出來 るか！ 人間ら しい 住家に は 何う しても 便所が なけ 

れ ばなら ぬ、 それ だのに 多くの 立派な 御 方 (地主、 家主な ま 指す— 穩 は 村 中に 唯 

一 つの 便所 を 設ける こ，、」 すら も 必要と は考 へて ゐ ない。 さう して 今 「コ レラ」 蔓延 

の. 恐怖よ i 儀な く 便所 をず くに fs 考も、 それ を 綺麗に 整 へ る (淸潔 

に 保つ) こと をし ない。 だから 人々 が 便所の すぐ 周圍を 不潔に する の も 驚く に 足ら 

ない， さう して 斯様な 住所に 詰め込まれて 居る 多くの 人々 の 間で は、 事實 ある こと 
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たが ゝ 農業 勞働 者の 住家に はいる 迄に は、 眞の 文字 ざ ほりに、 先づ全 同居人の 糞尿 

の 中 を 揑ね廻 はして 行かねば なら^ やうに なって ゐる は、 當然 のこさ だ。』 

紡 蘭に 於け る 幼年 勞 働に 關 して は、 嘗て 米 國勞働 省の 誊譽 であった ダブ ソュ 

I ュフ .ク ヰ ビ ー が、 i り わけ 次の 如き 報告 をな して ゐる。 【註 七】 それ は黑人 

の 子供に 關 して^ あるが、 黑 人と いっても 人間で ある 以上、 彼等の 爲す勞 働 は、 奴 

隸勞 働でなくて、 正則な 資本家 的 賃銀 勞働 である。 氏 は 次の やうに 論じて ゐる p 

【註 七】 S の I 立法に？ る 露 文— 一 九 〇 一一 5 の佛譯 f  c.i  &  I に 據る。 

『此等 幼年 勞働 者の 多くの 者 は 一 日 一 〇 仙 (四 〇 ぺ ン 一一 ヒ，， で こき使 はれ、 中に よ 

僅か 五 仙 乃至 六 仙の 者 もゐる 0 然るに 其の 勞働は 一 日 十二時 問で、 或 者 は 朝の 六 時 

から 夜の 六 時 迄 働き、 或 者 は 夜の 六 時から 朝の 六 時 迄、 (卽ち 夜通し 働く の だ！  )0 

苦しい I の 時間 を 眠 I ぃ爲 に、 夜業に 服す る 子供 は、 時々； f 冷水の 中へ ^ 


込まねば ならぬ。 私 は アラバ マで、 正味 四十 日間 ブッ 通し 夜業した 七歲の 子供 や、 

又 六 歳の 時 まる 十 一 ヶ月 間ブッ 通し 夜業に 服した 他の 九 歳になる 子供 S 語った。 

『ジ ョ 1 ジ ャ では 、多数の 子供が 夜業 を 終 へ て歸 宅す る 所 を 見た。 彼等 は、 やつ，、」 

戶 口へ 轉げ 込み、 着の み 着の ま、 で 貧弱な 寢臺の 上に 身 を 投げ かけて、 食事す る 力 

さ へ もない 位 疲れて ゐた 。南 力 "リナで は、 或る 最新式の 設備 をして 紡績 所で、 ゼ 

1ン. アダム スタ」 云 ふ 五 歳の 女の子が、 十二時 間の 夜業に 服して ゐ るの を 見た。 コ 

tl ン ビヤで は、 嘗て 自分の 年 II と 云っても、 九歲か 十歲を 越えて ゐ さう もない が 

II を 知った ことのない、 不幸な 子供の 夜業す る を 見た で 彼等 は 一 分の 休み もな 

ぐ 夕の 六 時から 朝の 六 時まで、 濃密な 水 蒸 氣の充 ちて ゐる 筌氣の 中で、 常に 薄暗い 

部屋の 中で、 大抵の 子供 は 半ば 聾に されし ところの、 絕 えまな き 轟々 たる 機械の 響 

を 聞きながら 4 根限り 働きぬ いて、 只 休養 ミ 一片の バン だけ を 得る に過ぎないので 

ある 0 

第 1 章 何故に 社會 民主々 義者は 存在す る や  f 


科學 的社會 主義 序論 

『私 はつい 此 等の 貧しい 子供達の 年の こと を 云った が、 實 のさ ころ 彼等の 年 を 

見拔 くの は、 - 非常に 難しい こ，、」 である。 此等 幼年 勞働者 は 皆、 事 貰より は 四つ も 

五つ も 若ぐ 見える からだ。 上述の 生活 方法 はかぐ までに 彼等の 成長 を 妨げ、 彼等 

を 去勢し 彼等の 脊柱 を 曲げ、 彼等の 顔に 大 馬鹿の 刻印 を 押しつけて ゐる。 ：：〜 

『去る 一 月 ( 一 九 〇 二 年) アラバ マ 州の ハ ン ッ 村で、 八つになる 一 人の子 供が、 弒 

動機で 右の 手の 人差指と 中指と を 失った 。或 人 は 私に、 一 ヶ月 前 同じ 方法で 左の 手 

の 拇指 を 失った 七つになる 一人の 勞働者 を 示して ぐれた。 ジョ ー ジャ 州に 住む 或 

る醫者 は、 彼が 開業して から 十 年の 間に、 同樣の 災難の 犧牲に 落 入った 百 人 以上の 

子供の 指 を 切ら 落さねば ならなかった。 又 アトランタ 市の 或る 有名な 商人の 云 ふ 

に は、 此の 町の 周 園の 村々 では、 兩 手に 拇指の なぐな つたと ころの、 又總 ての 指 や 

時には 兩 手まで も 無ぐ した 所の、 澤 山の 子供に 出 喰 はすと 云 ふこと だで 實に 彼等 

は、 紡鑌 業の 犧牲 となった 「老朽の 勞働 者」 に 外なら ない。 


『序に 云 ふが、 大抵の 紡績の 工場 主と か 支配人と か 云 ふ 者 は、 たった 一人の 子供 

を 募集す る 時で も、 その 兩 親に 一 つの 契約 を 締結せ しめる。 それが ため 工場 は、 

各 場合の 不幸に 對 する 總 ての 責任から 解放され る。』 

ところで 吾々 は、 遠い 米國を 去って 再び 祖國獨 逸に 歸 つて 見やう。 一九 〇 三年 八 

月から 一 九 〇 四 年 一 月に かけて、 クリミ ッ トシヤ クで 紡績 勞働 者が 閉め出し を 喰つ 

た。 こ^に 刺戟され て、 ァリ イス • ザァ" モン 夫人 —— 彼女 は社會 民主々 義に屬 す 

る 者で なく、 有 產者的 婦人運動に 携 つて ゐた 一 婦人で あるが I は クリミ ッ トシ ャ 

クに 旅行し、 彼女 自身が 觀 察して 來た 所の もの を， ベルリンの 種々 の會 合で 次の 如 

く 報告した^ 

『女 一 人の 收益は 八 マ ルク 乃至 一 〇 マ ルク で、 一 夫婦 一 週 問の 收益は 約 二三 マ グ 

ク である。 十二 歳に なれば、 娘 は旣に 工場の 人となり、 十四 歳から は每 日朝の 六 時 

から 夕方の 六 時まで 働く、 假令^ 婚 しても、 大抵の 者 は 同じ こざ を 繰り返す だけで 

第一章 何故に 瓧會 民主々 義者は 存在す る や  三プ 
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ある。 食事 は 工場で 皆 V」 一 緖 にや b  、風呂 も 工場で は いるの だ 0 子供 は 「養育 所， - | 

やら わ、 極ぐ 幼少の 頃から クソ ミ ッ トシヤ ゥの 型に はめられ、 一 週 |？ に 定額 七 五べ 

ン」 一 ヒ を給與 される 。幼兒 は 原則として、 每日 半時 間 以外に は 兩親を 見る こと はムロ 

V！ 無， い。 クリミ ッ トシヤ クの 女工 は 棲 居 を 有つ が 自宅 を 有たない、 彼等 は 子供 を 有 

つが 母で はない、 彼等 は 生計 を 立てる が 生活 を 有って 居らない 。或る 女の 辯士 は、 

ストライキ. を やって ゐる 人々 の 中で、 こんな 象 族が 千 ある こと を算へ 立てた。』 

- 同じ 頃 帝 國議會 で 同 一 の 問題が 論爭 された 時、 代議士 フレ ー スド ケフは 次の. 報告 

を なすこと が出來 たち 『職業 組合の 報告に よると、 ザク センの 紡績 業に て. は、 勞働 

者 は. 一年に 平均 六 五 五 マレ ノク を、 旣婚の 熟練 勞働者 は 八 一 一 マレ ノク 三分の 二 を 、儲 

ける W 云 ふ こと だ。』 

斯様な 境遇の 下で は、 勞働 者の 生活 は 如何なる もので あるか は、. 一九 〇 三年の. ク 

リ ス マ スの 前夜、 (非 社會 民主々 義の 、ベル ソン 國民 新聞紙に 發 表された 次の スケッ 


チが、 一の 感» すべき 洞察 を 加へ てゐ る、 

『^い £^4 らい。 今日の 夕方まで は、 ベ タリンの 有らゆる 町々 に、 色々 の 年恰好 

をした 子供達が、 繪 葉書 や、 呼子 や、 厚紙 細工の ガラく や、 操 人形 や、 クリス マス 

ッリ ー の 飾り や、 繪 本な ざ を 商って ゐる。 多くの 通行人の 眼 は、 小さい 蒼白い 顔 を 

» 深さう に 見つめて ゐる、 その ロは絕 えす 「操 人形 ーゼク セ，」 「クリス 》 スの繪 葉 

書 一組 ーグ" ッシェ ン」 ぐ」 呼ば、， O 續 けて ゐる。 この やうに 子供 等 を 街 上へ 驅 b 立 

てるに は、 いろ/、 の 理由が ある。 が、 此の 現象 を 深く 究め、 又 此の 子供 商人の 一 人 

/^に .y. 、の 理由 を 尋ねて みる もの は、 大都市の 不幸 を 看取す る ことが 出來 て、 深ズ 

感動せ しめられる だら う 。。ホスト ダ ー ムの 橋畔に 、一人の 小さい まだ 八つに 足らぬ 

所の 子供が、 一 つの 陳列 箱に 凭り か、 りつ、 立って ゐる 。極く 微かな 聲で 聞きと b 

にくい が、 切 顧す る 眼 だけ は 明かに 語って ゐる —彼 は 商品 を賣 つて ゐ るの だ。 そ 

I ま、 彼れ 身が 十月 及び 十 一 月の 長き 夜に、 長 病 ひの 母と 四つになる 妹 S の爲， 

、 第 一 窣. 何故に 琉會 民主々 義者は 存在す る や  四 一 
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4 ぐと も クリス マ スの 月に は 何物 か を 買 ふ MJ が 出來る やうに 造り上げた 操 人形で 

ある。 彼は飢 を、 烈しい 飢を 感じた ので、 立ちながら 自分が 得た パ タ ー 附 きの バ ン 

を 二  口 三 口 貪り食うて ゐる P 殘 りの 部分 を、 彼 は 外衣の 中へ 收 めた、 母 も 少し は 食 

はねば ならぬ からだ 。又 更に 四 人の子 供が ゐる 。彼等 は 一緒にな つて、 繪 葉書の 商 

實を 始めて ゐた 。多分 兩親は 其の こと を 少しも 知らない であらう 。彼等 は收 益金 を 

算 へて ゐる I 少し 儲かった の だ。 彼等 は それぐ 近所の 商店で 一 對の 温かい 手 

袋 を 買うた。 他の 一 つの 光景 は、 七つになる 小さい 繪 葉書 賣 りが 示して ゐる 。彼れ 

に は 病身の 母と 三人の 弟 や 妹が あって、 一 日 二 マルク ほざ 儲けねば ならぬ のに、 彼 

はたった 一 マ レノク しか 儲けなかった 。彼れ の 目に は 深き 憂が 宿って ゐる 。向う側の 

階段に は、 腕に 賣れ殘 りの 二 品 を 有った、 十ば かりの 子供が 居る。 其處 から 遠くな 

い 所に、 母が 他の 子供 ビ 一 緒に 立って ゐ る。 彼等 は 熱心に 顧客 を 呼び寄せて ゐ る。 

又 姉 は 十で あり 弟 は 八つで ある 一組の 兄弟が、 蠟躅を 商って ゐる。 家に はま だ 六 人 


の 幼ない 弟 や 妹が 居り、 父 は 病床に 臥し， 母 は それ を 看護せ ねばならぬ。 此の 二人 

の 年嵩の 子供が 家族 を 養って ゐ るの だ。 また 十二になる 一 少年 は、 呼子と 時計と を 

賣ら ねばならぬ、 彼れ の 傍に は 六つになる 妹が 屈みつ、、 小籃の 中に 繪本を 有って 

ゐる 。彼等 は 熟 心に 呼子 を 鳴らして ゐる。 母 は肺癆 を、 父 は關節 レゥ マチ スを 病ん 

でゐ るの だ。 夫婦 共 例れ で 多くの 費用 を 要した ので、 貯金 はぢ きに 無ぐな つて 仕舞 

つ た 。少年 は 小さ い 妹の 手 を 引 いて 、ライプ チッヒ 街から ゾル、 ディン 街の 方へ ぶら 

ついて 行く、 【註 八】 かくて 彼等 は 幸福 さうな 顔 をして、 僅かの 金 を 家へ 持ち 歸 b 得 

るに 過ぎない。 注意す ベ き は、 V- ちらの 子供 も、 自分が いくら 儲けた かの 問 ひに 答 

. \ られ ない 。總て 得た もの は。 ホ ケ ットに 投げ入れて、 家で 母が 計算す るので ある。』 

【註 八〕 大人 LL ミっ て 1 時 問 あま リの 道程で. 沘の大 都會の 最も 雜沓 する 群集の 間^ぬ はて 行く ので 

ある。 
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總て 上述の 所は斯 くも 感傷的な ものであるが、 それに はま だ、 正しぐ 主眼と なる 

所の ものが 欠けて ゐる。 勞働者 は勞働 そのものに 於て 如何に 生活す るか？ 勞働こ 

そ は 全 生活 を充 たし、 その 內 容を與 へ る もの だから， 勞働 そのもの 、內容 は、 生活 

の 構成 を 決定す る こ，、」 になる。 それで は 勞働者 は、 彼が 每日十 時間、 十二時 間、、 又 

は 十四 時間 を 捧げねば ならぬ 勞 働に 於て、 如何に 生活す る 者で あるか？ それに 關， 

して は、 旣に 上述の パク ル> ン敎授 が、 一の 見界を 立て、 ゐる、 卽ち彼 は 次の 如く 

述べて ゐる 彼れ の 論 著 三 五 一 頁ヽ 『勞 働と して 喜ぶ は、 本質的に は、 多樣 の活纺 

を爲す ことに 依って、 工作 者の 藝 術が 稱揚 する S ころの、 一の 完成 物が 完成され る 

S 云 ふ點に 在る。 多くの 古代 藝術 品に は、 工作 者が 愛 を 以て、 その 藝術を 案出し 成 

就した ことがあ りくと 見えて ゐる。 然るに 勞 働の 近世 的 組織の ため、 勞働 者の 手 

から 完成 物が 取り上げられ たで 彼 は 只 だ 一 定の 個々 の 給付、 卽ち 恐らく は 少しば か- 

りの單 鈍な 絕 えす 同一  の 事 を 繰返して 行く手 仕事 を、 爲 さねば ならない。 かぐて 彼 


i. 一  つの 生き 2 道具、 卽ち 機械の 一 部分に なって 仕舞つ S 來る曰 も 来る年 も、 

彼れ の 仕 f  、  sat す キの 小片 を 一 8S 押し付け？ す 


ナれ f  、 佛蘭 西の 偉大なる 詩人 エミ 二 たソラ は、 彼れ の小說 『勞 働』 で、" 此 

の 間. 題を もっと 包括的 &很っ てゐる 。玆に 最も カ强ぃ 章句の 二 I 引用し やう ノ 

【註 九】 ノ 

1 芷 05 に 10 書店 C スッ ト 及び ライブ チク きで 發 行され た、 口 ふ ンッ： 

ゲ アイ^の. II 譯に據 る。 總て 引用文 は 第一 卷か ちで わる。 

、ふさ 二 5『 .：•：： i 內の ま作業場 の 一 つ i る 此作霧 は、 畫の 5 展延 機の 

恐し； ii たされて ゐ たが、 拿 夜と なつて は.、 此の 展延 機は靜 かに 止まって、. 

E 大な 作業 所の 半ば 以上 は、 深い 暗黑の 中に 横って ゐる。 十の 鍊 霊の 中 

つが 燃えて ゐて、 二つ SI が 其れに 依って 働き、 此處 I に 弱い ％斯 の 光が i 
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に めら めき、 大きな 黑ぃ 影が 作業 4 を 覆うて ゐる 。吾々 は、 その 屋根 を 支へ る 所の 

頑丈な、 煙で 眞黑 にされ た 梁 を殆ざ 見分ける こ，、」 が出來 なかった。 水 音が 暗黑の 

中から 響いて 來、 踏み付けられた 土地 は 起伏して 溝と なり さう しても 方に は惡唣 

の 水溜り を 造り-彼方に は 石炭 灰と 殘廢 物との 貯藏物 を 造って ゐた。 此の 黑ぃ、 燻 

ふった、 不快な 洞窟 內の 到る 所で、 人々 は 有らゆる 快 樂を奪 はれた ところの、 忽こ 

された 勞働を 罵り、 又 ％ にまでな つた 蠱惑的な 勞働を 罵って ゐた ：：：： 

(六 六 頁) r リ ュ ックは 丁度、 一 つの 坩堝 爐が充 された 時に やって 來た。 勞働者 は、 

W 前から 熟せられて ゐた 耐火 粘士 製の 坩堝 を 下し、 漏斗の 助 を 借って、 鐡片 の充滿 

して ゐる 錫凾を 坩堝の 中へ 振 ひ 落して ゐた I 各 坩堝に 對 して、 錫 凾は三 〇 キ 口 グ 

ラムの 割合で ある。 三時 間 か 四時 間で、 此 等の 鐵片は 鎔けて 仕舞った p それから 殺 

人的 勞 働が 始った ち 卽ち 坩堝 を爐 から 取り出し、 その 中の 鎔解 物 を 穴に し、 更に 其 

を 注ぎ 出して 一 定の鑄 型に 流し込む 。次いで ソ ユックが、 丁度 助手が 長い 棒で 鎔^ 


* か 十分で おる を 破め て^た 他の 爐に 近づいた 時に、 彼 は 坩堝 を© り 出さねば な 

ら ぬ蘄ェ がフォ ー シャ ー ル であるる を 知った。 彼 は 、青白く 憔悴した 顔 をして、 腕 

と 脚と に滿 身の 力 を こめて ゐる。 彼が 十四 年 このかた やって 來た、 恐し ぃ單 調な 勞 

働 は 只 彼れ の 身體を ゆがめた のみでな く 、寧ろ それよ ，9 も 以上に、 彼れ の 精 刺 を 

害した の だで 彼れ に 在る 有らゆる 個性 (彼れ 自身の 精神 生活) は 絶滅され て、 彼 は 

何の 考 へ る 所 もな く、 いつも 種々 の 運動 を 繰返しつ \  、自己の 勞働 を果し 行く 機械 

に墮 し、 又 他の 要素で ある 火，、」 絕 えす 鬪爭 して ゐる 所の、 生命な き 一 要素に 墮 して 

仕舞った。 つり 上がれる 肩、 病的に 肥え太れる 手足、 火に 燒 かれて 視力の 弱れる 眼 

— 此等總 ての 身體 上の 損害に 加 へ て、 彼 は 又 自己の 精神 上の 萎縮 を 認めて ゐた e 

^^とい ふに、 十六 歲で 怪物に 捕 へ られ て、 極めて 不完全な 敎育も 突然に 止めて か 

らは、 あは、 自分 は 曾て 相 當の頭 を 有って ゐた が、 それ は 殺人的な、 殘害 的な 勞働 

のために 破壤 され、 又 彼が 肓 目の 一 動物の 如く 勞働 せしめられる 無情な 踏み車の 
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ために 殺されて， 今日で はもう から 駄目 だと 云 ふこ i を、 今 も猶意 ひ 出す からで 

ある。 それでも 彼 は、 たった 一 つの 欲望 を、 たった 一 つの 喜び を 有って ゐる P 飮 

酒 だ 1 1 彼が 働いた 時に、 每日 又は 每晚、 飮む 所の 四リ ー ト , の 酒 だ、 爐が 彼れ の 

乾き 切った 一 『燃 物の 如き 皮膚 を燒 かないた め、 彼が 飲む 所の 酒 だ、 粉碎 されない た 

めに、 彼が 飲む 所の 酒 だ 。さう して 最後に 殘 された 一 つの 幸福感 を 味 ひ、 彼れ の 生 

存を絕 えざる 酩酊の 鈍き 快樂の 中に 暮ら すがため に、 彼が 飲む 所の 酒 だ。 ：：：： 

(七 四 頁) 『：：：： 彼方で は 一 人の 鍛 冶工が、 灼熱した る 鋼 鐡片を 摑んで 鐡鎚の 

の 上へ 持って ゆく  、忽ち 鐡鎚は 烈しく 上下に 動きつ \ 舞踏し 始めた。 それ は 耳 を. 

聾し 目 をべ らます ばかりで ある。 大地 は 振動して、 鐘の 如ぐ 空中に 轟き 渡り、 革の. 

短 袴 を 穿き 革の 手袋 を 嵌めた 鍛冶 ェは、 降りしきる 火花の 雨の 中に 消えて 亍っ た。 

火花 は の ベ つ に 降りしきり、 恰も 霰彈 火の 如ぐ 四方に 轟き 渡 つ た。 鍛治ェ はおつ £ 

此の 荒れ 驻ふ 擾亂の 中に あって、 塊鐵を 種々 に 廻し、 その 各 側面 を鐵龜 でた \ きつ 


けて、 展延 幾に 渡されねば ならぬ 所の、 長楕圓 形の 鑄 金 を 造らう として ゐた。 鐡鎚 

は 彼れ の 命す る ま、 に 彼方此方 を 打ち、 或は その 打 擊を遲 めたり 早めたり して ゐ 

でが、 &が 鐡鎚の 指揮者 —— 高く 上の 方で、 自分の 座席に 座りつ、 槓杆を 取扱う 

てゐる 所の —— に與 へ た相圖 をば 吾々 は 少しも 知る こと 力 出來な 力つ ナ 

『リ ユックが 近づ いて 見る と、 その 鐡鎚の 指導者 はフォ ー シャ ー タの 若い 義理の 

兄弟であった、 彼 は 空中の 高い 所に おつ，、」 坐り、 自分が 發 する 喧騒の 中に、 一 叫し 

. た 機械的の 手の 運動 を やりながら やつ，、」 生活して 行く 者で ある。 槓杆が 右へ 行け 

"ば 鐡鎚は 下へ さがり、 槓杆が 左へ 行けば 鐡鎚は 上へ あがる I. 只、 これ だけ だ、 卽 

マ. ち 此の 少年の 精. 神 生活 は、 此の 狭い 範圍の 中 を回轉 して ゐた 。吾々 はちら つと 火 I 

の發 する 際に 、青白い 顔と， 色澤 のない 髮と、 鈍った 目と を 有つ 所の、 極く 4 さい 

弱々 しい 彼れ を、 又 その 身體と 精神との 發 育が、 喜び も 無ければ 自由 撰擇 もない 慘 

忍な 勞 働に 縛られて ゐた 所の、 一 人の 憐れな 人間 を、 見る ことが 出来た。』 

第. 一 ー箄- 何故-」 ま會袅 主々 義 者れ 存在 マる や  f 


稃學 的瓧會 主義 序論  五 o 

ゾラ は斯 くの 如ぐ 描いて ゐる。 勿論、 之れ は 1 つの 詩で あるが、 併し 勞働者 生活 

を 知る 者の 中 一人 ざして、 此の 詩の 恐ろしく 眞を 穿って ゐるこ ざに、 異存 を 挾まん 

とする 者が あらう か？ 勞働 者のう ち 果して 何人が、 此の 詩の 中に 自分の 生活 その 

ものが、 事實 ありの まゝに 描かれて ゐるこ を 知らない 者が あらう か？ 


第二 章 心的 改造 か 物的 改造 か 

I 善意 並びに 惡 意に 付いて II 

境遇 I それから 勞働 者の 不平と 熱望と が說 明され、 また 其處 から 社會 民主々 義 

が發 生した ので ある。 吾々 の 描 寫には 欠陷が 無いで はない。 そ は、 勞働者 階級の 生 

活關 係より、 一 の 重要な 點を拔 き 出さう としたの みで あるが、 それだけ でも.、 吾々 

が 出發點 i した，、」 ころの 問題. 卽ち其 點に勞 働 者 階級の 苦痛が 存在し. 從 つて 彼等 

が 其の 排除 を 熟 望す ると ころの 問題 を、 解く に は 十分で ある。 

試みに 勞働 者の 上に 懸る 災害と して、 凡そ 次の 如き もの を揭げ 得る。 

1. 貧窮 (卽ち あまりに 少ない 賃銀 \ 

2. あまりに 長き 日々 の勞働 時間で 

3. 勞働 をな す 場合の、 あまりに 大 なる 努力 (勞 働の 强 度)。 
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4. 勞 働の 沒 趣味" 

•  5. 生活の 絕 望で 

6. 婦人 並びに 幼年 勞働 (及び その 結果と しての 家庭生活の 破壞 r 

： 7. 個人的 不自由 及び 個人的 隸屬で 

& 常に 威嚇し つ 、ある 失業。 

勿論、 此の 目錄は 完全，、」 云 ふ を 得ない。 そ は、 最も 多く 吾々 の 眼に 映る 勞働者 階 

鈹の 苦痛 をば、 只 だ 性急に 排列した に過ぎない。 

云 ふまで もな く、 有產 者の 境遇に 居る 人々 のうちで は、 玆に揭 げた 災害が 一般に 

存在す る を爭ふ 所の 人が、 今猶存 して ゐる。 而も 靳く爭 ふ 人々 は、 彼等 自身の 利益 

のた め、 無產 者の 苦痛に 對 して 肓目 である W 云 ふより は、 寧ろ 彼等の 大多數 の 者 は、 

旣に 第一章で 述べた 如く、 公平 且つ 偏頗な しに 判斷 せねば ならぬ 境遇に 居る。 それ 

だのに 一 九 一 〇 年の こと、 かの 有名な "ンス • デ ルブリ ュ ック 敎授の 如き は、 獨逸 


では 1 會 立法の 御蔭で、 『經濟 的 不幸 は、 根 こぎに された と 同樣』 で^る^ 放言し^ 

の ご！ 事實的 境遇に 對 する 斯 くも 明白な 盲目と は、 固より 議論す る餘地 はな レ 

ところで- 吾々 が專 ら有產 者の 方から 取った 引證 こそ は. 反って 有產 者の 中には、 

かの 先き に揭 げた 不幸 を 認める に吝 かで ない ところの、 善き 心の 持主が 居る と 云 ふ 

こと を 示して ゐる。 彼等 は無產 者が 重き 苦痛に 堪へ 忍ぶ の を 見、 それに 同情し、 そ. 

れを 排除 せんこと を 願って ゐる。 卽ち、 彼等 はかの 苦痛の 存在す る こと を 認め 得る、 

&等は それらの 排除 されん こ，、」 を 願 ひ 得る、 彼等 は 更に それらの 排除の ために 努力 

する こと さへ も出來 る。 而も その 爲に、 彼等 は社會 民主々 義者 たる こと を 決して 要 

しないの である。 只 だ 社會的 不幸 を 認識し、 或は 又 それに 反抗 せんこと を 希望し 

つ. f 努力す る だけで は、 彼等 は 決して 社會 民主 々義者 S 云 ふこ S は出來 ない。 

卽ち玆 では、 鬪 爭の樣 式が 問題 S なる。 若し 思慮 ある 人が 此の 不幸，、」 戰 ふために 

何事 か をし やうと するならば、 彼 は先づ 第一に、 その 源泉 を 尋ねる であらう。 さう 
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して 玆に、 單 なる 悲歎 V」 思索と を 越えて 赏 行に 移らう とする 第一 步で、 旣に 有產者 

的 見解と 社會 主義 的 見解との 道が 分かれる ので ある。 

果して 勞働者 階級の 不幸が、 何に よって 生す るか を 自分自身に 問 ひかけ る 時、 囚 

へられない 人 は、 先づ 此の 答への ために 決して 狼狽し ないで あらう。 勞働 者は惡 く. 

なる、 何故 なれば， 彼等 は あまりに 酷く 掠奪され るから だ、 而も その 掠奪 は、 彼等 

を 雇 ふ マ」 ころの、 工場 主 及び 企業家に 依ってい ある。 企業家が 之れ を爲す は、 とり 

もな ほさす、 彼等の 無情、 自利、 我欲の ためで ある。 各人 は 自分の ことのみ を、 自 

分 自身の 利益の みを考 へて a 他人の こと を 少しも 顧みない。 それ だから、 企業家の 

惡性卽 ち惡意 こそ は 勞働 者の 不幸の 本質的な 源泉で あらう。 

之れ は 實に有 產者的 博愛家が、 經濟的 不幸の 原因に 對 して 答 へ ると ころの、 唯 一 の 

返答で ある。 それ は 只 だ勞働 者に も 企業家に 對 する i 同樣の 責任 を 負 はしめ るの 

みだ。 勞働者 も 亦 I 彼等の 意見に よると —— 我利で あり 我欲で ある、 彼等 も亦自 


分の こミ のみ を考 へて、 他人 を 少しも 顧みない 0 彼等 も 亦 『履行の 出来ない』 要求 

や 『不正 當』 な 要求 を 提出す る、 さう して 此の 相 反抗す る惡 意が、 現代 横行す るヾ」 

ころの、 悲しむべき 狀態を 造り 出した ので ある。 

けれども 此の 簡單な 一寸 目に は 尤もらしい 說明 は、 もっと 深く 考 へて 見る と * 全 

く 不十分で ある こ，、」 が 分る。 只もう 少し 考 ふれば 澤山 だ。 事實、 人間の 葸意ゃ 我欲 

が 不幸 を惹き 起した さするならば、 救濟の 手段 は 自ら 生す る譯 だで 吾々 は 人間から 

我欲 を 追 ひ 立てねば ならぬ" 吾々 は、 各人が 自分の こ，、」 ばかりでなく、 他人の こと 

を も考 へ、 又 他人の こ を も 顧みる やうに せねば ならぬ。 斯樣な こ W は、 何う して 

爲す ことが 出來 るか？ 吾々 の 子供 を ヨリ 善き 敎育 によって、 幼少の 頃から 尊敬 

と 博愛と に 慣らしめ、 又 大人に 於て は 善き 說 得に 依って。 卽も 一言で 云 ふと • 道德 

的 說敎に 依って。 II さう して 事實、 上述の 困難 を輕 減し 排除す るた めに、 有產者 

的 博愛家が 提出し 得る 總 てのもの は、 此の 點に觸 れてゐ るば か b だ。 パウク ゼンの 
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論 著 は、 徹頭徹尾 偷理 であり 道 德哲學 である、 卽ち人 を 改善し 敎訓 する さ ころの 

大きな 道 德說敎 である。 ケ ー ラ，. 'の 論 著 も 全く 同様で ある。 然り、 これらの 人々 は 

地主の 良心に 訴 へて、 農業 勞働 者の 恐るべき 境遇 を 改善し やうと しつ、、 一方に 於 

て は その代り、 地主に 一 つの 期待 を 有た しめて ゐる、 卽 ち社會 民主々 義の 撲滅 是れ 

である。 同樣 のこ とが、 もつ，、」 明かに スト ライヒの 論文に 現 はれて ゐる。 彼れ の 目 

的 は、 農業に 於け る勞 働の 不足 を 救 ふこと である。 そこで 彼 は 地主に 向って、 改心 

さ へ すれば 直ぐ さま 利益が あると 云って ゐ るで 卽ち彼 は 次の 如く 書いて ゐ る、 『若し 

勞働 時間 を輕 減し * 勞 賃を增 加し、 更に 進んで 勞働者 を 人と して 取扱 ふなら ば、 彼 

等 は 必す遙 かに 良好な 結果 を收 める に 相違ない。 〜〜農業に は、 今日 工業が 使用す 

る勞働 力の 大部分が、 .殘 されて あるべき だから、 只い つの 日 か 心に 描かれた 誤謬が 

根本的に 取り去られ さへ すれば、 彼等 は それ）^、 工業 を 捨て、 田 舍へ歸 つて 來る 

であらう。  此の 見地から 考 へて 見る と、 旨く 地主に 向って 忠吿 されて ゐ るなら 


ば、 彼等 は 自分き 身で 現代み 狀態を 排除す るで あらう。 更に 彼等が 進んで、 勞働 時. 

間 を 今日の 關係 W 見解と によって 规 律し、 日出から 日沒 まで 働かし める 古き 制度 を 

根絶して ゐた ならば U かの 勞働 者の 不幸 は 全然 廢 止されて ゐた箬 である。 ：：〜 』 

だから 所有者の § 意に 關 しても、 同様に 云 ふこと が出來 る。 上述のと ころに よる 

タ」、 論者 は、 圯の悲 じむべき 境遇の 眞實の 源泉 を、 所有者の 惡意. のうちに、 彼等の 

邪曲 及び 卑賤のう ちに、 求めねば ならなくなる。 卽ち 所有者 は、 純 粹の惡 性 並びに 

廖酷 性 から、 又は 少 く-, 0 も 限りなき 貪欲 や 冷酷から、 勞働者 を 兇暴に 取扱 はざる を 

得なかった ので ある。  - 

田 5 ふに、 思慮 ある 人々 は必す や 次の 如く 自問せ ねばならぬ であらう、  效 らば 

所有者なる もの は、 本來 悉く 猛獸の 如き ものであるの か，、」。 否、 そんな もの は、 ほ 

んの列 外 二 過ぎない 喾だ！ 換言す る さ、 スト ライヒ 自身 は 次の 如く 說 明して ゐる 

. I 假令 我. 欲が 彼等 を 追 ひ 立て やうと も、 假 りに 或る 他の 組織に 於て、 自ら 永續的 
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に 今よりも 多くの 利益 を 得る さしたならば、 彼等 自身 は 改心す. るで あ. らうと。 さう 

して 旣に 一 九 〇 一 一年に、 說敎師 の ケ， I ラ 1« は同樣 のこと を 言って ゐる。 ところが 所有 

者は悉 ぐ、 此 等の 事實を 洞察し ない ほ v> 愚鈍で あるの か？ さう と は 思 はれない。 

且つ又、 道 德說敎 は 新しい ざころ か、 旣 にかな り 以前から 用 ひられて ゐる。 道德 

が 盛んに 說敎 された の は 昨今の こ，、」 でな く、 一  寸 想像の つかない 程 昔からの ことで 

ある。 基督 敎 こそ は、 その 根本に 於て は、 二 千年 このかた 行 はれた 道 德說敎 に 外なら 

ない。 果して さう だ さすれば、 吾々 は 本 當に考 へねば ならぬ であらう、 —— 若し 人 

間の 惡 性が 事 實社會 的 不幸に 對 する 責任 を 有ち、 而も 此の 惡 性に 對 して は、 旣に數 千 

年 このかた 道 德說敎 なる 唯 一 の 可能 的 手段 を 以て 戰 はれて ゐる とするならば、 吾々 

>  >  >  >  C  >  、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、や、、/"、 

は必す 今迄に、 一度たり とも 何等かの 結果 を 見る ことが 出 來た箬 である。 然り、 不 

幸 は、 もとく すっと 以前に、 根本的に 撲滅され てゐた 害で ある。 が、 それに 就い 

て は、 何物 を も 認める ことが 出來 ない。 これ は 驚くべき ことで あり、 疑 ふべき こ i 


である。 それで は、 不幸の 源泉 を 人間の 惡 意のう ちに 求める 思索 過程 は、 恐らく 全 

然 誤ってる ので はなから うか？ その 源泉 は 恐らく、 全然 他の 場所に 存 して ゐ るの 

でな からう か？ 

今、 おの 疑 ひに 強められて、 有る がま、 の 事物 を觀 察して 見るならば、 吾々 は 直 

ちに、 益々 疑 ふべき 材料 を 多分に 見出す ので ある。 

人間の 意志に 經濟 的の 責任 を 負 はしめ る 者 は、 明かに 次の 如き 見解 I 人間の 意 

志 ま 經濟的 境遇 を 支配す ると 云 ふ 所の、 或は 他の 言葉 を 以て 言 ふと、 人間 は 自分の 

欲する ま、 に、 自分の 經濟的 境遇と 經濟的 地位，、」 を 構成し 得る と 云 ふ 所の —II から 

出發 して ゐる。 之れ は 確かに 有産 者 的 見解であって、 例へば 『各人 は 自分の 幸福の 鍛 

冶屋 である』 と 云 ふ 諺に. 現 はれて ゐる やうな ものである。 が、 これ は 現 實，、 」 全然 一 

致しない。 現實 にて は、 人間 は 彼等の 運命の 主人公で なく、 寧ろ 之と は 全然 反對に 

彼等の 運命に 隸屬 して ゐ るで ほんた うに 吾々 は 躊躇す る 所な く， 人間 は 自己の 運命 
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の 手中に 在る 一の ボ ー ル に過ぎない、 と屢々 言 ふこ さが 出 來る。 これ は旣に 各人が 

彼れ 自身の 生活で 體驗し 得た 所で ある。 然 らば 吾々 のうち 果して 幾人が、 自己の a 

ひの ま、 に 生活し 得る 地位に 在る であらう か？ 實に寥 々たる もの だ。 大抵の 人々 

は I 確かに 殆ざ總 ての 人々 は、 最小の 影響 を も 蓮 命に 及ぼす もので ないで 彼等 は 

來る がま、 に 蓮 命 を 受け入れねば ならぬ。 若し 吾々 が 經濟的 過程 を總 括して 觀 るな 

らば それ は 一 層 明白になる であらう。 上述の 點を、 吾々 の 鬪士フ h ル、 ディナン ド. 

ラッサ-' レは、 多 數の實 例によって 明かに して ゐ る、 そこから 吾々 は 二三の 例 を 引 

いて 見やう。 彼 は 就中、 彼れ の 論 著 ，，Herr  Bastiat-schulze  von  Delitzsch: に 於て) 

次の 如く 云って ゐ る、 

『若し 今日に 於て、 コ リント 及び スミ ルナに 於け る 乾葡萄の 收穫 や、 ミシシッピ 

ィ 谷の 穀物の 收穫 が、 ドナ ク 地方 や クリムに 於ても 非常に 豊繞 になるならば、 ベ 

〃リン 及び ケル ンに 居る コ リン ト 商人 は、 店に 以前の 價 格に 於て 多 數の仕 入 品 を 


有つ 穀物 商人 ざ 同様に、 恐らく 乾葡萄の 減價 のた め、 彼等 財產の 半分 を 失 ふで あ 

らう。』 

これ は 殊更に 取 b 立てられた 事件で はなく、 極めて 屢々 事物の 通常の 進行に 於て 

起る もので、 次に 示す の もさう である。 

『之れ に 反し、 吾々 の 穀物の 收穫が 不作であるなら ば、 此の 年に 於て は、 勞働者 

は 彼等の 勞 賞の 半分 又は それ 以上 を 失 ふこと になる、 何故 なれば、 勞賃は 貨幣 表 

下 こ 於て 同一で あっても、 そ は勞働 者に 向って、 常に 比べて 遙 かに 僅少な 食 量し 

か 供給し 得る に過ぎないから。』 

及 上述べ し S ころ は 又、 人間の 經濟的 境遇な. る もの は * 人間が 其れに 對し 絕對的 

に 何事 を も爲し 得ない 過程に 依って、 或は 高められ 或は 低められた りしつ、、 絕ぇ 

す 影響され る もの だ，、」 云 ふこ，、」 を 示して ゐる。 尙 一例と して、 特に 著しい 事 俾を引 

合 ひに 出さう。 一八 六 〇 年米國 では 四 年間 繽 いた 戰爭が 勃發 し、 その 結果 綿花の 栽 
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培 を なすこと が 出來な ぐな り- 英國へ は 少しの 綿花 も洪 給され なかった ので、 忽ち 

英國の 綿花 紡績 や 綿花 機業 は、 その 原料 を 無くして 仕舞った。 彼等 は 事業 を 著しく 

縮少 する より 外に 道 はなく、 かぐて 英國の 綿花 勞働 者に 取って はき" (；； き^^」 な 

つた。 二十 五 萬 人 は 全く パ ンを奪 はれ、 十六 萬 人 は 逐次 失業し、 幸に 勞 働に 殘るこ 

と を 得た 十二 萬 人と い へ ざ も、 著しい 賃銀の 低下に 苦しまねば ならなかった。 當時 

英 國に蔓 つた 飢え は、 今日に 至る まで 忘れられない ほど 酷い ものであった。 そ P ご 

のに 英國の 紡績 業者と 紡績 勞働 者，、」 は 米 國の戰 爭に對 して 何を爲 す， ， とが 出來た 

か？ 彼等 は 何事 かを爲 して 戰爭を 終了せ しめる こ，、」 が出來 たか？ 否、 全然 何事 

を も。 — 而も 戰爭 の效 果は擴 まる 一 方であった。 この やうな 事情の 永 引いた こぐ」 

は、 英國の 資本家 をして 何處か 他の 場所に 於て、 此の 欠乏した 綿花 を《 ふやう にな 

さしめ た 。かぐて 印度で は、 米作から 奪 はれた 廣汎な 地域が 綿花 栽培の ために 整理 さ 

わた 力、 米 は 生粹の 印度人の 最も 重要な 食物で あるから、 忽ち 一 八 六 六き 二 は 印度，， 


一 の 新しい 猛惡な 饑饉が 起 百 萬 人足ら すの 人間が その 犧牲 となった ので ある。 

事實 はこん な もの だ。 人間の 蓮 命 はかく も 密接に、 數千 哩を距 て、 遙 かに 大洋の 

彼方，、」 咨み合 ふ、 然るに 猶 人間の 意志が、 境遇の 上に 決定的の 影響 を 及ばす もの だ 

タ」 の 子供ら しい 考 へに 耽る 者 は、 必中 や 現 實に對 して、 彼れ の 目 を 力一杯に 鎮 さね 

ズ ならぬ であらう。 

この やうに 熟慮す る こと は、 卽 ち社會 民主々 義者 をして、 一般に 勞働 者の 不幸の 

源泉 をば、 人間の 意志の 裡に 求むべき で 無い，、」 の、 確信に 導いた ので ある。 【註】 

【註】 勿論、 吾々 は 上述の 所^ば、 社會 主義の 反對 者が 殆ど 常に 爲 してね る やうに、 談 解して はなら 

ぬ。 吾々 は 上述の 點^ 以て、 人間の 意志なん か は 全然 存在 マる もので なく、 又 全然 協働 マる もので なレ 

ミ云 ふ、、 ミ^ 謂 うれので 無い、 さは 勿論 だ" 次の 章で 說明 されて ねる やうに、 社會 主義 は、 勞慟 者の 不 

幸み 資本家 的 利潤-」 歸 してね る。 その 利潤な ば、 資本家 は 造らう ミ 欲して ね や.。 の だ、 若しも 彼等が 利 

潤の 造 出^ 欲しないならば、 此の世に は 少しの 利潤 も存 しないで おらう し 又 それが や ふ 所の/の もす 

I ないで あらう。 けれ V！ も、 資本家の 意志 は 自由で はない。 彼等 は 利潤^ 造らう ミ 欲する に 相違ない 
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從 つて 彼等 は、 此の 意味： ，1 於て 貪欲で わられば ならぬ。 即ち 貪欲なる もの は、 彼等の 自由意志から 發し 

たもので ない。 だから 意志 は 存在し 且つ 働く も、 それ は 自由に 蠻更 されない。 意志 は 源泉でなくて， ヨリ 

深き 源泉の 一 作用に 過 ざない。 力. ！〃• カウ、 ソキ！ は 此の 點 なば、 (彼れ の 小冊子 "Der  Weg  zur  Machts 

の 三十 I 頁に 於て) 次の やうに 說 明して ねる、 

『總 ての 經濟 上の 理論なる もの は、 有らゆる 經濟 上の 出來 事の 動力 は 人間の 意志で ある ミ云 ふ認 譏 から 

出發 しない 各人に 取って は、 空 虛な槪 念の 遊戯- VJ なる。 勿論、 謂 ふ ろの 人間の 意志 は、 自由意志で 

はなくて …… そ は 一 の决定 された ^欲で ある。 總 ての 經濟の 墓 礎に 橫 はる もの は、 終局 Li 於て 生きん W 

する 意志で ある。 …… 此の 生活 意志が 如何-し 特别な 形態^ば …； 各個の 場合に 於て 取る か W 云 ふ： w は、 

生活の それ f の絛件 LL 依存す る。 ……例た は玆に 一 人の 資木 家が あって、 若しも 利潤な 目的- yj しない 

ならば、 彼 は、 自， 已が 生活す る 所の 條 件の 下に 於て、 生存す る、 汀 j が出來 なくなる。 彼れ の 生きん w す 

る 意志 は、 彼れ なして 利潤 あ 瘦得ぜ しめ、 叉 彼れ の ヨリ 善く 生きん ミ する 意志 は、 彼れ^ して 利潤の f 

加に 努力せ しむる。 …… 此の 同じ 方面 に 且つ 一 層 力強く、 競爭戰 II 若し 資本家 に して 其の 資本^ 絶え 

す增殖 して 行く、 刀 j が出來 ないならば、 彼 は 忽ち 沒落 する^ 免れない ミ， f ろの — が 作用す る。 …… 同 

じく 勞働 者の 方 にも、 資本家^ 鼓舞す る ミ 、、ろの、 生きん w する 同じ 意志が 働く。 が、 彼等の 生活 條件 

は 資本家の それ ミ 異なって ぬるから、 彼等 LL 於て は、 生さん ミ する 意志 は 他の 形態^ 取る。 .：：. 勞働卷 

め 在 きん w する 意志れ、 彼等^ しズ 資本家の 意志に 對抗 せしめる。 そ、、 から 朥級鬪 爭が發 生す るの だ。 


かくて？ は、 5? 全 I 的靈 の動5 見る。 ：：：經濟 的 必然性 I 志の 缺 f は 別物で な。 0 

濟的 必然性 は、 生きん 專叉 間の 必然ず、 その 爲、 彼等が 見出す 所の 生活 條 S ば 利用す ろ 不可 装 

性. yJLr 適 糜 する。 それ は卽 ち、 决定 された 意欲の 必然性で わる。』 

だから、 若しも 社 直 ml 籠が、 現在 し、 人 Is 憲 41 はしめ が不合 

理で わき 云 さらば、 それ は 上述 S く考 へて t からで わる。 憲は 存在し 且つ 働く も、 そ は 自由 

ではない。. 意志 は 境遇 あ 思 ひの ま、 に蠻 へる、 さは 出來 ないで、 反って 境遇の 一作 用に 過^ない。 だか 

ら又、 個人の 意志 に 感化み 及ぼし ズ、 境遇の 變化^ 希望 マる ミ云 ふ、 さは 不合理^の である。 
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人間の 惡意は 勞働者 階 殺の 不幸の 原因で はなく、 寧ろ その 原因な 他處に 求めね よ 

ならぬ、 II 之れ こそ、 社會 民主々 義 者が 前章に て例證 された 事實 から 歸納 した 認 

識 である。 

然 らば、 その 原因 を 何處に 求むべき であるか？ 

かの 有 產者的 見解、 例へば 『總 ての 人間 は 自己の 幸福の 鍛冶 星で ある』 ミの 諺- - 

現 はれて るる やうな 見解に 對 して、 吾々 は社會 民主々 義 的の 認識 を、 『ん ^^^^^ 

關係 (社 會關係 の生產 物で ある』 との 一 句に 要約す る ことが 出來 る。 社會 主義 は、 

人間が その 中に て 生活す る關係 卽ち狀 態の 中に、 彼等の 生活が 依って 以て^: 成され 

る 所の、 決定的 原因 を 認める ものである。 

今日 請 文明 國 民が 生活す る狀 態の 總體 を、 吾々 は 、『^あおきき ii』 なる 名稱 Q 


下に 包括す る。 

生產 (消費の 爲に する 貨物 產出) は、 今日で は 徹頭徹尾 資本の 使用に 依って 行 は 

れてゐ るが、 資本に 取って は、 欲望 (消費 欲望) の 充足が、 第一位の 且つ 最も 重要 

な生產 目的で はなく、 夫の 主眼，、」 する 所 は 寧ろ 利潤で ある。 此の 事實 は、 何人に 依 

つても、 社會 主義の 反對 論者に 依って さへ も， 爭 はれない 程に 明白で ある。 今日 何 

人 か V. 羊毛 ズボン ェ埸 を經營 して 居る，、」 するならば、 その. < は、 ノ々 に 此の 重 

要な 衣服 を 供給す る 目的で、 それ を經營 して ゐ るので は 決してない。 若し 人々 が 之 

に 向って^^ ことが 出来ないならば、 彼 は 彼等に 一 つの ズボン さへ も 渡さな 

、 であらう、 さう して 人々 は 凍えつ > -裸體 で うろつき 廻らねば ならぬ。 更に 一 伢を 

實 際から 引くならば、 獨逸 では 一九 〇九 年の 始め、 格別に 厳しい 長い 冬が 續 いたの 

で、 5 炭の 需要 は 通例の 時よりも 大 であった。 扱て 生產 が、 人間の 使用す る もの を 

供給し、 人間の 欲望 を 充足す ると 云 ふ 目的 を 追求す る，、」 したならば、 その 冬に は 他 
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の 年よりも 多くの 石炭が、 鑛坑 から 運搬され ねばならなかった であらう。 と ころが 

獨逸 では、 一九 〇 九 年の 始めの 四 ヶ月に は、 一九 〇 八 年の 同じ 時よりも、 石炭 は 二 

百萬噸 以上 も、 さう して 褐炭 は 二十 萬噸 以上 も、 ヨリ 少なく 鑛坑 から 運搬され たこ 

S を， 統計 は 示して ゐ るの だ！ これ は 何故で あるか？ 當時は 一 九 〇 七 年から 翌 

る 八 年に かけての 恐慌の 餘 波が まだ 艾除 されない し、 從 つて 勞働 者の 失職す る もの 

もま だ 多くあった ので、 數十 萬の 人々 は 石炭 を 熱望し っゝ も、 それ を 買 ふ 所の 金 を 

少しも 有たなかった からで ある。 そこで 彼等 は 凍えつ、 寒い 部屋に 座って 居らねば 

ならなかった し、 資本 は 石炭 を鑛坑 から 運搬す る こと を 制限した。 何故 なれば、 資. 

本が 商品の 賣 却に 依って 得 やうと する マ」 ころ は、 代 價の支 拂卽ち 利潤で ある. からだ。 

資本主義 的 生產の 本質 は 利潤 を 造らん マ」 する 欲望に 在る、 さう して 全體の 生產が 

利潤 產 出の 目的に 局限され てゐ ると 云 ふ 此の 事實 は、 社會 民主々 義 的の 主張に よる 

、ゝ 、、、、、. fh,、：、、，  、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

i 其處 か^ 勞働者 階級の 多ぐ の 苦痛が 涌 出す ると ころの 源泉で ある。 


以下 吾々 は 此の 主張 を證 明せ ねばならぬ 

吾々 が 今日 在る がま、 の 生 產を觀 るなら ば、 最も 重要な 生產 手段と して、 機械が 

目につく であらう。 吾々 は 機械の 時代に 生活して ゐ るの だ。 勿論 今日と 云っても、 

機械： £ して 唯 一 の 霊 手段 、機械 以外に 他の ものが あって、 多くの 仕事 

ま 依然として 機械な しに 行 はれて ゐる。 が、 機械 は £ 的、 決定的の 盡 手段で あ 

K それ S 體の盡 に、 從 つて t の 時代 5 特別の 印？ 與 へる ものである。 

然 らば 機械 ミは 何う 云 ふ ものである か？.，！ それ は 本來、 ョゾ 少ない 勞 働で ヨリ 

多くの 生產 物を產 出す る こ 5、 吾々 に 許した 所の 一機 關 であ. る。 だから、 勞 f 

容易く し、 勞働 時間 を 短縮し、 富 を增大 する ための 手段で あり I 萬 人の ための 砜 

福で ある。 

，ゝ」 ころが、 資本の 手中に 在って は、 機械 は 少し 之，、」 異なって ゐる、 卽ち 利潤 を 造 
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b 且つ 增大 する 爲の 手段で ある。 さう して 此の 小さい 附け たりの 事情が、 萬 人の 爲 

の 祝福で あるべき 機械 をば、 勞働者 階級に 對 する 恐し い K ひとして 仕舞った。 

始めて 機械が 使用され たの は、 英國 では 一 八 〇〇 年頃で、 その 直接の 結果 は 

勞働 並びに 幼年 勞 働であった。 それ 以前に は、 婦人 勞働 並びに 幼年 勞 働と 云 ふ もの 

は、 此の 言葉が 今日 有って ゐる 意味に 於て は、 決して 存在し なかった ので ある。 勿- 

論 以前から 女 も 常に 働いて ゐた。  彼等 は 家政 を 支配し つ、， 織物 や 編物 や 又は— S 

な ざの やうな、 吾々 が 今日 商店で 買って ゐる 多くの 生 產物を 家庭 內で 製造し、 さう 

して 未婚の 女 は旣に 中世 又は それ 以前に 於て は、 獨 立した 職業 勞働： 依って、 皮 等 

の 生活 資料 を 獲得して ゐた。 同樣に 子供 も勞働 をして ゐた。 彼等 は 原則 して 早く 

見習 奉公に 上り、 さう して 此れ は、 七 年 又は それ以上の 長い間、 彼等が 一 人前の 戳 

人に 敎 育され て 仕舞 ふまで、 繼績 したので ある。 

^しながら 此處で 問題と して ゐ るの は、 全然 異なった 或る ものである。 も 處 では、 


家族の 生計 を 補 ふために して ゐる、 旣婚の 女 及び 未丁年 者の 賃銀 勞 働が 問題 となる。 

さう して 此れ は 次の やうに して 發生 したの だ。 

機械が 使用され るまで は、 生產は 全然 勞働 者の 人格に 依存して ゐた。 仕事に 成功 

する ために は、 + 一  定 の肉體 上の 力 や、 道具の 使用に 關 する 一 定の 程度の 技能と 練習 

や、 又は 原料な ざの 取扱 ひに 關 する 一定の 程度の 知識が 必要であった。 此等は 原則 

として 成年者の みが 成し遂げて ゐた やうに、 長い 成長の 道程が 必要であった。 さう 

して 夫れ に應 じて、 彼等に は、 家族 や 子供 を も 養 ひ 得る 程度の 相當の 報酬 を 支拂は 

ねばならなかった 0 

今や 機械が 出現して、 —— 直ぐに 總 てに 亘 つてい はない が、 多くの 產業 部門に 亘 

つて —— 體カゃ 種々 の 技術 を 不用に した。 作業の 有らゆる 繊巧 や、 抵抗に 對 する 有 

ら ゆる 征服 は、 最早 や 人間に は屬 しないで、 鐡の 器具に 屬 する ことにな つた。 彼 

等に は 只 だ、 機械の 監視 や、 又は 特別の 技術が 無くても、 槓杆の 作用に 依って 行 は 
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れ 得る やうな、 機械の 橾縱 のみが 殘 された。 だから、 男子の 代りに 女子 や 子供 を 使 

ふこと が先づ 技術的に 可能に なった。 果して 此の 可能 は 事實と なる に 至った、 何故 

なれば、 女子 や 子供 は 男子よりも 安い 賃銀で 働く 上に、 女子 や 子供 を 使用 すれば、 

依然 勞 働に 從 事して ゐる 男子の 賃銀 を も 低減 させ 得る からで ある。 蓋し 男子 は 今や 

全體の 家族 を 養 ふ 必要な く、 家族 は 自分で 彼等の 生活 資料の 一部分 を 獲得し 得る に 

至る からだ。 ざ ころで ヨリ 少ない 賃銀 は ヨリ 高い 利潤 を 意味す る もの だから、 そこ 

で 資本 は、 女子 や 子供の 大群 を 工場に 追 ひ 立てる やうに なった。 斯 やうな ことが 彼 

等に 如何なる 影響を及ぼし たかは、 旣に 一 八 〇 四 年 1 機械が 使用され てから 僅か 

に 數年を 經た頃 I に、 英國 政府が、 勿論 何の 助けに もなら なかった が、 幼年 保護 

法 を 制定す ベ き だと 考 へた 事實を 見ても 分る ので ある。 一 方で は 女子 や 子供の 勞働 

によって、 勞働者 階級の 家庭生活が 根本的に 破壞 された。 

機械 —— それ は 本 來勞働 時間 を 短縮す る 手段で ある —— の 使用から 生じた 第二の 


結果 は， 勞働 日の 限りない 延長であった。 旣に 早く^ら V 殊に 十八 世紀 を 通じて、 

資本 は引續 き、 勞働 者の 日々 の勞働 時間 を 延長し ゃラ として ゐ たが、 併し 之 は 資本 

に 取って 旨くい かなかった。 ジョン， レ ー は、 一八 九 四 年に 發 行した 彼れ の 『八 時 

間勞働 日』 【註 二  ，、」 題す る 論 著に 於て ( 一 頁 乃至 九 頁)、 『八 時間 勞働日 は英國 にあ 

つて は 決して 新しい もので ない、 比較的 大經營 の 或る もので は、 それ は旣に 百年 前 

から、 從 つて 一 七 九 四 年から、 一 般 的に 行 はれて ゐた』 と 述べて ゐる。 アダム • ス 

ミスの 記述 (一七 七 六 年に 發 行され た、 彼れ の 有名な 『諸 圃 民の 富の 本質 及び 原因』 

i 題す る 論 荖に载 する 所の) による，、」、 當時 石炭 坑夫に 取って は、 一 日 八 時間が 通 

常の 勞働 時間であった ことが 分る であらう、 さう して 彼れ の 陳述の 正しい こさ は、 

一 七 六 五 年に イングランド 並びに ス コ ット ランドの 鑛山を 視察した * ガブリエ^'  • 

-ャ， ルスなる 鑛山 技師の 報告に よって 確證 された ので ある。 ャ ー ルス は、 坑夫が ス 

コット ランド. の 二 つ の 坑層 では 七 時間 乃至 八 時間 を、 さう して  一！ ュ ー カツ ヌルの 二 
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つの 坑層 では 六 時間 乃至 七 時間 を勞 働して ゐた、 ぐ」 報告して ゐる。 デ ヨン • レ ー は 

同樣 のこと を 農業に 對 して 確め たので あるで ィ ン グ ラ ンドの 仲仕 は 十八 世紀で は、 

稀に 一 日に 八 時間から 九 時間 以上 を勞 働した が、 これ は 農夫に 就いても 同じ こミで 

ある。 一七 九 〇 年頃 イングランドの 大部分で は、 農夫の 勞働 は、 只 朝の 六 時 又は 七 

時から 午後の 一時 又は 三時まで 續ぐ のが 通常であった。 さう して ジョン • レ ー はェ 

業に 關 して は、 一八 三 三年の 議會に 於け る 工業 委員 會の 公用文 書に 依って • 一七 五 

〇 年頃に あって は、 例へば ノッチ ン ガムの 靴下 製造業で は、 一週間の 中た つた 五日 

のみ 十 時間 宛 働かされて、 殘る 土曜日 は 自由であった こと を 確め て ゐる。 

【註 二  ^譯ー 八 九 七 年、 Weimar,  Felber. 

勿論 資本に 取って は、 かやうな 短い 勞働 時間 は 決して 正當 でなかった ので、 資本 

は 有らゆる 手段 を 以て、 勞働 時間の 延長 を强 ひやう と 企てた。 その 事に 就いて、 政 

苻の 法律な り 命令な り は、 大きな 役割 を 演じた ので ある。 旣に ュ リザべ ス 女王の 賠 


代 (一 五 五 A 年 —— 一六 〇 三年) に 於て、 政府 は 日々 の勞働 時間 を 十四 時間 又は そ 

れ以 JJ: 確定した が、 ソ ー" ルド •  口 ー ジャ ー ズの 主張して ゐる やうに、 〔註 二〕 『か 

やうな 處分は 通常と 思 はれなかった。』 力 ー ， • マルクス も 亦 (資本論の 第一 卷 で)、 

資本が 今よりも 數 百年の 昔に あって は、 政 權の發 動に よって さへ も、 何等の 長い 勞 

働 時間 を强 ふるこ i が出來 なかった、 多数の 證據を 提供して ゐる。 彼 は 云 ふ、 『略 ぼ 

十八 世紀の 間 は、 英國 では 資本が、 まだ 勞働 者の 全 體の週 を 占領す る こと は 出來な 

かった。』 【註 三〕 寧ろ 人々 は 一 週に 四日 乃至 五日の み を 働いた ので ある。 

〔註 二〕  choroid  Rogers,  Die  Geschichte  der  englischen  Arbeit.  Stuttgart,  Dietz,  1906* 

〔註 三 1 ICarl  Mkrx,  Dae  capital,  Bd.  I,  Kap.8,5, 

斯 やうな 事情 は、 十八 世紀の 終りまで 卽ち 機械の 使用され るまで 續 いたが、 機械 

の 使用され てから は、 直ぐに 大きな 變 化が 始まった。 機械に つぎ 込まれた 莫大な 資 

本 は、 資本家の 希望 II 機械 を 利用し、 さう して 恐らく は 又、 一瞬間た り，、」 も 機械 
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を 遊ばせな いとの —— を、 著しく 增進 させねば 止まなかった。 又 機械 は 同時に、 仕 

事の 成功 を勞働 者の 人格から 獨立 させた から、 機械 は勞働 者に 長い 勞働 時間 を强ふ 

る 手段と なった の だ。 何故 なれば、 これに 從 はない 者 は、 容易く 誰か 他の 者に よつ 

て 置き 換 へられる ことが 出來 たから。 これが 正に、 機械の 時代 を 以前の 時代から 本 

0 

質的に 差別す る ものであるで 以前にあって は、 勞働 者が 資本家 を賴 つて ゐ たやう に、 

資本家 も 亦 勞働者 を 非常に 賴 つて ゐ たで 勞働 者が 欲しなかった もの は、 資本家 も 亦 

欲しなかった、 さう して 資本家 は、 同じ 技倆 や 體カゃ 又は 能力な ざ を 有つ 他の 勞働 

者 を 見出す こさが 確かで ない 限り、 勞働者 を 容易ぐ 罷免す る こ，、」 は 出來な かった。 

が、 今や 機械 は、 これら 總 てのもの をば 不用に し、 又 各人 は 機械の 使用に 必要で あ 

る 二三の 技術 を 直ぐに 學び 得る やうに なった。 かくて、 本 來は勞 働 をお 縮すべき 機 

械が、 資本の 手中にあって は 直ぐに、 利潤 增大の 要具，、」 して、 勞働 時間 を 恐し く延 

長す る 手段と なつお。 デ ヨン •• レー は 此れに 關 して 次の やうな 意見 ^吐いて ゐる 


(七 頁)、 

『かやう に 過度に 長い 勞働日 は、 實に 工場 制度から 一 步づ、 現 はれた 結果で あつ 

たやう に 見える。 高價な 機械 を備 へ つけた 人に は、 機械 を 一 瞬間で も 遊ばせて 置く 

の を 見る の は 不愉快であった から、 人 は勞働 時間 をば 最初 は 十二時 間、 次いで 十 

三時 間、 十四 時間、 さう して 屢々 十六 時間まで 延長した。 食 時々 間の 休息 さ へ も、 

彼等 は 不愉快に 考 へたので ある。 工場 法改正 案： 一八 六 七 年) の當時 マン チェ スタ 

1 では、 晝飯を 食 ふための 一 時間 を 除いて は、 朝の 五 時から 夜の 九 時まで ブ ッ 通し 

の 仕事が 通過した 。極ぐ 甘く いったと ころで、 人々 は 立ちながら 朝飯 を 食 はねば な 

ら なかった し、 又 彼等 は 食事 中 も 機械に 注意して ゐ たので ある。』 

一八 六 〇 年 ノッチ ン ガムで は、 議會に 請願書 を 送って、 男子に 對 する 日々 の勞働 

時間 を 十 A 時間に 引き下げる やうに 願った。 力 1 'が • マルクス 〔註 四〕 によって 引用 

された 此の 事實 をば、 吾々 が 認めねば ならぬ と は、 一 何ん と 云 ふ 恐し いこと だ！ 〔註 五】 
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【註 四〕 Kapital, Bd.  I,  Kap.  8,  3. 、、れ は、 一八 六 〇 年 一月 十四日、 ロンドンの 一 新聞，， Daily 

Tdegraph" から 引用され たので ある。 

【註 五】 詳細 ュ J&an  worcllardt,  Grundbegriffe  der  Wirlschaftslehre, 四 五 頁 以下 參照。 

ところで 斯 やうな 事情 は、 結局 長く 續か なかった が、 併し 斯 やうな 過度の 不法に 

よって、 國 民の 生命力 は 根 こぎ 害せられた。 旣に 述べた やうに、 英國 政府 は 十九 世 

紀の 初めから、 勞働 時間に 干渉す る やうに なった。 從來 引き 續 いて、 勞働 時間 を延 

長す るた め 種々 の 法律が 發 布され てゐ たから、 今や その 反動が 來 たの だ。 法律 は 三 

四十 年から、 日々 の勞働 時間 を 短縮させる 爲に續 々と發 布され た。 最初 其 等 は 全く 

努力がなかった が、 勞働者 は 只、 漸次 彼等の 勞働 組合 を 造って、 資本家の 掠奪に 

對抗 する ための * 又少く  V」 も 其の 法律の 部分的 履行 を强 制する ための， 合法的 手段 

を 見出した ので ある。 が、 英國 資本家 自身の 極めて 健全で 實際 的な 性癖が 助けな か 

つたなら ば、 萬 事 は 到底 甘く いかなかった であらう。 彼等 資本家 は —— 假令 やつ ヾ」 

數十 年の 長い 經驗の 後と は 云へ、 I 彼等 自身の 金錢 上の 利益が、 かやうな 法外な 


勞働寺 によって 害せられて ゐた、 こと を 悟った の だ。 デ ヨン • レ ー は 彼れ の 論 著 

(九 頁) に 於て 云 ふ、 『最近 六十 年の 間に、 吾々 に 取って 漸次で は あるが、 勞働 時間 

を 容赦な く 延長して ゆく こ マ」 は、 それ は、 英國の 勞働者 群の 身體 から 殆ど 心臓 を 喰 

ひ 取って 仕舞 ふやうな もので • 工場 主 自身の 金錢 上の 利益から 考 へても 非常な 間違 

ひであった、 こ S が 明かに なって 來た、 自分が 機械 装置に 拂 つた 損害 を 取り 戾 さう 

と あせりつ、、 工場 主 は 事實に 於て、 彼等が 所有す る 最も 高價な 機械』、 卽ち 人間の 

勞働カ を 『荒廢 せしめた ので ある。』 經驗 は、 價 値の 產 出で あり 從 つて 利潤の 產 出で 

ある 勞働 力の 給付 は、 只だ勞 働の 長さにば かりではなくて、 又 その 强度 にも 倚據す 

る ものである こ S を嚴 肅に敎 へれ。 實に、 人間が、 十六 時間 も 機械の 傍に 立ち 續け 

るなら ば、 彼 は 其の 次の 朝に は、 旣に 肉體上 並びに 精神 上 疲れ果て、 勞 働に 就かな け 

If ならぬ ので、 假令 彼が その 仕 事を好む にしても、 日々 八 時間 だけ 働いて、 その 

間 十分に 休息して 氣分を 爽快に して ゐれ 場合 ほざに、 強度に 働く こと は出來 ない の 
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此 等の 事 實は、 獨 逸の 資本家が 甚 しい 無知に 耽って ゐた爲 に、 今日に なっても 猶 

洞察し やう，、」 しないの であるが、 それ をば、 大規模で 商業 上拔 目ない 英國の 資本家 

は、 旣に 一 八 六 〇 年代に 十分に. 感知した の だ。 で、 彼等 は、 勞働 時間の 短縮に 反對 

する こ，、」 を 止めた ので、 それ以来 英國 にあって は、 過 長の 勞働 日の 時代 は 過ぎ去つ 

た 0( 獨 逸に 於け る 一 九 一 八 年の 革命 は、 悲しい 事に はま だ 一 度 も、 一 般に八 時間 勞 

働 日を强 行す る こと は出來 なかった！) と 云って、 英國の 資本家が 之 を 行った の は、 

社會的 又は 人間的 思慮からで はなくて、 寧ろ 商業 的 利益からで あった。 なる 程 * 彼 

等 は勞働 時間 を 短縮した けれ ざ も、 それ は、 過 長な 勞働 時間が 勞働强 度の 減少に よ 

つて 彼等の 利益 を 害した からだ、 言ひ換 へる と、 彼等 は、 勞 働の 强度を 適 當に增 進 

させ やうと して 其れ を 行った 迄で ある。 だから 時間 を 短縮した の は、 彼等の 洒落 事 

ではない。 彼等 は、 勞働 者が 今や 短い 勞働 時間に 於て、 以前の 長い 勞働 時間に 於て よ 


b も、 遙 かに 多くの 物 を 自分 等に 給付す る こと を 望んだ ので ある。 さう して 機械 は 

再び、 これ を 強行す る 手段 をば 資本家に 手渡した。 そこで 人々 は、 益々 速 かに 機械 

を廻轉 さきた から、 勞働者 は 機械に 仕へ るた めに 益々 多く 精神的 並びに 物質的の 力 

を 費さねば ならな かつれ し、 從 つて 個々 の 勞働者 は、 益々 多く 機械に 仕へ る やうに 

强 ひられた。 かくて、 機械の 進歩と 勞働 者數の 減少，、」 は、 勞 働の 強度 を增 進させる 

手段であった。 之れ に 就いて 二三の 例 を 擧げて 見やう。 

勞働者 (又は 婦人 勞働 者) は 紡績 機械の 側に あって、 絕ぇす 運轉 する 機械に 追從 

しなければ ならぬ から、 彼 は 休みな く 一  米 乃至 一 米 半の 長さ を 往き來 して は、 少し 

解け かけた 麻糸 を 結び 直す ために、 機械の 側 を 狂奔 的 速力で 廻轉 する 總 ての 紡綞 に 

注意せ ねばならぬ。 個々 の 機械に 紡 綞を增 加し おから * 忽ち 勞働は ヨリ 強度の もの 

となり、 笾 つて 機械 は 最も 生產的 S なった。 紡綞は 八十 又は 百 二十から-二百 四十 又 

は 其れ 以上の 數に增 加し、 それと 同時に 機械 は 益々 速 かに 運轉 された。 紡績 機械が 
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十二時 間の 勞働 時間 內に 運轉 する 道程 を 見 積る 一  八 一 五 年で は 只 だ 八 英哩に 過 

ぎなかった が、 一 八 三 二 年に は 二十 英哩 そこくと なった。 又 一 八 二 五 年に は 十二 

時間 内に 千 六 百 四十 回の 運轉 をして ゐ たが、 一 八 三 一 一年に は 同じ 時間 內に 四千 四百 

• 回の 運轉 をす る やうに なった。 蒸 氣機關 は 一 八 一 九 年に は 二分に 六十 を 打って ゐた 

が、 一八 四 二 年に は 旣に百 四十 を 打つ やうに なった。 一 八 五六 年から 一八 六 二 年に 

亘 つて、 英國の 絹物 工場で は 次の 變 化が 起った。 それ は 紡 綞の數 は 二十 七パ ー セン 

ト、 機械の 數は 同樣に 十五 半パ ー セント 增 加して ゐ るのに、 新く も 非常に 增 加され 

た 機械に 仕へ ねばならぬ 勞 働者數 は、 同じ 時の 間に 七バ ー セ ン ト咸 少した のビ！ 

ところが、 此の 非常に 減少され た勞働 者數の 中には、 子供の 數が增 加して ゐ る！ 

画〕 

【註 六〕 此等 の事實 が、 又 ヨリ 多くの 他の 事實 が、 英國の 工業に 閼 する 公文書から、 マ〃 クス にぶつ 

て 155 用され てね る。 Kapital, Bd.  I,  Kapitel 13. 

かやう に 著しく 增 進され た勞 働の 强 度に 伴うて 災難 も亦增 加し、 勞働 者の 生命 i 


勞働 力，、」 が 極めて 速 かに 破壞 されて 仕舞 ふの は、 云 ふまで もない 事で ある。 かくて 

人々 は勞働 者と なった 以上 は、 旣に 四十 五で 『あまりに 老い』 て、 彼等に は 何の 職 

業 も、 從 つて 何の 生活 資料 も、 最早 や 見出す こ i が 出來ぬ 境遇に 落ちて しま ふ. 何 

故な^ば * 彼等に はもう 十分の 給付 能力が ないから。 誰し も 今日まで、 或る 敎授ゃ 

或る 醫者ゃ 或る 說敎師 や 又は 或る 銀行 頭取 を 見て、 彼等が 四十 五で、 職業に 對 して 

『あま b に 老い』 てゐ ると、 思うた こと は 無かった。 かくて、 本 來は勞 働 を 容易く 

する 手段た る 機械が、 資本の 利潤 要求の ために、 勞働を 最も 恐し く 困難に する 一 の 

道具と なった ので ある。 

で、 利潤の 生んだ 直接の 結果 W して 旣に 示された もの は、 I 婦人 並びに 幼年 勞 

動タ j 其の 結果で ある 家庭生活の 破壞、 日々 の勞働 時間の 延長、 勞 働の 堪 へられない 

苦痛 —— である。 

併 ノ 機械 は、 資本の 手中にあって は 利潤 增 進の 道具 S なって、 益々 勞働 者の 生活 
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に 喰 ひ 入った。 それ は、 勞働 者から 有らゆる 生活 內容を 奪った の だ。 機械 は 人間 か 

ら 其の 本来の 活動 を 取り去る もの だから、 その 本賀に は、 勞働 を簡單 にし^って 其 

れ を荒廢 させる ものが ある。 只 だ、 槓杆を 動かしたり、 石炭な V！ を 注ぎ入れたり す 

る勞働 は、 精神に 何物 を も 掾げる こと は出來 ない。 併し、 そのため 必す しも、 生活 

が荒廢 される 必要 はない が、 事實は 正に 反對 だ。 若し 勞 働が 簡單で あって、 誰し も 

直ぐに 出來る もので あれば、 人々 は 互に 交代す る ことが 出來 る。 来る日 も來る お も 

極ぐ 簡單な 手仕事 を 追 ふの みが、 或る人の 『一生の 仕事』 たる 必要 はない。 柳へば 

每日 一 時間 宛總 ての 者 を その 勞 働に 就かす ことが 出來、 さう して 他の 者が 彼れ と 交 

代す る こ，、」 が 出来るならば、 機械 は 一 日に 十二時 間 も 十八 時間 も 廻る ことが 出來 て、 

而も 尙總 ての 人々 に 取って は、 他の 有 要な、 快活な 仕事に 就ぐ 時間が 殘る であらう。 

【註 七】 若しも 勞働を 以て、 その 本來の 目的で あると ころの、 欲望の 满足 のみに へ k 立 

たさう としたな らば、 吾々 は 勞働を 以上 述べ たやう に 組み立てる こ、、」 が出來 たし、 


又 さう した ことで あらう。 が、 さう したなら ば、 資本の 利潤 は 極めて 少なくなる！ 

蓋し 機械の 所有者 は、 從業勞 働 者の 各個 人に 對し、 之に 相應 する 賃銀 を支拂 はない 

で、 可う して 斯 やうな 勞働 交代の 制度 を 採用す る こ S が出來 やう？ が、 若し さう 

したならば、 賃銀の 合計 額が 今よりも すっと 高くなる から、 其れに 伴って 禾 潤お 

すっと 低くなる であらう。 かやうな 譯で、 利潤 は勞働 者の 生活 を荒廢 させる もので 

あるり 

【註 七〕 勿論、 これ は總 ての 機械-」 當 嵌らない が、 多く の 機械に 當 嵌まる 。例へば ショ I ディの 打 綿 

幾に 檻褸^ 投げ入れ るの は、 誰でも 直ぐに 出來 る、、 ミで わるが、 若し 勞 働が、 例へば 機關 手に 於け る や 

うに、 ョ "多くの 惠門 知譏ビ 技倆 ミ^ 必娈ミ する 場合に は、 その 勞働は 面白く もぁリ 有意義で も あつ ズ、 

生活^ 袷 V- 荒廢 する もので はない。 

下層 勞働 者に 取って は、 特別な 能力 を 有つ 必要 は 少しもな く、 又 彼 は 何も 學 ばな 

かった し、 何 か を學ぶ 必要 もない から、 さう して 此等沒 趣味な 活動が 彼れ の 全 時間 

. を 食み、 彼れ の 精神と 肉體， 、」 を 鈍く して ゐ るから、 彼れ に は 自分の 力で 何 か を學ば 
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ノフタ」 する 暇 も 元 氣も殘 されない、 【註 八〕 故に 彼 は 只、 無産者 生活の 濁った 灰色の 絕 

望の み を 有たねば ならぬ。 個性 は 全然 不用の もので あり、 幾分 か は 有害の こ さへ 

も ある。 如何なる 勞働 者が 如何なる 地位に 立た う w、 それ は 全く 無關 心で ある。 各 

人 は 個性と して^はなくて、 寧ろ 數と して 計算され る。 故に 其處 から は、 未 來に對 

しても、 全 生活に 對 しても、 かの 荒寥たる 絕 望が 生れて 來る。 努力し が ひの ある 目 

標が、 一度で も ほのめいた こ はない。 彼 はほんた うに 二十 年 又は 二十 五 年、 暮し 

て來 たと 云 ふだけ である。 

【註 八】 ゾラが (彼れ の 『勞 働』 ミ云 ふ小說 で)、 十六 歲の 汽鎚手 L1 就いて 描いた、 かの 憨傷 的な 描寫 

^考 へて 見よ。 

さう して 又、 個人的 自由の 褫奪も 同じ 原因から 出て ゐる。 本來ち 多數 人が 共同し 

て 何事 か をし やうと する 時には、 各人が 自分の 手腕 ざ ほりに 行 ふこ i の出來 ない の 

は 尤もで ある o 其處 では 共同 的の 計畫が 確立され ねばなら ぬし、 また 各人 は 其れに 


服 K せねば ならぬ。 扱て 機械 は 本 來多數 人の 共働 を 必要 S する 装置で あり * 且つ又 

近世の 工場 は、 精密に 組織され た 有機 體を 形成し、 その 中に て多數 人の 活動が 精細 

に 決定され つ 、關 係し 合 ふので あるから、 各個 人が 全體に 適應 して ゆかねば ならぬ 

の は、 云 ふまで もな く 自明の ことで ある。 が、 機狨 並びに 工場 全體 は、 資本家 的 企 

業 家の 個々 の 私有 財產 であって、 彼 は 只管 利潤 を 生む 目的の 爲に其 等 を綏營 する も 

ので あるから、 勞 働の 計 畫は、 彼れ 一 個人の 個人 事業と なる？ 彼 は 只 一 人で その 計 

晝を 決定す るので あるから、 それ は 勞働者 全體に 取って は、 法律の やうな 命令 力 を 

有って ゐる。 勞働者 は 果して 其れ を 理解して ゐ るか 何う か 顧みられない、 否 彼等 は 

一般に、 全體の 計晝に 就いては 何事 を も 聞き 知らぬ。 更に 各人に 取って は、 彼が 爲 

さねば ならぬ 所の ものが. 果して 如何なる 目的に 役立つ もので あるか を 知らない 儘 

に 命せられ る、 さう して 監督 長 や： 職工 長 や、 其 他の 資本家の 代表者が 彼れ を勵 

ましたり 監督したり せねば ならぬ。 かくて 彼れ の 全 體の勞 働 は、 絕 えざる 服從 S な 
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り絕 えざる 隸 屬，、」 なる。 が、 勞働は 彼れ の 全 生活 を滿 すから、 をれ によって 個人的 

自由 は、 彼れ の 生活から 全然 奪 はれて 仕舞 ふ。 尙ほ 吾々 は續 いて、 如何にして 且つ 

如何なる 理由から、 隸屬と 不自由 i が勞働 時間 を 越えて、 極めて 一 身上の 私的 生活 

にまで 立ち入る か を 見る であらう。 

若し 吾々 が 更に 失業、 卽ち勞 働 者の 生活に 於け る 彼の 恐し い 刑 鞭 を 注意して 見る 

ならば、 失業 は I 婦人 並びに 幼年 勞 働と 同様に I 一般に 機械 時代の 出現 以來始 

めて 存在せ る こ，、」 が、 極めて 明かになる に 相違ない。 勿論 失業 は 以前に も旣に 存在 

した、 さう して 時々、 例へば 三十 年 戰爭の 間 や 又は その後に 於け る やうに、 失業が 

多量に 出現した こと もあった。 が、 失業 は その 時に あって は、 戰爭 や、 不作 や、 又 

は 流行病の やうな、 特別な 或る 不幸の 結果であった。 それ は經濟 生活の 正常な 進行 

の 中に 起る 一 つの 擾亂 であった。 之に 反して 失業 は、 十九 世紀の 始めから 全く 別種 

の 性質 を帶 びて 来た。 吾々 は それ以来、 周期 的に やって 來る 全般的の 失業 (產業 恐 


K) を 見る ゝ さう して その 前後の 期間に は、 常に 一 の 『產 業豫備 軍』 が、 卽ち 失業 

勞働 者の 偉大なる 群れが、 存在す る。 失業 は、 其れが 正常に 働く 時 は、 經濟 生活の 

正常の 現象に 屬す るので ある。 

又 機械の 使用 は 利潤の 增進を 目的と し、 機械の 本質 は 元 來勞働 を 節減す るに ある。 

ヨリ 少ない 勞 働で ヨリ 多い 生產 物の 產 出さる べきが、 機械の 目的で あり、 機械 存在 

の 浬 由で ある。 だから 機械 は 萬 人の ための 祝福であった 箬 であり、 それに 依って 解 

放された 勞働者 は、 彼等 自身の 利益の ために、 引いて は 萬 人の 利益の ために， 他の 

有 要な 仕事に 就く ことが 出 來た箬 だ。 が、 此點に 就いても、 . 機械 は 資本家に 屬し彼 

れ の 利潤 を 增大す べき ものと なって ゐる V」 云 ふ 事情が、 矢張り 邪魔に なって ゐ る。. 

のために、 その 所有者の ために、 機械 は 勞働者 を、 從 つて 勞銀 を、 節約せ ねば 

ならぬ。 だから 過 剩勞働 者 は 直ぐ さま 罷免せられ、 街 上に 曝され、 貧窮 S 不幸，、」 に 

勢 ねられる。 資本家 は、 勞働 者が 自分の ために 働かぬ やうに なった 時 は、 最早 ゃ鎩 
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一. 文 も 彼等に 支拂 ふこと はしない。 

之れ に 依って 同時に、 資本家に もう 一 つの 利益が 生す る、 卽ち、 絕 えす 多量に 存 

在す る 失業者 I 女子 や 子供 を も 加へ た， I が、 彼等 自身の 競爭 によって 勞銀を 引 

き 下げる こさで ある、 かくて 又、 勞働者 階級の 貪窮 は、 資本家 的 利潤 經濟の 直接の 

結果 して 現 はれる。 

かくて 上述の 所に 依る と， I - 勿論 非常に 短簡 であった が、 II 勞働者 階級の 社 

會的 不幸の 原因た る總 ての 惡は、 利潤 卽ち 資本家 的生產 の 結果で あ る と 云 ふ 論證 が 

齎 された であらう。 さう して、 此の 不幸 を 排除す るた めに は、 人間の 意志へ 或る 直 

接の 影響を及ぼす ことが 必要ではなくて、 寧ろ 資本家 的 生產の 排除が 必要で ある iv 

云 ふ 結論が 生れて 來る。 

これ こそが、 社會 主義の 有らゆる 方面に 亘る 根本 m 心 想で ある 此の 根本 a 想に、 


更に 發莨 する 所の 思想 過程 ミ 問題との 全 列が、 自然の まゝ 直接に 結び付く の だ- 
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第 四 章 空想的 及び 科學 的社會 主義 

力 ー タ . マルクス によって 創設され た 近世 社會 主義 II その 敎義を ぼ、 此 書で 述 

ぺ やうと する ので あるが —— は、 人 も 知る やうに. 科學 的社會 主義なる 名稱を 導き 

出した。 此の 名稱は 彼れ の說 を、 他の 社會 主義 的 理論から、 殊に 所謂 空想的 社會主 

義 から 分つ 所の ものである。 先づ 吾々 は、 兩 者の 間に どんな 關 係が あるか を觀 察し 

やう o 

一 樣に總 ての 社會 主義 的 理論に は、 目的 I 卽ち勞 働 者 を 貧窮と 不幸と から 解放 

せん，、」 すると ころの —— が ある。 更に その 理； 111 に は、 貧窮の 源泉 は 人間の 意志の 中 

には存 しないで、 人間が 生活す るに 際して 入り込む 所の 環境と 生活^ 係との 中に、 

卽ち 資本主義 的 生產の 中に 在る、 S 云 ふ 共通 的の 信念が ある。 故に 一様に その 理論 

から、 不幸 を 排除す るに は、 資本主義 的 經濟の 排除が 必要 欠くべからざる もので あ 


ると 云 ふ 結論が 生れて 來る。 

以 上述ぶ ると ころ は、 社會 主義者の 一致す る 見解で あり 信念であって、 彼等 を そ 

の 敵手から 卽 ち有產 者から， 區別 する 所の ものである。 此の 見解と 信念と を 分た な 

いもの は、 又 これら を 誤りで あると 信す る もの は、 只 その ー點 のみで、 彼 は旣に 社， 

會 主義者で ない。 

併しながら、 嘗て 數十 年の 間、 環境 は 人工的に 變 する こ が 出來、 從 つて 資本 主 

義は 人工的に 排除せられ 得る と 信じた、 多くの 社會 主義者が あった。 彼等の 考 へ る 

所に よると、 資本主義 的に あらざる 人間 社會 や、 利潤 を 認めざる 人間 社會 が、 如何 

なる もので あるか、 又 その やうな 社會は 啻に 存在し 得る のみでな く、 如 仴 に 資本 主 

義 的社會 より 立派なる もので める か を 示す の は、 何よりも 必要で ある。 彼等 (空想 

的社會 主義者) は、 現存す る 社會狀 態の 正確なる 描寫 批評と に 次いで" 自分 等に 

と卩 最も 切迨 したる 問題 は、 一の 社會 主義 的社會 組織の 典型、 卽ち 『社會 主義の 未 
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來國』 に關 する 計 畫を發 表して、 人々 を乘氣 にさせる にある V」 考へ た。 先 づ宣傳 に 

よって、 更に 出來 得べ くんば 生きた 實驗 によって。 この やうに して 始めて、 人は理 

性 を 獲得し、 此の 理想の 完全で あり 且 つ 卓越して ゐる、 J ぐ」 を 認識す るで あらう し、 

又 この やうな 社會 主義 的國 家に 於て は、 啻に 不幸な 人 や 虐げられた 人ば かりで なく. 

今日の 富める 人まで も 含む ところの 總 ての 人が、 遙 かに ョ リ 善く 生活し 得る こ ざ を 

洞察す るで あらう. さう して さう なれば、 この やうな 未來國 は、 法律 や 命令 やの 改 

正によ つて 實 現される ことになる であらう。 かやう に 彼等 は考 へた。 

かの 社會 主義者 エンゲルス 【註〕 は 次の 如く 書いて ゐ るで 

『社會 は 只 だ欠陷 のみ を 示した で此 等の 欠陷を 排除す る こと は、 思慮 ある 理性の 

職責であった。 さう する に は、 一の 新しき、 ヨリ 完全な 社會 秩序の 系統 を發昆 し. 

さう して 之 を 外部から、 宣傳 によって 又出來 得べ ぐんば 實驗の 雛 形 を 示す こと 

によって、 社 會に强 ふること が 必要であった。』 


【註〕 fViecldch  Kngels,  Die  Entwicklung  des  Sozialismus  von  der  Utopie  zur  Wissenschaft.  Ausgabe 

18 1 (Berlin,  vorwarts-verlag デ S.  II. 

だから 此 派の 社 會 主義の 特徵 は、 未 來國の 典型 を 示す ことに 彼等の 主要なる 職 

責を 見出さう とする に 在る。 この やうな 未來 國に關 しての 空想 を、 人 は外國 語で ュ 

1 トビ ィ (utopi 巳 と 呼ぶ o( これ は 希 語で、 "は 『新しき』 を、 topos は 『場所』 又 

は 『何處 こもない』 ，、」 云 ふこと を 意味す る )0 故に 人は此 種の 社會 主義 を 空想的 社會 

主義と 呼ぶ。 

扱て マ ルクスに よって 創設され た、 吾々 の 近世 社會 主義 は，. 之と は 全然 正 反對で 

ある。 總 ての 未来に 關 しての 空想 は、 マ , ク スの屢 々非難す る 所で ある。 未 來に關 

、、、、*、、、、、 

しての 理想化 又は 空想 化 は、 彼れ の與り 知る S ころで ない。 彼 はしつ かも，、」 冷 かに 

科 學の甚 礎の 上に 立つ。 故に 吾々 はこれ を、 科學 的社會 主義と 呼ぶ。 

併しながら、 彼が しっかりと 冷 かに 科學の 基礎の 上に 立つ と は、 そ も）/^ 何 を 意 
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* する のか？ 

それ を 理解す る爲に は、 吾々 は 先づ、 科學と は 何で あるか を 問 はねば ならぬ であ 

らう o 

この 疑問に 答 ふるの は. - 決して 難しい もので なく、 何等の 科 學的敎 育 を 受けな か 

つた 人に も、 恐らく  一  ii して 分る こ S であらう。 

科學 (wissenschaft) に は、 —— それ は 文字の 中に も 含まれて ゐ るが、 1 先づ 知！ p 

(wissen) が屬 する ので ある。 然 らば 一 體吾々 は、 何 を 知り 得る のか？  '第 一 に 

知り 得る もの は、 事實、 卽ち實 際に 存在し 又は 存在して 居った 事物で ある。 だか^ 

當然 に、 科學 は事實 のみ を 基礎 さすべく" 又 その 研究 範圍 は、 未來 ではなくて、 現 

在 及び 過去の みに 限られて ゐる もの だ。 何故と いふに、 事實は 未來の 中にはなくて、 

現在 か 又は 過去の 何れ かに 屬 する もの だから。 

故に 吾々 は 何よりも 先づ 次の こと を 胸に 止めねば ならぬ 。科學 は、 恐らく 未 來には 


一度 は あるか も 知れない、 あり 得る であらう。 又は あらねば ならぬ ことに 關 しての 

空想 化と 豫言ミ には關 係な くして、 現在に 實在 する もの、 並びに 過去， に實 在した る 

もの、 あみに 關係 する。 事實に 付いての 知識、 卽ち 現在 又は 過去に 關 しての 知識 か 

ら、 總 ての 科學は 出發 せねば ならない。 

併し 斯く 云うた のみで は 不十分で ある。 人 は事實 以外の、 ヨリ 多くの もの を 知ろ 

こさが 出來、 又 事實の 種々 の 關係を も 知る ことが 出来る。 それ は、 人が 通常 原因 及 

び 結果 S 呼んで ゐる 所の ものである。 

終りに 臨んで， 科學 には尙 第三の ものが ある。 卽ち、 それ 無. ^-, > て は科學 が 成立 

しない 所の、 事實 及び 其の 關 係に 付いての 知識 を， 人 は 如何にして 獲得す る こと を 

得る か？ —— 曰く 其 等の 知識 は 探究され、 研究され て 始めて 得られる。 かくて 所謂 

研究 も 亦、 何れの 場合 を 問 はす、 本質的に 科學 に屬 する、 何故と いふに それな く 

して は 知識 は 全く 存在し ないから。 
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そこで 三つの 必要物が、 科學の 本質 を 構成す る譯 だち 

1 事 實に關 する 知識、 

2 事實 の諸關 係に 關 する 知識" 

3 絕ぇゃ 發展し 行く 知識に 對 する 研究 < 

故に 科學は 全然 事實の 上に、 卽ち 現在 及び 過去の 上に 立って、 未 來に關 する 總て 

の 空想 化 を 排斥せ ねばならぬ さ 云 ふ 結論になる。 

勿論、 科學は 未來と 全然 沒交涉 であって. 未 來に關 する 總 ての 考察 は、 如何なる 

場合に 於ても、 非科學 的で あるが 如く 解して はならぬ。 寧ろ 科學 は未來 のこと も 

取扱 ふと 9 つて 可い。 ひとり 社 會科學 がさう であるば かりで なく、 一 饭の斜 學が未 

來を 取扱 ふ。 只玆で 問題になる の は、 科學が 如何に 未來を 取扱 ふかの 問題で ある。 

未來を 取扱 ふ ものに は、 科學 的の ものと 非科學 的の ものと が ある。 一例と して f- げ 

ると、 天文 學 (星 學) の 如き もの は 全く 冷 かな 科學 であって、 只 計算と 事 K とに 上 


つて 硏究 され、 而も 未來に 起る 所の もの を豫 言す る，、」 云 ふこと は、 各人の 知って 

る 所で ある。 日蝕 や 月蝕 や 又は 彗星な ざの 諸 現象 は、 幾 百年 幾千 年の 間 正確に 豫 

言され て.、 未だ 曾て 何人から も、 『非 科學 的』 ，、」 攻繫 された こと はない。 他の 總 ての 

自然 科學 といへ ざ も、 もっと 狹ぃ 範圍に 於て は、 同じ やうな 巧み さで 同じ こと を や 

つて ゐ るの だ。 かの 化學者 は、 レトルトの 中で 一 定の 原料 を 一 定の狀 態の 下に 混合 

すれば 何が 起る もので あるか を. - 正確に 豫 知す るこミ が出來 る。 

天文 學 者の 外に、 常に 星に よって 未 來を豫 知す る 他の 人達、 卽ち占 星 者と か 卜者 

i か 云 ふ 人達が 居る。 吾々 は  >  彼等 を 科 學：， ざ 呼ぶ こと は出來 ない。 彼等の 態度 は 

非 科學的 だ。 然らば 彼等の 行爲ミ 天文 學の科 學的豫 言， との 間に、 如何なる 差別が 存 

する のか？ 

此の 問題 は 至極 簡單 である。 天文 學者は 何よりも 事實を I 卽ち、 現に 爲 されつ 

ゝ あり 又は 旣に爲 された る、 星の 諸々 の 運行 や， それらの 運行から 生やる 諸々 の關 
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係 を I 正確に 認識 b た 0 さ： フ して 彼 は總 てのもの を 正確に 知った 後に、 更に 此の 

事 實に關 する 知識から I 若し 途中で、 何等か 未知の ものが やって 來 なかったなら 

ば I 未來の 運行の 上に、 一つく 一定の 結論 を 下す ことが 出来る。 一つく の 一 

定の 結論 をす る、 只 それだけ のこと である。 之に 反して 占 星 者 は、 J 總て これらの 事 

物に 付いて は 何等の 知識 もな く、 た^ 徒らに、 靑ぃ空 を 眺めつ、 豫 言す るの みだ。 

これで 明かに 差別が ついた。 科學 的に 未來を 取扱 ふ，、」 云 ふの は、 現在 並びに 過去 

(卽 ち事實 及び それから 生す る 種々 の關 係) の 正確な 知識の 上に 立ち" 且つ 此 等の 

知識から 一 つく 一定の 結論 を 引き出す こさに、 其の 仕事 を 限定して ゐる 場合の こ 

タ」 である。 

勿論、 以上 述べた 總て のこと は、 科學 的社會 主義に も 通用す る。 科學 的社會 主義 

が 未來を 取扱 ふべき は、 云 ふまで もない こと だ。 若し 未来との 關係を 『非 科學 的』 

として 排 IH. しゃう さするならば、 只 その ー點 のみで、 科學 的社會 主義 は、 自 已の臌 


實 から 逃れた ことになるで おらう。 科學 的社會 主義 は、 一 の科學 だ，、」 云 ふ 信仰が 非 

常に 廣く行 はれて ゐ るが、 併し 實際は 決して 科學 ではない。 只 それ は 科學の 上に 立 

脚して ゐる、 それ 故 『科學 的社會 主義』 と 云 ふ 名稱を 有って ゐ るの は 勿論 正當 だ。 

併し それ 自身 は 決して 科學 ではなく、 未來に 突き進む ところの、 一の 活動で ある。 

社會 主義と 社 會科學 の關係 は、 技術と 自然 科學 との 關 係^-同 一 である。 科 學の職 

責は只 だ 一 である、 それ は 眞理を 探求す る こと、 卽ち眞 理の 影響す る 範圍に 現存す 

る ところの、 種々 の 關係を 確定す るに ある。 卽ち 數學、 物理 學、 化學の 如き もので、 

それら を 媒介と して、 吾々 は、 知識の 一 の 頜域を 獲得す る。 然る 後に 技術 家が 出て 

來て、 何 か 或る 實 際の 仕事 をす るた めに、 例へば 橋 を 造り 又は 電氣 軌道 を 敷く ため 

に、 科學 によって 獲得され た此 等の 知識 を 利用す るので ある。 同樣 に社會 科學」 經 

濟學、 統計 學、 史學な ざ) の 職責 は、 人間の 社會 生活に 實在 すると ころの 種々 の 

關係を 確立す る こ，、」 に、 はっきりと 限定され てゐ る。 卽ち社 會科學 は 知識 を 媒介し、 - 
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只 だ 事實を 示す だけの ものである。 之に 反して 社會 主義 は、 社 會科學 の 導きた る 知 ， 

識を 利用して、 一 定の 問題 を 解き、 更に 未來 にまで 突き進まねば ならない。 

從 つて 社會 主義 も、 未來を 取扱 はざる を 得ない、 只 それ は科學 的で あらねば なら 

ぬ。 卽ち、 吾々 が 前に 說 明した やうに、 社會 主義 は 現在 並びに 過去の 事 實に關 する 

知識の 上に 立脚し、 且つ それらの 知識 を 基と して、 未來の 上に 一 つく 一定の 結論 

を 引き出す ことに、 自ら を 限定すべき ものである。 

上述の 所から 結論す ると、 吾々 が科學 的社會 主義 を 了解す るに は、 何よりも 先き 

に、 未來を 全然 遊戯から 取り去らねば ならぬ。 吾々 は未來 から 始めて はならない、 

何故 さいふに、 さう する こと は、 占 星 者 ゃ豫言 者に 倣って、 靑ぃ空 を 出 鰭 目に 判斷 

する ことになる であらう から。 それよりも 吾々 は、 現在 並びに 過去の 事赏に 關 して、 

出來る だけ 正確な 知識 を 創る やうに 探求せ ねばならぬ、 かくて、 吾々 がそれ を摑ん 

だ 時 こそ、 始めて それから、 如何なる 結論が 未來の 上に 引き出され 得る か を 問題と す 


べきで あな o 

吾々 が旣に 研究して 來 たの は、 此の 意味に 於て 3. あった。 吾々 はこれ までの 章に 

於て、 現代の 種々 なる 社 會的事 實を觀 察し、 然る 後社會 問題の 心髓 をな す 所の、 勞 

働 者 階級の 苦痛 を 叙述し、 その 源泉と して、 吾々 は 最後に 資本主義 的 生產を 認めた 

ので ある。 

そこで 吾々 は、 此の 現代の 事 實の撿 討へ、 過去の 研究 を 結び付けねば ならない の 

ご 0 
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第五 章 經 濟 史 (をの 1) 

勿論、 經濟史 W 云っても、 吾々 は、 過去の 總 ての 時代に 發 生した 總 ての 社 會的事 

實を、 吾々 の觀 察の 範圍に 引き入れ やうと 考 へる 者で ない。 それらの 事實は •  全然 知 

られて 居らない と 云 ふこと を 暫く 措く も， 上述の やうな 研究 を 完成す るに は、 最長 

の 人間 生活 を 以てしても、 不十分で ある ほざに、 極めて 廣汎な もので あらう。 固よ 

り 吾々 は、 知られた る 過去の 事實 から、 一定の 撰 擇を行 はねば ならぬ。 卽ち 吾々 は 

此の 廣汎 な範圍 から、 吾々 の 目的に 取って 最も 重要で ある 所の もの を 探求せ ねばな 

らな い o 

過去に 於て 資本主義が 何う して 發生 した か は * 明かに 一個の 問題で ある。 此の 問 

題の 答案 を 探求す る こと II その 點に、 吾々 の 過去の 研究が 制限され ねばならぬ。 

ところが、 斯樣に 制限しても、 此の 宿題 は 依然として 廣汎 である。 蓋し 吾々 は、 


贅本 主義が 何う して 發 生し たかを 知る ために は、 資本主義の 前代に 遡らねば ならぬ 

からだ。 さう して 其の 生成 を 理解す るた め、 吾々 は 更に、 吾々 の歷 史的 知識の 及ぶ 

限り、 一般に 人間 發展の 最初にまで 遡って 行かねば ならぬ。 

以下 述 ぶる 所に 於て、 吾々 は 此の 問題に 關し、 只 一 個の 簡單 な梗槪 —— それ は 根本 

に 於て、 單 なる 示唆に 止まる 所の もの —— を與 へ 得る に過ぎない こと は 明かで ある、 

さう して 其れ を 深く 究め 且つ 完全な ものと する こと は、 根本的な 專 門の 著述 を 利用 

する 所の 各人に 殘 されて ある べき 問題で ある。 吾々 は 此の 場合 深淵に 落ち入らない 

ため、 斯ぐ 制限しても 猶廣汎 である 所の 範圍 から、 一定の、 吾々 に 接近した る 部分 

を擇 ぶで あらう、 卽. ち 獨逸國 民の 社 <p 史是れ である。 

我が 紀元の 始め 頃に、 又 それよりも 凡そ 百年 前に、 獨 逸人 I 羅馬 人から 日耳曼 

人と 呼ばれて ゐた 所の — が、 旣に 今日の 獨逸國 に 住んで ゐた。 今日 波 蘭人 ゃェ ン 

第五 隼 經 濟 史 (その 一)  1〇 五 
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F 人に よって 占領され てゐる 地方 も、 彼等の 住んで ゐた 所で ある。 彼等の 營 める 經濟 

方法 は、 原始 文化の 一. 定の 時代に 於て、 總 ての 國 民に 見出され 得る 所と 殆ざ同 一 の. 

ものであった で それ は 所謂 自己 生產 (Eigenproduktion) である。 自己 生產 S は、 各 

人が 自已の 使用す る 所の もの を、 自ら 生產 する 狀態を 謂 ふ。 彼等 はま だ賣 買に 付い 

て 毫も 知る 所 はない。 が、 自己 生產と 云っても、 それ は 各個 人が 自己の 個人的 欲望 

を充 すため、 自分 一人で 勞 働す るの を 謂 ふので なくて、 I 斯樣 な狀態 は、 一般に 

歷史の 全 過程 を 通じて 存 して 居らない ので ある —— 寧ろ 彼等が 集圑を 成して、 共同 

的に 勞働 する こ S を 謂 ふ。 この やうな 集圑 が、 ゲル マン 族に 於て は世帶 であり 家族 

であった。 だから、 此の世 帶の 各員 は 共同 的に 勞働 しつ、、 世 IIP が 使用す る もの を 

造り 出した ので ある。 〔註】 ゲ， マン 族 は當時 まだ 完全な 定住 國民 では 決して 無 か 

つたが、 固有の 遊牧 生活の 狀態 をば、 彼等 は旣に 越えて ゐた。 彼等 は旣に いくらか 

耕作 をして ゐ たが、 それ はほんの 初期に 過ぎな かつお。 全土 はま だ 原始林で 覆れ、 


さラ して その 中 を 多，、 のゲ \ マ ン 氏族が. 絕ぇゃ S 泊うて ゐた、 それ は. その後 数百 

年も續 いたと ころの、 只 一 つの 偉大な 國民 移動で ある。 彼等 は 自已の 食物 をば、 戰 

時の 掠奪に 次いで は、 主として 狩獵 によって、 さう して ほんの 僅かの 部分 を その 折 

々の 耕作に よって 獲得して ゐた。 斯 やうな 場合で は、 田畑 は 共同して 耕され、 その 

收穫物 は 彼等の 間に 分配され た。 かぐて 羅 馬の 將軍シ ー ザ ー は、 吾々 の 紀元前 五十 

年に、 彼れ 自身 は ゲル マ ン國に 居った と 云って ゐる。 シ ー ザ ー より 凡そ 百 五十 年後に 

一  . 

生活した 所の、 かの 羅 馬の 文學者 クシ タス は、 耕作地 は 毎年 開拓者に よって、 變る 

ぐ 占領され てゐ たと 語って ゐる。 が、 彼 は、 少しも 獨逸國 に 生活して 居らない ゼ、 

只 風說に 付いて 語り、 且つ又 彼れ の； i 著 を 以て 特定した 黨 派の 政治的 目的 を 追求し 

たので あるから、 吾々 は 彼 が事實 とし て述 ぶる 所の ものに 對し ： 極め て 注意 深く あ 

ら ねばならぬ。 だから 吾々 は、. ゲル マン 族の 經濟 生活に 關 して 完全に 明確な 洞察 を 

有つ 者ではなくて、 只 だ槪略 的な スケッチ を 描き 得る に過ぎない。 それに 依る と、 

第£ 早 經 濟 史 (その  一)  ro 七 


科學 的社會 主義 序論  •  一 〇 八 

ゲ^' マ ン族は その 頃 丁度、 自己 生 產の狀 態 を 少しば かり 越え やうと して ゐ たので あ 

る o 

〔註】 誤れる 觀念^ 豫防 する 爲め、 旣 に 他の 國民 W の^に は、 原始的 商業が 存在して ねれ W 云 ふこ W 

^言つ ズ 置かう。 併しながら、 その 詳細 は 茲に述 ぶる 限りで はない。 そは總 ての 獨逸 經濟史 から 學 ぶべ 

さで わる ヅ 

扱て 吾々 は、 經濟史 の 全般 を 通じて 最も 重要な 意義 を 有する ところの、 否 マ般に 

經濟史 をば 最も 理解し 得べき ものと する 所の 一 つの 要素 を、 卽ち 人間の 欲望 は 決し 

て靜 止す る もので なく、 寧ろ 絕 えす 增進 する もので， ある S 云 ふこと を、 注意せ ねば 

ならぬ。 何故 なれば 先づ 第一に、 人間の 數 そのものが 絕 ぇゃ增 加して 行く から。 1 

般に歷 史上 益々 發 展し來 り、 終に 一 の 重要な 地位 を 獲得した 總 ての 國 民に 於て は、 

年代 每に その 人口が 全然 规則 的に 增 加して 來 たので ある。 これ は 云 ふまで もない こ 

とだ、 云 ふの は. 靜止は 歴史的 衰返を 意味す る もので あ， 9* さう して 斯 やうな 國 

民 は、 短日月 II 高々 二三 代 I の 後に は、 歷史 から 消えて 仕舞 ふで あらう から。 


で、 一 國 民が 歷 史的に 存在す る，、」 云ふ單 なる 事實 は、 卽 ちその 國 民が 絶えす 增 加し 

て 行く こと を 意味す るの だ。 I 第二に、 各個 人の 欲望 は增大 する。 卽ち 各個 人が、 

後の 時代に て は 前の 時代に 於け るよりも. 多種 多樣の 欲望 を 有つ に 至る と 云 ふこと 

に、 正に 文化の 進 步は存 する の だ。 

それ だから、 充 されねば ならぬ 欲望 も 亦、 法外に 且つ 速 かに 增大 する。 

此の 如く 常に 增 大して 行ぐ 欲望 を充 すため に は * 常に 勞 働の 生 產 力が 增 加され ね 

ばなら なかった。 卽ち 人間 は 滅亡に 脅かされつ、 絕 えす 手段 及び 方法 I— それ 

は 彼等 をして、 同量の 勞働 支出 を 以て ョ リ 多くの 生産物 を 造らし めし 所の もの — 

を發 見して 行かねば ならなかった。 

斯くて 吾々 は 事實、 最古の 時代より 今日の 時代に 至る 世界史の 全 過程 を 通じて、 

人間 は絕 えす 倦む 所な く、 斯様な 手段 や 方法 を發 見すべく 努力して 來 たの を 見る。 

此の 道程の 第 一 步は 分業 Teilung  der  Arbeit) であった。 人間 は 各人が 總 ての. f 

第 ^零 0 濟 史 (その 一)  一〇 九 


科 f.^ 社會 主義 序論  一 to 

の を 造る 自已 生產に 止まって 居らないで、 彼等 は專門 化した で卽ち 一 人が これ を 造 

れば、 他の 一 人 は 別の もの を 造る やうに なった。 かくて 種々 の 職業が 形成され て、 

手工業 (Handwerk) が發 生した ので ある。 

手工業 は 法外に 長く 續 いた。 例へば 希 臘人は ■ 旣に 詩人 ホ ！• マ ー の 時代 II 紀元 

前 九 百年 —— に 於て 純粹の 自己 生產を 越えて より 可な り 久しく 經 つて ゐた。 が、 

羅馬 帝國に 於て、 手工業が 十分に 發 達した の は、 やっと 紀元後 三百 年 乃至 四百 年の 

頃であった から、 此の間に は、 千 二百 年 乃至 千 五 百年の 時間が 過ぎて ゐる。 V」 ころ 

で その 時、 羅馬 帝國は ゲル マ ン族 によって 征服され、 ゲ ル マ ン族 自身 は、 紀元 五世 

紀 及び 六 世紀に なっても、 まだ ホ ー マ ー 時代の 希臘 人よりも、 もっと 原始的な 狀態 

の卞で 生活して ゐ たので ある。 だから 彼等の ために、 此の 全 發展は 再び 始めから 繰 

返されて、 彼等が 十分に 發 達した 手工業 を 造り 出した の は. 尙 千年 以上 も 後の こ，、」 

であった。 これ はやつ さ、 中 世紀の 終り， 千 五 百年 頃の 事抦 である。 


之と 關 連して、 一 つの 異なった 發展が 起った。 吾々 がもう 一度 自己 生 產に歸 つて 

見るならば、 其處 では 何物 も 買 はれない ミ云 ふこ、、」 は I 旣に 述べ た 如 — -— 自明 

の 事 丙で ある。 何故 なれば、 各人 は 自己の 屬 する 圑體 の內に 於て， 正に 彼 力 使用す 

る 所の もの を 見出す からで ある。 ところが 手工業が 發 生し、 一定の 程度まで 擴 張す 

る や 否や、 人 は ひ でに 賣買を 始めねば ならなくなる。 ミ云 ふの は 若し 一 人力 

深靴の み を 造って、 それ 以外に は 何物 を も 造らない，、」 するならば * 彼 は 自分の 欲^ 

を 只 深靴の 販賣 によって のみ 償 ふこと が出來 るから。 勿論、 獨 逸の 中世で は、 手 h 

業者 は 最初 主人の 欲望の ために 働いて、 自分の 生活 資料 を 主人から 獲得して ゐた奴 

隸 であった。 が >  分業に よって * 彼等の 生 產カは 益々 高まって 行った ので、 終に ョ 

じ^ 者が、 主人の 使用し 得る 所より 多くの もの を 生產し 從 つて それら をば 寶り始 

める 時代 S なった ので ある。  - 

販寶は 始めの 間， 手工業 者の 手 を 殆ざ煩 はさない。 彼等 は 自己 本來の 活動で ある 
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生產の 傍ら、 それ を 片手間に やる のみ だ。. 又 彼等 は. はけ 口の ため 少しも 困難 を敏 

じない。 只 だ、 最近の 隣人への 贩賣 のみ を 取扱 ふから、 その 需要 をば、 彼 は 大抵の 

場合 正確に 知って ゐ るので ある。 さう して 手工業 者が 奴隸の 境遇 を脫 却し、 多くの 

都市で は 支配階級 にさへ 成って より 後數 百年の 間 も、 彼等 は. 組合 を 組織して、 各 ® 

人に 對し はけ 口 を 正確に 調節して 來た。 

おしながら、 勞 働の. 生 產カは 益々 高まって 行き、 賣られ ねばならぬ，、」 ころの、 生 

產量は S 々增 大して 行った。 販賣は S 々多ぐ の を 要する やうに なり、 從 つて 手 

工業 者に 對し. 益々 多くの 損害 をば 其の 生產的 活動に 與 へた o 同時に 市場 は擴ヒ レ、 

販賣は 最近の 隣人の み へ ではなく、 他の 都市 や 他の 國 へ も爲 される やうに なった。 

これ を 行 ふに は、 其の 土地の 欲望 を 一 瞥 する 必要が あり、 從 つて 特別に^ や^^き 

を 必要と する ものであるが、 手工業 者 は 一方で 生 產を營 まねば ならぬ から、 彼等 は 

此 等の 事に 沒 頭す る譯に はいかない。 終に 贩責 は、 特別に^ かかお 齢 を も 必要 ミす 


るに 至った ので ある。 確かに 或る人 は、 最善の 時計 を 製作し 得る 堪能な 時計 ェ たる 

こぐ」 を 得る が、 若しも 客が 此の 店に 來 るなら ば、 恐らく 前の 堪能な 時計 ェは 大いに 

面 喰って、 客が 必要 W する 時計 を 出して、 それ を 彼れ に 推め る こさ は出來 ないで あ 

らう。 時計 を 造る と 云 ふこと、、 時計 を賣る S 云 ふこ，、」、 は、 別種の ものである、 

卽ち兩 方が 理解され ねばなら ぬし、 又兩 方が 學 ばれねば ならぬ。 

斯くて 手工業 者が、 一般に 販賣を 其の 生產的 活動の 傍で やれ なくなって、 商人の 

仲介 を 必要 する 時代が 來た。 

嘀人 は旣に 久しい 以前から 居り • 最古の 時代で は、 例へば 羅馬人 W か 猶太 人 ざ か 

の外國 人が 居った。 九 世紀 及び 十 世紀に なって は、 此 等の 外國 商人 は、 その 間に 造 

られた 都市 II 元來、 市 をた てるた めに、 四方 を圍 はれた 廣場 又は 中庭に 外なら な 

かった 所の I の內 に、 貯藏所 や 移住 地 を 建て 始めた が、 その 時 特に 猶太 區も發 生 

したので ある。 だから. 商 賣は行 はれて 居った のみ か、 旣に 十分の 繁榮に 達して ゐ 
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た。 扱て 商賣は 益々 多ぐ 自國 手工業の 製產 物の 販賣を も 引きう けた © で、 終に 其の 

職分 は、 主，/」 して 外國の 生產物 を， 供給す る こと、 なった。 

今や 吾々 は 始めて、 完全な 商品 生產 -warcnproduktion)  I！ 序でながら、 そ は ft 

初 工業の 爲 のみに 行 はれ、 未だ 農業の ために 行 はれな. かった —— の 時代に 入る。 手 

工業 は 其の 全 活動 を あげて、 益々 多く 販賣の 欲望に 應 せねば ならなかった が、 農窄 

はま だ 大部分 生產者 自身の 欲望 を充 して ゐた o 當 時の 手工業 者 は 悉く 農民で あつ て 、 

彼等 は 大部分、 手工業の 傍ら 城壁の 內 部-!、」 は 云へ、 屢々 その外 部に， て營ん だぐ」 

ころの、 彼等 自身の 農業の 產 出物に よって 生活して ゐ た。 が、 農業 も 亦、 その 原料 

を 手工業に 提供す る ことによって、 それ は 商業と 關連 する こと、 なり、 ^つて 商業 

の 影響に 支配され る やうに なった。 

ところが、 手工業 者の 販賣さ 商人の それとの 間に は、 一 の 本質的 差別が ある。 列 

へば 靴ェ は、 彼れ の販賣 行爲を 靴の 所有 V」 共に 始める。 彼^ それ を K つて 貨幣 を^ 


得し、 それ を 以て 彼が 必要，、」 する 何等かの 他の 商品 を 買 ふ、 それ は 新しい 革で ある 

こ，、」 も あれば * 一つの コ ー ト、 一つの 机、 又は 食物な ざで ある こと も ある。 で、 約 

言す ると、 彼れ の 商 行爲は 次の 如く 現 はれる^ 

卽ち、 彼 は 一 つの 商品 を 貨幣と 交換し、 さう して 其の 貨幣 をば、 更に 他の 商品 _>c. 

交換す る。 新しい 商品 を 獲得して、 始めて 彼れ の 商業 は 完結す る。 彼れ の 目的 は、 

自分で 消費す る ことの 出來 ない 一 つの 商品 を 手放して、 彼れ の 消費に 必要な 他の 商 

品 を 獲得す る ことで あつ た。 

タ J ころが 商人に 於て は、 取引 は 前者と 正反對 となって 現 はれる。 例へば 玆に、 靴 

ェょ 其の 深靴の 販 賣を剝 奪す る 所の、 商人 を 擧げて 見やう。 彼 は 靴を賨 らうと し 

てゐ るが、 彼れ の 手に は 差當り 一 足の 靴 も 無い。 彼れ 自身 は ♦ 先づ 第一 に 靴 を： H は 

ねばならぬ。 だから、 旣に出 發點に 於て、 前者と 異なって ゐる、 手工業 者 は 商品の 

第五 章 經濟史 その 一)  一 ，マ 


科學 的； M 會 主義 序論  1 1 六 

所有と 共に 取引 を 始めた が、 商人 は 其れ を 貨幣の 所有と 共に 始める。 此の 貨幣 を 獲 

得する ため、 彼 は 先 づ靴を 買 ひ、 さう して 再び それ を賣 る。 だから 彼れ に 取って は、 

此の 取引 は 次の 如く 現 はれる で 

s II II S  (». I a I ®)。 

手工業 者 は 一 つの 商品 を 他の 商品と 交換した。 貨幣 は 彼れ に 取って は、 二つの 異 

なる 商品 を 互に 交換す るた めの、 手段と しての み 役立った。 卽も 此の 作用の 目的 は、 

彼れ の 消費 欲望の 充足で ある。 

商人 は 一定の 貨幣 額 を 他の 貨幣 額 S 交換す る。 商品 は 彼れ に 取って は、 手工業 者 

の 場合と 正反對 に、 兩 方の 貨幣 額に 對 する 交換手 段と しての み 役立つ。 さう して 此 

の 作用の 目的 は、 彼れ に 取って 如何なる もので あるか？ 今と なって 見れば、 第二 

の 貨幣 額が 第一の それよりも 大 であるべき は、 自明の 事柄で ある。 確かに、 彼が 十 

マ ，クで 靴 を 人手に 渡す とするならば、 彼 は 手工業 者に 十 マ だ クを 決して 支拂 はな 


、で Y  ^らく 八 マ， ク 位で 濟 ますで^ら ぅケ そ^に も拘 らャ、 手工業 者 も 亦 この ® 

引で 利益す る。 蓋し、 彼 は 此の 場合、 靜 かに 自己の 勞 働に 止まる ことが 出來， 從っ 

て 其の 八 マ ルク で、 若しも 彼が 十 マルク を 得 やうと すれば、 莫大な 時間の 損失 II 

販寳 や、 顧客の 採 索 や、 市場の 需要の 調査な どが、 彼れ の 上に 惹き 起す であらう マ」 

ころの — を 引きう けねば ならぬ であらうよ^ も、 ヨリ 多く を 利益す るからで ある 

商人 は 如何なる 場合 を 間 はや、 その 全 活動 を あげて、 貨幣から ヨリ 多くの 貨幣 を 

造り 出す 目的の み を 追 ふ。 商業 は 商人に 利潤 を S らす べき ものであるから、 商ゾ t 

本來 一個の £.4 である。 何故 なれば、 利潤 を 獲得す る 2 使用され る總 ての 富 は 

資本で あるから。 

『されば 商業の 存 する や、 資本 及び 資本家が また 存在す る。 古代 I フ エー 一"； 

アテネ- コ リント、 カレ ノタ ゴ、 "ー マ I に 於て は、 可な り發 達した 商業が あり、 

從 つて 又 資本 S 資本家と が存 して ゐた。 古代の ゲル マ ン 族に 於ても 同様で あり、 又 
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ハン ザ 同盟 や、 フッガ ー 家 及び、 グュ ルゼル 家の 如き 金 持 を 有した 中世に 於て、 特に 

さう であった。 だから 昔から 資本と 資本家と は存 して 居った が、 まだ 資本お 義も資 

本家 的 生產も 決して 無かった ので ある。 

卽ち、 總て かの 昔に あって は、 資本 は 商業 や 利益な どのた めに 働いて ゐ たけれ ど 

も、 そ はま だ 生 產に喰 ひ 入って は 居らなかった。 そが 生 產に喰 ひ 入った の はやつ W 

中世の 終り 頃で、 玆に 始めて 資本主義の 時代 卽ち 資本家 的經濟 並に 資本家 的 社會が 

始まる ので ある。 

*  来 

ところで、 此の 變革の 最も 重要な 原因 こそ は、 手工業が 舊態 のま、 では、 a 早 や 

絕 えす 高まり 行く 商業の 需要 を充す ことが 出來 なくなつ たと 云 ふこ さ、 之れ i 同時 

に、 組合の 親方が 益々 彼等 自身の 弟子 さの 競爭 をば 避ける こと を考 

へ る や- フ こ.、 H> ゥ 

た、 ざ 云 ふこと、 であった。 オット ー は、 獨 逸の 手工業に 關 する、 彼れ の^お 七 六 


頁) に 於て 次の 如く 云って ゐる、 『彼等 は 此の 目的 を果 すため に は、 組合 加入の 條 

件 や、 親方 櫂の 獲得 條件ゃ を * 出来るだけ 困難に しゃう さした。 徒弟 や 職人の 支拂 

ふ 可き 入會 並びに 登記の 手數料 は、 高められ、 二重に され、 複 維に された。 彼等が 

親方に 供給すべき 僅かの 酒代 は、 漸次 彼等の 仲間 や 其の 家族に 對し、 燒肉ゃ 酒から 

成る 高價な 食事 を與 ふべき 義務に よって 置き 換 へられた。 以後 、「不正直」 と は、 自 

ら 「不正直な」 職業 を 營んだ 人々 のみでな く、 又 彼等の 子供 並びに 子孫 や、 或る 不 

正直者，、」 何等かの 血族 又は 姻戚の 關 係の ある 者 を も 謂 ふやう になった。 縊死 者 を 斬 

首した 者 や、 不正直 者 S 飲食した 者 や、 又 猫 や 犬 を 殺した 者 は、 手工業 を爲す こと 

が出來 なくなった e ほんた うに、 或る 職人 は * 彼が 仕事場で 自分の 傍に 斃れ てゐた 

子供 を大膽 にも 救 ひ 上げた と 云 ふ 理由で、 親方 櫂の 獲得 を 根本的に 拒否され て 仕舞 

つたので ある 0J 殊に、 或る 職人が 傑作 を 造った 場合に は、 色々 と 奸計 をめ ぐらして、 

彼れ の 親方 權の 獲得 を 妨害す ベ く 企てられ たの は 明かで ある。 『傑作 は 高價な 材料よ 
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り 造らるべき は當然 であるのに、 職人の 命せられ る 仕事 は、 長い 寺 間 太の 勞カ 

タ J を 必要と する やうな もので あり、 親方 は 全ぐ 流行に 外れて、 賣る ことの 出來な 

い、 作物の 完成 を 望んだ、 最も 無意味で 最も 過勞な 仕事が 課せられた ので ある OJ けれ 

ざ も 、組合の 親方の 子供 や 養子 や 寡婦 は、 總て此 等の 不正 手段から 除外され てゐ た。 

正直な 組合の 親方 は、 彼等が 此の 喰 ひ 止め 制度 を考へ 出した 時、 極く 狡く 運用し 

やうと した。 事實、 彼等 は 最初のう ち 其の 目的 を 達した で 親方の 数 は 低く 保 たれ、 彼 

等が 目前に 見て ゐた 競爭は 制限され^ 仕舞った。 が、 丁度 さう する ことに 依って、 

彼等 は 自ら 他の、 遙 かに 危險 な、 さう して 終に 殺害 的に 作用した 競 爭を惹 き 起した 

ので ある。 なる 程、 彼等 は 腕の ある 職人が 親方になる の を 妨げ 犸た であらう P が、 

彼等の 生存す る さ 云 ふ事赏 は、 何う する こ，、」 も 出来ない の だ。 かぐて、 此 等の 人々 

— 親方 並みに 手工業 を 善ぐ したが * 併し 親方に 成る こ，、」 が出來 なかった 爲め、 正 

當に 生活 をす る譯 にいかなかった 所の II から、 多数の 無產 者が 次第に 發 生して 來 


た 。商人 資本 Kpurma 一 l,apital,、 は、 手工業が その 增 大して 行く 欲望 を 最早 ゃ充 さな 

ぐな つた 時、 此 等の 無应者 をば 捕へ たので ある。 丁度 その 時 以來、 商人 は斯の 如く 

パン 無しに なった 職人 を 雇 ひ 入れて、 彼等 を 自己の 利益の ため， 自分の 仕事場で f 

か ン める やうに なった。 玆に 始めて、 資本 は 直接に 生 產に喰 ひ 人る の だ 1 卽ち资 本 

家 的 生 1  まが 發 生す るの だ。 

旣に 此の 最初の 最も 原始的なる 形態に 於て、 直ちに 資本主義 的生產 は、 手工業に 

勝れて 居る こと を 示しお。 勿論 資本家 は 最初から、 手工業の 場合よりも、 大きな 仕 

事 場 を 立て、 その 中で 一人で はなく、 多数の * 否 出来るだけ 多数の 職人 をば、 J 

しめ 7」。 彼 は、 各個 人から は 何も 取 立てた 利益 を 得なかった が、 單 なる 共働 卽ち 協業 

(Kocperation) は、 親方の 個々 の 活動に 比べて ョ リ生產 的で あり、 從 ってョ リ廉價 で 

あった。 それに 對 する 有らゆる 根據を 示す とい ふこと は、 (それら は マ 〃タスの 一 資本 

論』 第 一 卷、 ^十 一 章で 明か に說 明され て ある) 玆 では 餘 りに 廣汎に 失する であら 
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う。 吾々 は それ を 歴史的に 確立され たもの とする。 玆で 始めて、 あらゆる 歷 史的 a 

生 (werden) に關し 最も 深き 內的根 據を與 へる マ」 ころの 事實 が、 卽ち 共同 的 (桀合 

的) 勞働は 個別 的 (孤立 的 又は 個人的) 勞 働よりも 多くの 生 產物を 供給す ると 云 ふ 

事實 が、 極めて 明かに 示された ので ある。 

此の 點を 出發點 さして、 資本 は自覺 的に、 益々 進み 行く 勞 働の 社 會化 ^八：： と- 

に 依り、  その 利得 (生產 力) を 益々 多く 增進 せしめる 道程 を迎 つたので ある。 

資本 は 此の 單純 協業に 長く 止まって 居らないで、 それ は 間 もな ぐ 進んで、 

共働と なった。 吾々 は その 點を 再び 力 ー レノ . マルクス (f 資本論』 第一 卷、 第 十二 章) 

によって 說 明し やうで 『彼等の 手に よって 一 の生產 物が 仕上げられねば ならぬ 所の- 

種々 の 獨立的 手工業 を營 める 勞働者 達が、 同 I の 資本家の 指揮の 下で、 一 つの 士事 

場に 結合され る 場合が 其の 一 つで ある。 例へば 一 つの 四 輪 馬車 は、 車 匠、 馬具 匠、 

裁縫 铈、 錠前 匠、 帶匠、 旋盤工、 緣飾 匠、 硝子 細工 匠 畫ェ、 漆工. 踱金師 なビの 


. 如き、 多 數の獨 立 手工業 者の 勞 働から 成る 共同 生產 物であった。 四 輪 馬車の 手工 的 

LI^Ai は、 總て此 等の 種々 なる 手工業 者 を 一 の勞働 場に 結合し、 其處で 彼等 は 同 

時に 協力す る。 〜：： 同様に、 布の 手工 的 工場 工業 や、 その他 多数の 手工 的 工場 工業 

は、 同 一 の 資本の 指揮の 下に 在る 所の、 種々 の 手工業の 結合から 生じた ので ある。 

が、 手工 的 工場 工業 は、 之と 反對の 道行から も發 生す る。 例へば 紙と か 活字と か 又 

は 針，、」 か を 製造す る 者の 如き、 同一 又は 同種類の 仕事 をす る 多數の 手工業 者が、 同 

一 の 資本に よって、 同 一 の 仕事場で 使用され る 場合が 是れ である。 此等 手工業 者の 

^のく は、 …：： " (最初のう ち は) 舊來の 手工業 的 方法で 引 續き勞 働す るが、 やがて 

外部の 諸事 情 は、 同 一 場所に 於け る勞働 者の 集中 並に 彼等の 勞 働の 同時性 をば、 異 

2 つた 風に 利用させる やうになる。 例へば、 ヨリ 多量の 完成 商品が、 ：定の 期間^ 

供 • さ^ねば ならぬ やうな 場合が あると、 勞働は 分割され、 又 同じ 手工業 者 をして 

相次いで 種々 な 作業 を爲 さしむ る 代りに、 これらの 作業のお のく は、 それ^. 他 
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の 手工業 者に 割當 てられ、 その 總體は 同時に 遂行され る。 此の 偶然の 分割 は 繰 返さ 

れて、 その 特有の 長所 を發 揮し、 さう して 次第に 組織的 分業と なる ので ある。』 

此の 如ぐ 完成され た 資本家 的 手工 的 工場 工業 は、 凡そ 十六 世紀の 中頃から 十八 世 

紀の 終りに 至る までの 三 世紀 間 を 通す る さ ころの、 事業の 經營 形態であった。 それ 

が單純 協業から 區 別され る點 は、 マルクスの 上述の 說 明が 示す やうに、 勞 働の：^^: 

性で ある。 その 以前にあって は >  資本家 は 只 だ 個々 の 勞働者 を搔き 集め. さう して 

彼等 を 多ぐ の 小さい 仕事場に 分ける 代りに、 一 つの 大きな 仕事場に 結合した に 過ぎ 

なかった。 それ は 只 だ 勞働者 を 機械的に 集めた ので ある。 だから 其處 から、 ヨリ 大 

なる 勞 働の 生產 力が 發 生した S 云 ふこと は、 或る 意味に 於て 全く 偶然 的で あり、 又 

共働 者た ちの 決して 豫見 しない 所であった。 けれ V- も 時を經 るに つれて、 偶然 的で 

あり、 單に 表面的であった 勞働 者の 結合 は 規律 的の 結合へ、 又 機械的であった 結合 

は 有機的の 結合へ 移って 行く。 卽 ちたいの 並行 的勞働 fNeben-einander-arbeiten) よ 


りか 4か 勞勳 (Mit-einander-arbeiten)  ，、J なり、 生產 力の 增加 は、 今や 意識され た 目 

的と なった ので ある o 

今や、 固々 の勞動 者の 共屬性 は、 之 を 切，^ 離す に は、 あまりに 內面 的で あ トメ、 あ 

まりに 强く ある。 單純 協業で は、 各個の 勞働者 は、 總 ての 他の 勞働 者が 造る 所の も 

の，、」、 丁度 同一 の もの を 造る。 一 人の 勞働 者が 餘 計に 來て も、 又 一 人の 勞働 者が 去 

つて 行っても、 それ は、 彼等 自身 やその 事業の 經 營に對 して、 殆ざ 問題と ならない。 

が、 規律 的 分業より 成る 手工 的 工場 工業で は、 全然 趣 を 殊にす る。 吾々 は、 英國の 

國民經 濟學者 アダム • ス ミスに よって 名高くな つたと ころの、 十八 世紀の 後の 三分 

の 一年 代に 於け る ビンの 手工 的 工場 工業の 例 を 引用し やう。 ス ミス は それ を 次の 如 

く  - 彼れ の 一 七 七 六 年に 出版され た 論 著 『諸國 民の 富』 の 第 ー卷 * 第一 章に て) 

說 明して ゐる" 『一人の 人 は 針金 を 引つ ばり、 他の ース はやれ を 伸ばし、 第三の 人 

は それ を 細 切し、 第 四の 人 は それ を 尖らし、 第五の 人 は、 その上 端 1 .- 頭が つけら 
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れる 所の I を硏ぐ で この 頭 を 完成す るに は、 二三の 異れる 操作 を 必要 ビ する" 頭 

をつ ける こと は 特種の 一仕事で あり、 針 を 白熱す る こと は 又 別の 一仕事で ある』 と。 

例へば 吾々 が此 等の 勞働 者の 列から、 細 切した 針金 を 尖らす 所の 勞働者 を 取って 見 

るなら ば， 彼が 其の 列の 順序に 於て、 彼れ の 前に 来る 人と、 彼れ の 後に 來る 人と に 

常に. 倚存 して ゐる こ，、」 は 明かで ある。 若し 彼れ に對 して、 彼れ の 前に 來る 所の 人が 

針金の 細片 を 十分 速 かに 又 十分 善くして 渡さないならば、 彼 は 秩序 的に 勞働 する こ 

と は出來 ないち 同じく 彼 は、 彼れ の 後に 來る 所の 人 I 彼れ から 原料 を 受取る さ こ 

ろの II に對 して 責任 を 負 ふ。 活字の 手工 的 工場 工業， では. 勞働 者の 相互 的 倚存性 

はもつ と 明かで ある、 そこで は、 マルクス の 陳述に よると、 鑄ェは 一 時間 每にー -千 

個の 活字 を 鑄 造し、 分 切ェは 四千 個 を 分 切し、 磨き ェは八 千 個 を 磨く。 だからせ： ハ處 

では、 一人の 磨ェさ 二人の 分 切 ェと四 人の 鑄ェ とが 共屬 する ことになるから、 彼等 

の 一 人が 足 並 を亂す マ」、 忽ち 全 經營は 停止し、 總 てのもの は 損ち を 受ける。 終りに、 


英國の ダラス 手工 的 工場 HI 業で は、 常に 五 人の 人々 がー つの 竈の 前で 共働し、 さう 

して 丧 等のお の） ^は、 それぐ 異なる 所の 職務 を 行った ので ある。 此處 では、 共 

存の關 係が 最も 密接で ある、 何故 なれば、 若し 此處で 一 人の 共働 者を缺 き、 又 調子 

とか 質と かに 於て 一 致しない 所があるなら ば、 その他の 人々 は 一 般に 何事 も 爲すこ 

さが 出來 ないから。 が、 事業の 經營に は それぐ の勞働 者が 必要で あると 同様に、 

又勞働 者の 方 も その 經營 から 離れる こと は出來 ない。 勞働者 は、 單純 協業に て は、 

猶ま， 一 寸し た堯 倖に よって 金 持になる ことが 出來、 又 傑作 を 造って 獨立 手工業 者と 

なること が出來 たが、 手工 的 工場 工業に て は、 自己に 課せられた 部分的 作業 を 行 ふ 

以外に. 何事 も 理解す る 所がなかった I 彼 は、 例へ て 云 ふ，、」、 最早 や 針の 製造 人で. 

なく、 寧ろ 針金の B»H であった。 若しも、 彼れ の生產 物の 殘餘の 部分 を產 出す る 

：) 

也の 勞動 者を决 くなら ば， 彼れ 一 人で は、 全く 何事 を も爲す こまが 出 來ず， 從 つて 

生存す る ことが 出來 なかった。 だから 彼 は、 事業の 經營と 自分との 結合 をば、 解か 
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うと 考 へ る譯に はいかな いので ある。 

手工業 的 手工 的 工場 工業の 發展 I 生産力 を 益々 增進 せしめる と 云 ふ 結果 を 有す 

る S ころの I は、 凡そ 千 五 百年から 千 八 百年までの、 約 三 世紀 間 を 包含す る。 か 

ぐて それ は、 更に 著しく 生產 カを增 加せ しめ、 さう して その 效果 は、 吾々 が 前章に 

於て 旣に 記述した 所の 機械に よって 交代され るので ある。 


第 穴 章 勞 働の； tt 會化 

以上、 過去に 於け る 經濟的 發展の 短 かい スケッチ を 回想 すれば、 次の 二つの こぐ」 

が 示されて ゐる。 

第一 に —— 常に、 人間 社 會の絕 えざる 進歩の 動機 S なった もの. は、 絕 えす 急激に 

增 加して 行く 欲望であって、 それが 卽ち、 人間 をして 絕 えす 勞 働の 生產 カを增 加せ 

しめた 所以で ある。 

一 第二に II 此の 如き 生產 力の 增 加が 依って 以て 達せられた V」 ころの 手段 は、 漸進 

的の、 常に 益々 進んで 行く 所の * 勞 働の 社會 化であった。 

之れ と共に、 次の 事情が 起った。 

吾々 は 個人的 勞 働，、」 集合的 勞 働と を 區別 する。 個人的 さは 一人/ \» を 謂 ひ、 集合 

第 六 章 勞慟 Q 瓧 f 化  二 一 九 
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的と は 共同 的 を 謂 ふ。 —— 個人的 勞働 は、 此の 語の S 格な 意味に 於て は、 本來 決し 

て存 して 居らなかった。 吾々 の歷 史的 知識が 及ぶ 限りの 如何なる 時代に 於ても * 人 

間 は 全然 個別的に 勞働 しないで、 常に 他の 人 々と 共同して 勞 働した。 人間 は、 總て 

の * り 人々 と 別れて、 自分 一人で 決して 生活し 得なかった やうに、 彼 は 又 決して、 

全然 自分 一人で は勞働 をし なかった。 假令 その 圑結は 弛き もので あらう とも， 假令 

その 圑結は 家族 や 小 氏族の 成員 間に 限られて ゐ やう，、」 も、 兎に角 圑結は 存在して 居 

つ この だ。 吾々 が 知る 最も 單 純な 勞働 形態 は、 自己の 欲望に 對 する 勞働 (自己 生產) 

である。 が、 自己 生產と 云っても、 各個 人が 自分 一人で 產 出した のでな く、 寧ろ そ 

れ は集團 によって  > あった。 それ を特徵 づける 所の もの は、 (卽 ち、 それ を 他の 勞働 

形態から 差別す る 所の もの は)、 その 生產 された 物體が 個人の 使用に 役立つ ことで あ 

り、 從 つて それが 賣られ ない と 云 ふこと である。 

こ^は 個人的 勞 働に 最も 近い 形態で ある。 此處を 出發點 V」 して、 發 展は絕 えす 集 


合的勞 働の 方向へ 進んで 行く。 

自己の 欲望の 爲に 働く 社會 では、 各人 は 彼れ 自身の 煉无 積みで あり、 錠前屋で あ 

K 靴ェ であり、 建築 者で あり、 紡績 者で あり、 織工で ある、 約言す ると 各人 又 

は 各集圑 は、 彼等の 生活 資料に 必要な 總 ての 勞働を 自分自身で 行 ふので ある。 此の 

やうな 狀態は 分業に よって 廢 止される。 かくて、 種々 の 職業が 構成され て、 煉 S を 

積み、 錠前 を 造り、 靴 を 直した，^ する ことな ざ は、 今や それ >2 (^多くの 人々 を 必要 

i すると ころの、 專門 的の 仕事と なった ので ある。 

一寸 目に は、 斯う 云 ふこ V」 は勞 働の 個性 化の 如く 見える だら う。 以前にあって は、 

例へば 一家 族 は、 卽ち父 S 息子と が、 家族の 使用す る總 ての 物體を 共働して 造った 

ので あるが、 今では、 父 は煉芄 積みで あり、 一人の 息子 は 錠前屋で あり、 他の 息子 

は 農夫で あると いふ 工合に、 彼等 各人 は 自分 一 人で 勞 働す るの だ。 —— それに も拘 

らす、 之を勞 働の 個性 化と 見る の は、 一 つの 謬見で ある。 
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問題，、」 なる の は、 集合的 勞 働の 解 釋 如何で ある。 勞働 者が 同 一 の 場所に 直接 同居 

すると 云 ふこ S は、 それだけで 一 つの 役割 を演 する ので あるが、 そ は 主要な もので 

はない。 寧ろ 主眼と なる 所 は、 勞 働の 共同 的 目的で ある。 以前に は、 一 個人 (又は 

1. つの 小 集圑) の 欲望 は、 彼れ 自身に よっての み生產 されて ゐ たが、 現代で は、 多 

數の 他の 人々 がそれ に 協力す る。 多數の 人々 が 1 1 假令 恐らく 空間 的に 分れて ゐゃ 

うと も —— 一 定 の多數 人に 共屬 する 生產物 —— 卽ち 一 定 人の 欲望 —— を產 出す る 目 

的の ために 共働す る。 で、 その 本質的の 側から 見る と、 分業 は勞 働の 社會 化への 第 

一 步 である。 

ところで 吾々 は、 旣に 分業が 如何に 著しい 程度で、 その 生產 カを堦 加せ しめた か 

を 看取した。 分業の 結果と して、 以前よ， 9 も 極めて 多くの 生產 物が 產 出される。 さ 

うして 吾々 は、 第 一 の 結果と して 次の 如き こと を 看取す る、 卽ち多 數の勞 働 者の 北ハ 

動に よって、 ョ リ 多くの 生產 物が 產 出された i 云 ふこと 是れ である。 


之れ は、 その後 今日に 至る までの、 有らゆる 時代に 當篏 まる。 中世の 終 ひに 至る ま 

で 幾千 年 を 通じて， 勞 働の 專門化 は 進んで 來た。 新しい 職業 は 益々 多く 古い 職業よ 

らの 分割に よって 形成され、 又 それによ つて 益々 多く、 勞 働の 收獲カ 生産力) は 

增 進した。 かくて 新時代 (凡そ 千 五 百年 代) の 始まる と共に、 資本家 的 生產が 始ま 

り、 そ は 直ぐに、 今迄 分離して ゐた勞 働 者 を 空間 的に 結合した。 中世の 手工業 者 は 

職人 や 徒弟と 一緒に 自分の 仕事場で 住んで ゐ たが、 資本家 は 直ぐ さま、 自分の 使用 

する 多くの 手工業 者 をば、 自分に 所屬 する 大作 業 場に 集めて 仕舞 ふ。 今では、 如何 

なる 社會 的色肓 といへ Vj も、 勞 働が 益々 集合的に なり、 益々 社會 的になる こと を認 

める であらう。 同一 場所に 於け る勞働 者の 結合 は、 更に 著しく 生產 カを增 進せ しめ 

る のみでな く、 又 作業場 內の 分業 を 進展せ しめる もと 、なり、 かくて 共働 は 規摔的 

になる。 從來は 一 人が 指物師 であれば、 他の 一 人 は 鍛冶屋で あつたが、 今ではもう 

指 物師に は、 垣專 門の 者 ゃ机專 門の 者な ざが 居り、 又 鍛冶屋に は蹄專 門の 者 ゃ針專 
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門の 者な どが 居る。 さう して 間もなく、 一 つの 机 をつ くるに 付いても 緣飾、 表 板、 

脚な V- の 製作に 分割され る やうに なった。 かく 論じて 來る と、、 ざの 點が 重要で ある 

、 、 、 

か V 明かになる であらう。 以前に は、 一 つの 机 をつ くる こと は、 一 人の 人間の 仕事 

であった が、 今日で は それに 對し 多くの 人々 が 必要と なる。 その 結果、 起る 所の も 

の は、 更に 著しい 勞 働生產 力の 增進 である。 

終に、 總 てのもの は、 機械に よって 交代され る。 けれ ざ も 機械 は元來 集合的 勞働 

にの み 役立つ 一機 關 である。 機械 は 個人に 取って 何の 役に も 立ち 得ない し、 又 個人 

的勞 働に も 適しない。 それ は. 共同 的 作業にまで 結合され た勞働 者數を 著しく 壻大 

した，、」 共に、 彼等 勞 働の 生 產カを も 著しく 增進 させた。 

機械 時代に 於ても、 その 發展は 正に 上述の 如き 方向 を 進んで 行く。 最初、 各 工場 

は 益々 大きくな つて 行った。 百年 前で は、 一 つの 工場で 千 人の 勞働者 を 使用す る 事 

は 稀であった，、」 云 ふよりも、 恐らく そんな 工場 は 一 つも 無かった であらう。 ところ 


が 今日で は、 例へば 一九 一 〇 年 五月の。 フ n シ ャ 政府の 統^ 報告に よると、 大經營 (其 

等のお の- (^は 千 人 以上 を 使用す るので あるが) の數 は、 プロ シャ だけで も 一八 

九 五 年に は 二百 八であった が、 一 九 〇 七 年に は ： 百 八十 五に 增 加して ゐる ことが 分 

る。 それら 工場の 從 業者の 總數 は、 四十 萬 九 千 人から 九十 九 萬 人に 增 加した。 之 を 

卒 均す る，、」、 おのく の 大經營 は、 一八 九 五 年に は 千 九 百 六十 五 人の 勞働 者と 使用 

人と で 仕事 をして ゐた が、 一九 〇 七 年に は 二 千 五 百 六十 五 人に なって ゐる 。が、 こ 

れは只 だ 平均 數 に過ぎない。 各 工場に 付いて 見る，、」、 數萬 人の 勞働者 を 使用す るェ 

場 もあった、 實に、 獨逸 最大の クルップ 會 社の 如き は、 戰 前約 七 萬 五 千 人の 人々 を 

使用して 居った ので ある。 

併し、 此の 發展 は餘程 以前に、 個々 のェ埸 內の單 なる 膨脹 を乘り 越して 仕舞って 

ゐた。 

七十 年代の 中頃から， I 米國 ではもう 少し 早くから > i 最早 や 個々 の 工場 を 別々 
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に 働かせて 置かないで、 相互に 結合させる 運動が 始まって ゐ る。 その 根本的 原因 は 

中世の 初めに 於け る もの，、」 同じで あるで 卽ち 競爭の 制限 是れ である。 彼等 は 確かに 

十五 世紀の 正直な 組合の 親方と 同じぐ、 非常に 喜んで それ を爲 したで あらう、 さう 

して 一定 數を 超過す る 新しい 工場の 設置 をば、 只 わけもなく 禁じた こ W であらう。 

が、 當時 はま だ 幸に も營業 自由の 時代でなかった ので、 彼等 は先づ 自由 契約に よつ 

て、 . 相互の 最低 價格を 決定し やうと した。 これが 卽ち、 近世の 所謂 カタ. クル (Kartell) 

-の 最初の 形態で ある。 從 つて それ は、 最初のう ち は 全然 弛き 結合であった。 當該ェ 

場 主 は 相互に 一 つの 契約 を 結んで、 共同の 支拂 期日 S 支拂條 件と を 約束す る。 が、 

此の 極めて 弛き 形態から、 その ま、 價 格の 協定が 生す るので ある。 卽ち、 カル-プル 

契約で 最低 價 格が 確定され、 その 價格を 以て、 當該 工場 主 は、 彼等の 生產物 を販賣 

せねば ならぬ。 これで もま だ 極めて 弛い 結合であって、 個々 の 工場 主 は、 この やうな 

力 \ クルから は 何時でも 脫退 する こ V」 が出來 る、 事實 正に 來 らんぐ」 する 不景 氣が自 


己の 商品 を 約束よりも 安く 賣り 飛ばす こ，、」 を 望ましく 思 はせ る や、 彼等 は 直く さま 

脫 退す るので ある。 だから、 斯 檬な單 なる 價格 カルテ レノ は、 決して 長續 きした こと 

なく、 いつも 不景氣 が 起る や、 忽ち 相 並んで 沒 落して 仕舞った。 

庶等 は、 價格を 高く 維持す る 目的 を 達せねば ならなかった ので、 別に 他の 事を始 

める 必要が あった。 單なる 協約 だけで は、 吾々 が旣に 見破った やうに、 不十分で あ 

る。 彼等 は、 賈 格の 構成 そのものに 對し、 影響を及ぼす やうに せねば ならな 力つ ナ 

ところで、 有 產者的 國民經 濟學の 敎義に 依る，、」、 商品の 價格 は、 只 だ 供給と 需要と 

に 依存す る もの だから、 彼等が 供給 を 制限す ベぐ 企つべき は、 云 ふまで もない こと 

であった。 だから 此の 定義 は、 カレ ノ クル 契約に 採用され たので ある。 

勿論、 之れ に 依って • 當該 工場の 結合が、 前よりも すつ S 密接に 爲ら ねばならな 

ゆった。 今や 固々 の 工場 主に は、 彼が 思 ふだけ を 生 壷す るの 自由 は 無くなり、 そ は 

力 ループ レノの 命す る 所と なった。 が、 そのために は、 一 つの 完全な 機關が 必要で ある。 
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先づ各 工場の 生 產量を 確定す ると ころの、 一 種の 官廳 とも 云 ふ べき 一 の 機關が 造ら 

れ ねばならぬ。 と は 云へ、 彼等 は無雜 作に、 一 つの 工場 は 他の 工場 S 同じ 分量 を 生 

產 すべし、 i 云 ふ譯に はいかない。 それ は 寧ろ、 各 工場の 生產 能力と 從來の 5 か 口 

とに よって 定めら る べき だ。 それから 此の 官廳は 絕ぇゃ 職務に 從 事して 居らねば な 

ら. ぬ、 何故 なれば、 每年 新しく 豫 想の はけ 口が 評價 され、 それによ つて 各 工場の 生 

產量ゃ 配當數 字が 確定され ねばなら ぬから。 又 此の 官廳 は、 事實 如何なる 工場 も そ 

の 生產量 を 犯したり、 價格を 不當に 引下げたり しない やう、 十分に 監視き ね f なら 

ない ので、 絕 えす 各 工場の 個人的 生活に 干涉 する、 一つの 共同 機 關が存 する こさに 

なる。 かくて 他の 工場 S の 結合 は、 最早 や 偶然 的で も 一 時 的で もな く、 規律 的の も 

のとなる ので ある。 

併しながら、 契約の 満期に 脫返 する こと は、 依然 S して 各 工場 主の 自由で ある。 

此の 階段 を 越える 決定的の 步 みは、 シン、、 いい syndikat., への 推移に よって 


爲 される。 カル テグの 機關は 上述の やうに 十分な 監視 を 行 ふが、 それでも 該 契約の 

凡ゆる 廻 避 を 防止す る こと は 出来ない。 事實各 工場 主が、 各個の 販賣に 於て 力〃 ープ. 

爪 R 格 を 守って 居り、 又 その 生 產量を 犯さなかった など、 云 ふこと は、 ^人力 之 を 

周査 する であらう か？ そこで 彼等 は、 販賣 そのもの を 各 力 ルテ V 組合員から 奪 ひ 

去り、 それ を 共通の 事務所で 決定せ しめ やうと 考 へつ いたの だ。 此の 形態の 結合 を 

ズ、 人々 は シン、 ディケ， I トと 叫ぶ。 で、 今や 各 工場 主 は、 一般に 顧客と 取引 をし な 

くな つて、 その 全 生產を シン、 ディ 入 ー トの 事務所へ 渡す こと \ なった。 事務所 は 各 

工場 主から、 彼等の 指定され た生產 量よりも 多量の もの を剝 奪す る ことなく 彼等 

に は その^ 價と して、 シン、 ディケ ー トの 定めた 價格 を支拂 ふ。 此の 監視 は 必要 缺く 

ベ からざる ものである。 何故 なれば、 若し 一 人の 組合員が これ 以外に 莫大な 販寶を 

企て やうと するならば、 それ は 自然 直ぐに 評判になる であらう 力ら 

一 度 この やうな シ ン、 ディケ ー トに 入った 工場 主 は、 再び 其處 から 脫退 する こと は 
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甚 しぐ 困難で ある。 ケ ー ドルフ • ヒルフ ァ I ダイン グは、 其の 『興業 資金』 rFinanz- 

kapital) ニー 五一 頁) に 於て 次の 如く 書いて ゐ るで 『斯様な カルテルから 脫 返す るに 

は、 顧客 關 係の 新しい 締結 や、 古い 販路の 回復 や、 又は 諸々 の計畫 II それ は 恐ら 

く 失敗し、 又 萬 了 M 功す るに しても、 常に 犧牲 によって のみ 求められ 得る 所の もの 

—— を 必要 とする。 又 之れ と 同時に、 力， テルの 繼續 する 限り 存續 する 所の、 可な 

り 大きな 忍耐が 必要 だ。』 

勿論、 シン ディケ ー ト ざいへ V」 も、 破れる 場合 は ある。 が、 餘程 以前から、 シン 

、ディケ， I トを乘 り 越えて、 個々 の 企業家の 脫返 をば 終極 的に 不可能なら しめる 所の、 

資本家 的 企業の 一 層 密接なる 結合 形態が 兌 出されて ゐた。 これが 卽ち、 結合 (又は 

混合) 經營 であり、 ヒ ュ ー デオン (Fusion) 及び トラスト (Trust:- である。 

これらの 形態の 中で 最も 簡單 であり 而も 最も 强固 なの は ヒ ュ， I デオン である。 そ 

れは、 一つの 工場が 他の 工場 を買收 する ことに 依って、 二つ 又は それ以上の 工場が 


完全に 融合し、 唯 一 の 企業と なるこ，、」 である。 今日で は、 か、 るヒュ ー チ オン は 

めて 多数に 發生 する。 只の 一 日で も、 商業 新聞が 大會 社の 合併 を 報す る ことなしに 

經 過し， ここと はない。 が、 ヒュ ー デオン はと V のつ まり、 二つの 融合され た 經營の 

突然で 而も 强 固な 膨脹と 見るべき である。 それ は 永久に 行 はるべき もので なく、 次 

いで 來る 所の 發展 によって 交代され る。 旣に シン、 ディケ， ト 、. 共通の 販賣 事務所 を 

有つ ところの 力， テル) に 於て、 一つの 新しき 益々 發展 して 行く 分業の 芽 生が 現 

はれ、 又 その 一部分 は、 單 純な 價格 力〃 クレスに 於て さへ も 現 はれて ゐる。 玆に謂 ふ 

か i と は、 ^い い^^^" い^わ^い 一 度 多数の 工場が 一 つの 圑 結に 

結合され た 以上 次いで 吾々 の考 へに 當然來 る もの は 最早 や 各 工場で 同一 物 を. 產 

出させる こ く、 一つの 工場で これ を 造れば- 他の 工場で は あれ を 造る と 云ふェ 

合 こ、 總 ての 工場で 各自 得意の もの を 造らし める ことで ある。 それに 進む 第 一 步は 

そこで 爲 される 事業が 何等かの 理由で 特別に 利益の 上らない やうな 工場 を 一 般に休 
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業せ しめて、 その やに 他の 工場で ヨリ f の もの を生產 せしめる ことで ある。 , 

1 レノ 地方に 於け る 炭坑の 休業 は 有名な ものである。 併し、 簡單な カレし グレノ でさへ も、 

事 f 分業 を 行って ゐる 。獨 逸の カレし？ 調査 二 九 〇 三年. 一 〇 卷、 二三 S) 

に 於て、 シャル テン ブランドの 鋼鐵業 圑體の 盟主 は 次の やうに 云って ゐる P 『吾々 

力 研究せ ねばならぬ こと は、 この 圑體 の永績 する 限り、 何う して 吾々 は その かい 口 

を處理 する こさが 出來 るで あらう か？ 吾々 は、 各 工場が 總 ての 生産物 を生產 する 

必要の ないやう、 ョ ソ 安ぐ 生產 する ために は、 如何なる 分業 を 導ぐ ことが 出來る 

力？ と 云 ふこと だ。』 さう して ヒ， ファ ー デ イング は、 I. 吾々 は 彼れ の 『興業 資 

金』 ニー 五三 頁) から、 右の 報告 を 得た ので あるが II 澳太 利の 機械 カレ ノ， ズレノ も 亦、 

個々 の 企業で は遙 かに 進んだ 分業 を實 行して ゐた， ざ附け 加へ てゐる 。『利潤 は 共通 

の 金庫に 流れ 行き、 分に 應 じて 分割され る。』 

此の 新しい 分業 は、 1 つの カ强ぃ 前進 を 意味して ゐる。 さう して、 分業 そのもの 


X 1 他の 種々 の 事情ぐ」 共に —— シン ディケ ー ト自體 が 示し 得る 如く 種々 の 工場 

の遙 かに 密接な 結な 口 を 有意義なら しめる ものである は 明かで ある。 が、 結局 シン、 デ 

ィケ ー トに 於て さへ も.， 種々 の 企業の 特別 利益が 猶 ほ殘存 する。 けれ ざ も玆に 必要 

なの は、 結合され た 企業の 劃一 的 事業 利益で ある。 それ は 最早 や、 晚 かれ 早 かれ 滿 

了す る單 なる 契約の 締結に 依って^な く、 一  つの 企業が 他の 企業の 株券 を 自己の 所 

.19:^ す ことに 依って、 達せられる ものである。 卽ち、 株券の 過半 數を 有つ 者が 

企業の 全般に 亘る 事業 方法 を 支配す る こさが 出 來る。 さう して 過半数の 企業 又は 多 

數の 企業に 決定的の 影響 を與 へる もの は、 いっか その 結合の 再び 破れる 心配 もな く、 

企業 を 劃一 的に、 一定の 計 畫に從 つて 處理 する ことが 出來、 又 一つの 企業の 生產を 

他の 企業の 生產 に適應 させる こと も出來 る。 

總 ての 企業 を 劃一 的に 處理し 且つ 經營 する ため、 多数の 企業の 株券 を 合同す る こ 

と は、 卽ち 近世の い- ハハ いの 本質 をな す。 此の 言葉 は 英語であって、 我國の 『信用』 

第六窣 勞 働の 社會化  一 四 一一 一 


科學 的社會 主義 序論  一 四 四 

タ J 同意義で ある。 吾々 は 此の 名稱を 以て、 英國に 於ても 米國に 於ても、 一定の 法律 

關係—— 其處 では、 一人の 機密 を 託すべき 人 (トラス ティ ー) に、 他人に 屬 する 財 

產の 支配と 處分 とが 任されて ある 所の —— を 表 はして ゐる。 ロック フユ ラ ー 氏が 一 

八 八 一 年 自己の 石油 企業 をト ラ ストに 擴 大した 時 * 彼 は そのために 總 ての 當該 企業 

が 自己の 株券 を かの トラ ス ヌィ ー から 成る 委員 會に 委ねる と 云 ふ 法的 形式 を 撰擇し 

た。 其處 から、 トラストと 云 ふ 名稱が 生れた ので ある。 

トラストに 於て は、 各 企業の 獨立 性が 全然 廢 止されて ゐる。 其處 では. 尨大な 機 

關. I 米國 の鋼鐡 トラスト は、 旣に 一九 〇 七 年に 於て、 二十 一 萬 人 以上の 使用人と 

勞働 者と を 有つ 六十 四 個の 工場 を 結合して ゐた II が、 全く 劃 一 的に 蓮轉 される。 

此處 では" 全 企業の 規律 性が、 單 なる カルー プルに 於け ると 全然 異なった 方法で 働く 

こタ J が出來 る。 

獨 逸に 於ても 企業の 發展は 全然 トラストの 方へ 向いて ゐる。 然り、 電氣 業で は、 


旣に 今日 事實上 トラ ストに 外ならぬ 巨大な 經營が 行 はれ、 銀行業で もさう である。 

併し； 逸で は、 寧ろ 此の 名稱を 避けて 『コン ツユ ルネ』 など、 呼んで ゐる。 又獨逸 

では 實 の，、」 ころ、 トラスト は 米國ほ V- に發 達して 居らぬ が、 その代り 所謂 『混合 經 

に呂』 の範圍 では、 旣に すつ，、」 深く 突き進んで ゐる。 その 發生 發展 との 跡を迎 るの 

は . 可な り 面白い こ VJ だ。 

吾々 は 一 例と して、 一 八 九 三年に 創設され た ライン = ュ スト ファ 1« レ ンの 石炭 シ 

力み ハケ ぃトを 擧げて 見やう。 それ は、 石炭の 價 格が 本質的に 下らない こ，、」 を 注意 

したり、 又總 ての 炭坑 (勿論、 其の シン ディケ ー トに 入って ゐる 炭坑の みで あるが) 

に 如何程の 石炭 を 採掘す ベ きか を指圖 した OVJ ころで ニー 二の 鎔鑛所 S 鋼鐵 工場と は、 

自己の 炭坑 を 所有して ゐ るから、 石炭 を 買 ふ 必要な く、 却って 自己の 經營で 其れ を 

掘り出し、 而も その 幾分 かを賣 つて ゐた。 かぐて 自己が 使用す る 石炭 をば、 自己の 

競爭 者よりも 安く 用立てた の だ。 と 云 ふの は、 競 爭者は 石炭の 爲に シン ディケ ー ト 
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の 高い 價格 を支拂 はねば ならなかった のに、 この 方の 工場 は 自己の 炭坑のお 蔭で ー 

—種々 の 事情の 下で 本質的に 安ぐな れ る 所の. I 石炭 の 生產費 を支辨 すれ ば 足った 

から。 勿論。 損害 を 受けた 鐡 及び 鋼 鐡 工場 は、 極めて 善く 此 事情 を 看取した ので、 

それら は II 一  八 九九 年以 來遞增 的に i - 自己の 炭坑 を 開き 始めた。 さう してた つ 

た 一度で も、 炭坑と 鐡 工業との 經煢を 結びつけた 以上 は、 直ぐに 斯樣な 結合 II そ 

の 一 方が 他方に 對 して、 製作 材料 を 提供す る やうな 經煢の 結合 I が、 一 般に 利益 

の ある もの だミ云 ふこと を、 考へ 付いた の は當然 である。 此 事に 關し フライ プ^グ 

のリ ー フマ ン敎授 は 次の 如く 書いて ゐ るで 【註 二 

L 註  一 〕 s>ert  Liefmann,  Kfse  und  Trusts.  2、  A&age,  stuttgarl.,  Moritz  1910,  S.  70. 

『鎔鑛 所が 鑛 山と 結合した やうに、 更に 加工 を 施す 所の 鐡 工業の 諸 部門、 卽 ち鋼鐡 

業 や 種々 の 圓筒業 や 機械工 場 は 、 原料 鐡 の シン ディケ ー ト から 支配され ないた め、 

自分自身の 鎔鑛爐 を 結合し やう，、」 したで 其 他 針金 工場の やうな 加工々 場 は、 自ら 


その 半 成 品 を生產 する J に 依って、 半 成 品 生 產圑體 の 高き 價 格から 逃れ やうと 企 

てた。 實に、 斯樣な 結合の 傾向 は、 高度の 專門 的の^ 產物 を生產 する 工場で さ へ、 力 

ッ セルの ヘン シュュ ル 父子の 獨逸 最大の 機關車 工場が、 それ 自身の 鎔鑛 所と 炭坑 

と を 獲得した やうな 程度にまで 進んだ ので ある。 英國 では 可な り 以前から、 大き 

. な 紡績 業と 炭坑との 結合が 行 はれて ゐた。 斯様な 結合 は 常に 旣存 企業の 結合から 

起る のでな く、 大抵の 場合 は、 膨脹して 行く 企業 部門の ため、 新しく 附 加され るの 

である。 今日、 大きな 鐡 工場 ゃ鋼鐡 工場で は、 鐡 工業、 軌道、 支柱、 水管、 造船 

材料、 橋、 各種の 機械の 如き、 考へ 得べき 有らゆる 生產 物が、 I J ほんた うに、 鐡 

道 車輛まで が、 同 一 企業の 下で 產 出されて ゐ る。』 

この やうに して、 今日 旣に鐵 工業に 蔓 つて ゐる 所謂 混合 事業が 生じた ので ある。 

さう して 單獨 事業 もま だ 其 等の 傍に 存在して 居る が、 それ は 混合 事業の 爲に壓 倒さ 

れて餘 命 幾何 もないで あらう。 又 此の 發展は 全然 同様の 影響 を 石炭 業に も 及ぼした。 
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石炭の シン ディケ〜 トは 何う しても、 一 つの 鎔鑛 所と 結合した る 炭坑 業と 協同せ ね 

ばなら なかった。 若し さう しないならば、 鑛山業 は その 石炭 を、 自分で 消費し ない 

限り、 比較的 安ぐ 賣 つて シン ディケ ー トを 滅ぼした であらう から。 一九 〇 三年 石炭 

の シン ディケ ー トが 起った 時には、 鑛山 業が これ を 助けた ので、 その 再 奥 はやつ と 

成功した。 鑛山 業が 之を爲 すに は、 シン、 ディケ ー トは鑛 山 業に 向って、 自己の 欲望 

に對 する 生產を 十分 解放せ ねばならなかった。 かぐて 其 等 は 再び、 他の 單獨鑛 山 業 

を 法外に 壓 倒す るに 至った。 『單 獨鑛山 業は强 度の 制限 を 以て 1 , 一 九 〇 四 年の 當該 

數字 による マ」、 石炭で は 二八 パ ー セント、 コ ー 'クス では 三ニパ ー セント、 壓搾 炭で 

は 三五パ ！• セ ントの 制限で あるが —— 採掘せ ねばなら ぬのに、 混合 鑛山 業の 方は自 

己が 利用す る 莫大な 石炭 量 を、 自己 生 產の增 加に よって 造る こ V」 が出來 る。』 これ は 

又、 單獨鑛 山 業の 方に も 直ぐ 分る 事柄であった から、 今や 其 等の 方で も、 鐡 工業 を 

營 まう と考 へ たので ある。 


『だ 少ら、 獨逸 最大の 荧坑會 社た る ゲル セン キル フユ ン 鑛山會 社が、 ニ大鐡 工業 I 

1 ァ 1 フユ ンの" ー,プ. ュ ル デ鎔鑛 所と シャル ク鑛山 及び その 鎔鑛所 I を 併合し 

たる は 尤もで ある。 此等 二つの もの も 同じく 旣に 結合 事業で あり、 後者 は 二三 年 前 

一 つの 大鑛山 (ブル 1 'ト ー) を 獲得し、 前者 は 現に 自己の 鑛山 附設に 從 事して ゐ 

る。』 

かくて 十 年 ほどの 間に、 炭坑 業 及び 鐵 工業に 於て II 總 ての 工業の 中で 最も 重要 

である 所の ものに 於て —— 一 つの 完全な 變 化が 起った。 單獨 經營は 減んで 仕舞って、 

見合 經營 がその 地位 を 占めたの だ。 この やうな 混合 事業が 現が 如何に 現 はれて ゐる 

か は、 列へば ベ タリン 日々 新聞 ( 一 九 〇 九 年 十二月の) に發 表された、 口〜 トリン 

ゲンの 鐡 工業 アクメ ッッ U フリ， I デに關 する 次の 記事が 示して ゐる" . 『鑛山 業に 重 

要な 地位 を 占める 一大 混合 企業 は、 一 つの 炭坑，、」、 八つの 鎔鑛爐 を 有つ 二 大鎔鑛 所 

€, 大規模の 一 鑄 造 所，、」、 大規模の 一 最新式 鋼鐡 工場 及び 圓筒 工場と から 成， 9 立つ 
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てゐ る』 so 

戰爭前 に あ つ て は、 か、 る 混合 經營は 旣に 石炭 業 及び 鐡 工業に 於て 優勢に なって 

るた。 力〃 クル 調査 を 基 さして、 ヒルフ ァ 1 "ディン グは 上述の 論 著 (二 七三 頁 以下 

で 次の 如ぐ 斷 言して ゐ るで 『ボ— フム、 ドル トム ンド會 社、 ケ ー ニッヒ 及び ラ クラ 

鑛鐡 所の 如き 大經營 が、 單獨の 軌道 車輛 工場の 競爭 者と して^ はれる。 此 等の 大鋼 

鐵 工場 は、 只 だ 完全な 軌道 車輛 のみでな ぐ、 それに 附屬 する 總 てのもの、 卽ち 緩衝 

機、 十字 把、 聯 機な ざ、 約言す る マ」、 車輛の 總 ての 部分 を 造る。 ケ， I 一一  ッヒ 錯鑛所 

及び ラ クラ 鎔鑛所 は 自己の 造る 車輛に 必要な 總 てのもの を、 恐ら ぐ彈 機、 螺旋 及び 

鉸釘を 省いて は、 車から 最後の 切片に 至る まで を 造う、 又 ドルト ムンド H ユニオン 

は、 自己の 車輛 工場 や 其 他の 小鐵 工業 品 - 例へば 鐡道 路盤 用の 螺旋) のために、 殆 

ざ總 ての 金具 を 造る。』 

かぐて 吾々 は、 企業の 發展が 過去 數 百年の 間 一 步く 高まって 來 たの を 兌る I 曾 


て 個々 の 勞働者 は、 仲間"、」 典に 單純 協業へ、 次いで 手工 的 工場 工業の 規律 的 分業へ 

召集され たで 然るに 今や 工場 全體 II それ 自身 旣に 多数の 勞働 者に 依って、 巧みに 

組 載され た 有機 體 である，、」 ころの —— は、 他の 工場と 共に 單 純な 力〃 テ， へ、 ^い 

で シン ディケ ー ト、 トラスト、 及び 混合 經營の 規律 的 分業へ、 召集され てゐ るので 

ある o 

タ J ころが 特に 注意すべき は、 これらの 發展が 如何に 激しい 程度に 於て、 勞 働の 生 

わ 力 X！ 增 進せ いめた かと 云 ふこと である。 バ ラット 敎授の 記述に よると (一九  一 C 

年の シュ モ ー ラ ー 年鑑に 收む ると ころの)、 從業勞 働 者の 一 人に 付き、 生 鐡の產 出さ 

れる高 は 次の 如くで ある^ 

せ^ 1860  62,3  0 

1872. —1873. 100,0  Z 

1901—S02  254,0  Z 

1906  295,0  ： 
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だから 勞働 生產カ は、 四 倍. よりもす つ i 多く 增 進し、 特に 鑛 山に 於 て^めて 著し 

ぐ ある。 卽ち勞 働 者 一 人に 付き、 採鑛 すると ころ は 次の 如くで ある P 

soo  149  232  78  fi 

1874—1S7G 192  407 192  z 

1886—1889  285  5G4  294  z 

1900—1902  240  768  432  - 

1907  262  942  554  z 

1 八 六 〇 年 このかた、 勞働生 產カは 石炭 採掘で は 七五パ ー セント、 渴炭 採掘で は 

四 倍、 鐡 採掘で は 七 倍も增 進した。 當時獨 逸で は 勞賃が 安かった 結果、 炭 塊 破碎機 

か 一 〇 パ T セン トの 費用 を 節減す るに 拘ら す、 採掘に 殆 ざ 使用され なかった とい ふ 

こと は、 注目すべき であらう。 プ " シャの 石炭 鑛 山の 全生產 は、 一八 K  二 年で は 一 

の 事業 經營 に付き、 卽ち 平均 四 〇 人の 勞働 者每に 五一 一 一頓で あつたに 向ら や、 一 


^o〇 年で は、 一二 二 四 人の 勞働 者每 に、 卽ち 一の 事業 經營 に付き、 ニニ 三 三 四 三 

噸 となった。 鎔鑛爐 の 經營は 一 八 四 二 年で は 平均 一 三人の 勞働者 を 使用して ゐ たに 

過ぎぬ が、 一九 〇〇 年で は實に 三. 二三 人 を 使用す るに 至り、 從 つて 個々 の 事業の 全 

生產 は、 五 七四噸 から 七 八 八 八 八 噸に增 進した。 一八 七 〇 年の 獨逸全 體の鐵 鑛生產 

は、 三 四 一二 八 人の 勞働者 を 使用す る 一 六 八 六 個の 經營 で、 五三 〇〇〇〇〇噸 ( 一 

人に 付き 一 五 四噸) であった が、 一九 〇 八 年で は 四 五 九 〇 二人の 勞働者 を 使用す る 

五六 一個の 經營 で、 二 四 三 〇〇〇〇〇 噸 (一人に 付き 五 二八 噸) を產 する に 至った。 

この 外總 ての 範 園に 亘 つて、 原料 を ヨリ 善く 利用す る ことが、 卽. ち 合理的の 經營方 

法が 起った ので ある。 事業 經營の 生 產カは 滅法 外に 增 進した。 以前 一 つの 鎔鑛爐 で 

は 凡そ 八 〇 噸の ものが 生產 されて ゐた が、 今日 (一九 一 〇 年) では、 二 九 四 〇〇〇 

噸の鋼 鐵と鐡 とが 生產 される。 英國の 紡績 業で は、 一 人の 勞働 者が 一 八 四 〇 年に 於 

て、 一日 一 四時 間の 勞働 時間で 造り 出す 一 年の 生產物 は、 今日の 勞働 者が 三日間で 
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造り 出す 生產 物と 殆ざ 同じ 分量で ある。 

吾々 は、 以上の 觀 察に 依って、 何う して 資本主義が 發 生した か、 卽 ちつい 先き に 

述べられた 風に、 何う して 資本が 中世の 終りに 生 產に喰 ひ 入った かと 云 ふこと を、 

極めて 明かに 認める ことが 出來 る。 が、 これによ つて、 他の ョソ遙 かに 重要な 問題、 

卽ち 伺に よって 資本主義が 發 生した かと 云 ふ 問題 も 亦、 答 へられた ので あるか？ 

吾々 は、 生產增 加の 欲望が 昔 も 今 も 常に 存在す る こ，、」 を 看取した、 何故 なれば、 

人類 は數に 於ても 文化 欲望に 於ても 絕 えす 增 加して 行く から。 だから 生產增 加の 欲 

望 は、 中世の 終りに も 存在して ゐた。 それ は當 時に あって は、 手工業から 單純 協業 

への 推移に よって、 卽 ち從來 空間 的に 分離した る 勞働者 を 一 の 共同 的な 勞働 場所に 

集める こ，、」 に. よって、 充足され たの だ。 で、 かやうな 勞働 者の 空間 的 結合 は、 當時 

に， あって は 一 の 經濟的 (及び 歴史的) 必然 事であった。 それ は、 吾々 の旣に 看取し 


ごやう に、 資本に よって 完成され たので ある。 II それで は、 若し 資本が 無力つ ナ 

ならば、 それ は發 生す る こ，、」 が 出来なかった か？ 手工業 者 は、 自發 的に 且つ 獨立 

的に 集合す る こ，、」 が出來 なかった か？ 〔註 一一〕 これ は 本 來考へ 得べき 事柄 だ。 手工 

業 f よ 共通 的の 大きな 仕事場で は、 ヨリ 安く 生 產を續 けて 行く ことが 出來、 又 何等 

かの 圑體を 造って、 共通 的の 仕事場 を 皆の 費用で 立てさせる こ，、」 も出來 たので ある 

〔註 二〕 云 ふまで もな く 吾々 は、 此の 問題な 殆ど 歷 史的の 意咏 に、、」 つれので はない さ、，； だミし 

たなら ば、 それ は 全く 慣値 なきもの であらう。 何故 I ふに 吾々 は、 恐らく 霊し H ら！ 云 ふ 

やうな もの は、 决 して 知るミ」 が出來 ないから だ。 吾々 が 常に 知 t の は、 5 に ml のに 限ら 

れて ねる。 吾々 は特- しれつれ i だけ 此の 問 f 提出して 置く。 それ は 一つの 過程 I 理 的に 明白なら 

しめる ためで ある。 

それから 又、 何が 發 生した であらう か？ •  I 手工業 者 例 へば 五 〇 人の 靴ェ は、 共 

同 的の 作業場に 引き入れられて、 それ^. 自分 達の 仕事 檯ゃ 原料な どで 働いた こと 

であらう。 が、 4^^^4^^b い、 卽ち 自分自身の 利益のお めに 働いた ので ある 
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から、 總 ての ヨリ 廣汎な 混合 や 結合 は 除外され てゐ たで あらう。 之に 反して 各，^ よ、 

何人も 彼れ の頜 分を蠶 食し ないやう、 又 恐らく 彼れ の 原料 や 仕事 具な ざ を 利用し な 

しゃう やき，/, \» しながら 注意して 居らねば ならなかった であらう。 可 故な、 2H、 

總て これらの もの は、 卽ち總 て これらの 生產 手段 は、 個々 の 手工業 者の^^^ きに 

外なら なかった^ら。 で、 個々 の 手工業 者 は、 若し 他人が それら を 利用した 場合に 

は、 損害 を 受ける こ S になる。 

けれども.、 原料 や 道具な ざの 無差別の 混合 こそ は、 若しも 手工 的 工場 工業への 進 

歩が 完成され ねばならぬ さすれば、 そ は 必然的の ものである。 何故 なれば、 手 LJ^ 

工場 工業の 本質 II それ は 手工 的 工場 工業 をして、 以前の 手工業に 對し ヨリ 生產的 

になら しめる 所の もの — は、 多數の 者が 一 つの 生產 物の 產 出に 關與 し、 從 つて 多 

數の 者が 相互に 且つ 共同して、 同 一 の 原料 や 同 一 の 道具な ど を 利用す る こさに 外な 

らな かった から。 


吾々 は、 それに 相當 せる 所の、 最近の 時代に 現 はれた る 諸 過程に 於て、 如何なる 

點が 重要で あるか を說 明す る ことが 出来る。 試みに、 近世の 百貨店，. warenhaus)  S 

市場 (Markthalle) と を 相 比較して 見よ。 兩者は 驚く ばか， り 多くの 類似 性 を 示して 

ゐる I 同じ 建物 內の多 數の賣 店に 於て、 種々 雜 多の 商品が 賣ら れてゐ る。 が、 市場 

では、 それぐ 自分の 爲に 働く ところの 多数の 獨立 商人が 並び 存 して ゐ るち 之に 反 

して 百貨店で は、 總 てのもの は 一 つの 手に 結き され、 各個の K 店 は 劃 一 的の 經營に 

融合され、 さう して 其處 では、 總 てのものが 说律 的に 運ばれて 行く。 だから 百貨店 

は 市場 を壓 倒し、 旣に 可な b 以前 (戰爭 前) から、 例へば ベ クリンで は、 百貨店，、」 

競爭の 結果、 市場の 退却が 行 はれる に 至った。 かくて 一九 一 〇 年頃、 所 1 け 鼉 

りに ある 百貨店 (Passage-Kaumaus) に 於て、 只 一途に、 百貨店 を眞似 やうと した 企て 

は、 何の 助けに もなら なかった。 卽ち 此處へ 寄って 來 るの は 小 商人で なく、 それ は 

一 つの 共同 的の 建物の 中で、 相互に 獨立經 營を營 むと ころの、 大 商店の 一列で ある。 
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思 ふに 百貨店の 效果 は、 只 だ、 一般の 顧客が 一度に 種々 雑多の 商品 を 見て、 購賣を 

刺戟され る點 にある。 百貨店 を眞似 やうとの 企て は 全然 失敗し、 拔ケ道 通りに ある 

百貨店 は、 再び 廢止 されねば ならなかった。 卽ち、 此の 決定的の 要素 そのもの は、 

全 體に亘 る 劃 一 的の、 從 つて 規律 的の 給付た る ことが 分った であらう。 

若し 吾々 力 中世の 終り を 回想す るなら ば、 そ は 次の 如き 情勢で あつたち 卽ち、 經 

濟 上の 進歩 は、 比較的 多 數の勞 働 者 群の 空間 的 共働 のみでな く， 又 その ル„ 共働 

を 必要 さし、 從 つて 仕事場 內に 於け る 分業への 推移 を 必要と した。 そのために、 か 

やうな 勞働者 群が、 多數 の生產 手段 卽ち 多數の 原料 や 道具な ど を 必要と したの は 明 

かで あるが、 それら は、 彼等 勞働 者が その 總てを 共同 的の 使用の ために 處 分し 得る 

やう、 小 嵩に 分散され て 居らないで、 大量と なって 無差別に 共屬 して 居らねば なら 

なかった。 それ は 個々 の 小生 產 者の 私有財産 VJ して は 不可能であった。 けれ ざ も 全 

生產 手段 は 何人 かの 私有財産 ざな つて 存在し、 それ 以外の 狀態 は當時 全く 分らな か 


つたし、 又 人間の 到底 考へ 及ぶ 所で もなかった ので、 かやうな 大多数に 共晨 する 生 

產 手段 は、 多くの 生產 者が それ を 使用す る 場合に は、 只 他人の 私有 財產に 依っての 

み、 彼等に 提供され る ことが IS1 る。 他の 一人が、 崖 者の？ がー 緒に 

使用す ると ころの.、 かく も 多数の 生產 手段 を 所有し、 さう して その 人が 共同 的の 製 

作の ため、 その 生產 手段 をば 彼等に 委ねた と 云 ふこと は、 必要であった。 この やう 

にして、 手工 的 工場 工業への 進歩が、 初めて 完成され 得た ので ある。 

果 ノ てこの やうな 事情で あると するならば、 此の 非 生產者 は、 彼れ 自身が 全く そ 

れらを 使用し 得ない ほざ、 多数の 生產 手段 を 有する ことになる。 彼 は 寧ろ それら を 

ば、 賃勞働 者 を 雇 ふために 使用す る。 賃勞働 者 を 雇 ふために 使用され る生產 手段 こ 

そ は、 き. であり、 その 所有者 は 生產的 資本家で ある。 

約言 すれば、 生產 手段 は 私有 財產 S して 存 して 居った ので、 當時生 產カ增 進の た 

め 必要な りし 勞働 者の 結合 は、 資本家 的 形態に 於て 發 生した、 卽ち 資本 は、 生產に 
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影響を及ぼ したので ある。 或は、 他の 言葉 を 以て 言 ふと、 資本主義が 作って 以て 發 

生した 所の 源泉 は、 生產 手段に 對ぉ" き あき^であった。 【註三】 

I 二】 之に 閼 して は、 f  II  Bd  I,  Iltel p  2  I 照ず。 『勞働 s 會的崖 力の 靈 

が、 如何に 大規模の 前？ する か は. き 示した 通りで ある。 •：.. 生產手 P 私人の 讨逢 である 

"】義 g 逢の i の 上に 於て は、 ：•：. 右の 前提 0i は 只、 0nfi 

又は lmm、f  rs 本き 私有 財產 if れる s」 比例して のみ、 I される の 

である。 匿 達の I は、 資本家 形態 に 於；^ や 0fff,z^ff 

上述のと ころから、 一 つの 重要な 結論が 生れて 來 る。 吾々 は 此の 論 著の 最初に あ 

たって、 社 霧 不幸の 源 t 資本 塞で ある I 言し、 從 つて その 不宰を 排除す る 

ために は、 資本 囊の 排除が 必要で あると 結論した。 今や 吾々 は、 資本主義の 源泉 

として、、 m ^ける 私有 財產を認 める。 まがら、 資本主義 を 排除す るた め 

i は 玍產 手段に 對 する 私有 財 產が廢 止さるべき ださ 云 ふ 結論が、 極めて 明かに 生 

れて來 るの だ。 


これ 卽ち、 科學 的社會 主義の 根本的 要求で ある。 此の 思想 過程 を 基と して 例へ 

ば、 嘗て 獨逸 社會 民主 黨が 奉じた る (科學 的社會 主義に 立脚す る 所の 一 ュ タフ〃 ト 

綱領 は 次の 如き 要求 をな して ゐ るで 

『か^^ 414 いわき、 き 4、  ¥ 道具、 機械， 交通 機關 ——に對 する 資本 

^き ヘム 4 ハ：！ ^&へ^|！ 化 ……： 及び 商品 生產 の、 社會的 ：：：： 生產 

， >  、-、 二 

への 變化』  . 

商品 生產の 排除 は、 商品 —— 賣ら ねばならぬ ところの 消費 物體 II が 必然的に 私 

有 財産 を 前提と すると 云 ふ 理由の 下で、. 之 を 要求せ ねばならぬ。 吾々 は、 誰に も屬 

して 居らない もの を、 賣る こと は出來 ない。 種々 の 物 體は賣 るた めに 生產 される か 

ら、 それら は 私有 財產の 上に 立ち、 且つ 再び 私有 財產を 導き出す。 だから、 上述の 

要求の 第二の もの は、 第一 の 要求に よって 自ら 明かで ある もの を、 今一度 特別の 言. 

葉で 言 ひ 表 はした に過ぎない。 
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之に 反し、 『社會 的 生產』 なる 言葉が 如何なる 意味 を 有する か は、 吾々 は鏊 二な つ 

て 看取す るで あらう。 


第 七 章 經 濟 史 (をの 二) 

吾々 は、 科學 的社會 主義が 到達す るで あらう 目的 を 確定した S 上 は. その 政策の 

方へ、 卽 ちその 目的 を實 現す るた め爲 されねば ならぬ であらう 問題の 方へ、 轉換す 

る。 さう して 此の 問題 も 亦、 科學的 方法に 於ての み、 從 つて 過去 並びに 現在の 研究 

と 其の 知識の 上に 築かれた 結論と によって のみ、 答 へらる. べき は 明かで ある。 

吾々 は、 先 づき かの 事 實に關 して は、 人間が 昔から 引 續き勞 働の 生 產カを 高めて 

來 たの を 見た。 其處 から は、 次の やうな 經濟 生活の 發展 列が 發 生した で 

1 自己 生產 (集 圑が行 ふ 自己 欲望の 產 出で 未知の 時代にまで 遡る マ」 ころの 最 

、 も 古く 知られお る經濟 形態) で 

2 分業 (職業的 手工業の 完成に 至る までの、 少 く，、」 も 二 五 〇〇 年間 を 包括す 

る 所の もの) で 
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3 單純 協業 (ほんの 短い 過渡期に 過ぎぬ ところの、 資本家 的 生產の 最初の 形 

態) で 

4 手工 的 工場 工業 (凡そ 三 〇〇 年間、 卽ち 一 五 〇〇 年から 一 八 〇〇 年まで 續 

くと ころの、 仕事場 內に 於け る 分業) P 

5 機械 、大工 業 (凡そ 一 八 〇〇 年 このかた )o 

これらの 事實 並に その 連鑌 より、 吾々 は 旣に勞 働の 社 會化を 認めた ので ある 。が、 

それら は尙 外の 或る もの、 卽 ち生產 方法の 間斷 なき §か を敎 へて ゐ る。 勞 働の 生產 

力 を增進 させ るた めに、 絕 えす 新しい 勞働 方法と 新しい 勞働 手段と が考へ 出され 

^ 之に よって 生産の 方法 は、 それが 早 かれ 晚 かれ 根本的に 他の ものに なって 仕舞 

ふまで、 絕 えす 變 へられて 來 たので ある。 

ほんた うに、 一 寸 見たい けで も、 上述の こ S を敎 へて ぐれる で 吾々 が 只、 種々 の 

經濟 形態 を數へ 立て 人 見た  > けで、 それ を 示して くれる の だ。 自己 生產 は、 分業： 


よって 發 生した 手工業と 異なる ものである" 手工業 は 手工 的 工場 工業 — それ はま 

た、 機械 を 以て 經營 される 近代的 大工 業と、 全然 異なった 生產 方法 を 表現す ると こ 

ろの もの I. よ K 本質的に 差別され る。 一の 時代から 他の 時代へ 移る につれ て、. 

生產 方法 は 全部 變 革され る、 さう して これ は生產 力の 單 なる 增 進に よって、 或は 寧 

ろ その 動力で ある 所の 勞 働の 社 會化 によって、 達せられ たので ある、 

マ」 ころで かきき あは 、生産 方法と 極めて 密接に 關連 する。 人間 は 吾々 の 知る 如く、 

共に. 雜 差別，、」 なって 生活す る もので なく、 彼等 は社會 内に 於て は、 血族、 宗敎 圑體、 

職業、 及び 階級な ざと 云 ふ、 種々 の 集圑に 類別され てゐ る。 これら 各種の 集圑 のう 

ち、 階級が 最も 重要な ものであって、 吾々 は社會 秩序 を 以て 直ちに、 階級 秩序と 解 

し铮る ほどで ある。 だから 社會 秩序 は、 如何に 人間が 社 會內に 於て 階級に 類別され 

てゐ るかの、 方法で ある。 此の 階級 秩序 は、 吾々 の 云った やうに、 生產 方法に 依存 

する で  一 f\ 一  の社會 (例へば 一 の國 民) に 於て 如何なる 階級が 存 して ゐ るか、 各 
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個人が 如何なる 階 鈹に屬 し、 又 種々 の 階級が 相互 如何なる 關 係に 立って ゐ るか は、 

生產 方法に よって 定まる の だ。， 卽 ち生產 方法が 變 化されるならば、 これら 總 ての も 

の も亦變 化する。 

以上 は 又、 簡單 に歷史 から 讀み 取られる 所の 事實 である。 勿論 吾々 は、 もっと 隔 

つて ゐる 時代 を參 照せ ねばならぬ。 が、 上に 述べた 種々 の經濟 期に 於て、 例へ ょ蜀 

逸ノも 亦、 全然 異なる 多くの 階級 秩序 を 有って ゐ た。 原始時代に 於て、 彼等 は經濟 

上旣に 述べた やうに、 丁度 自己 生 產の狀 態から 飛び出さう として ゐた P 度 等に は^ 

會上 f 社交 上.) 猶殆ざ 完全な 平等が 行 はれて ゐた P 彼等に は猶 種々 の 階 S も、 地 S 

や 身分に 關 する 多少な りとの 差別 も殆ざ 無かった、 さう して 會長ゃ 諸侯 ゃ國王 は、 

權カ、 ま 敬、 及び 社會的 地位に 關 して、 他の 國民 達より 極ぐ 少しば かり 勝れて ゐ，. 

に 過ぎなかった。 勿論、 彼等 は 一定の 家族の 成員から 常に 選ばれて ゐた。 ごから モ 

©f ぜ3、  2 家族の 雷が 疑 ひも 無.， 存在し、 從 つて i の 社會的 不平等 


が 正に 芽生えて ゐ たので ある。 

社會 秩序 は、 その後 一 〇〇 年 足らす で 全く 變 つて 仕舞った。 增加 する 國民數 とそ 

の 欲望の 増加と は、 ヨリ 多くの 勞働を 農作に 使用せ しめ、 又 新しい 土地 を 獲得せ し 

めた。 これ は 直接に 戰爭を 導いた ので ある。 吾々 が國民 移動と 稱 すると ころの、 か 

の 果てしなく 數 百年 も 續 いた 戰爭 列に 於て、 食 長ゃ國 王の 力が、 他の 國民達 を 支配 

する 眞の權 力と なった。 土地の 耕作 は 漸次 移民と 定住と を 伴 ひ、 S 々烈しくなる 耕 

作の 必然性 は 相續を 導き、 從 つて 吾々 の 紀元 五 世紀に 旣に 存在した ると ころの、 土 

地に 關 する 事實 的の 私有 財產を 導いた。 その 私有 財產 から 更に 四 〇〇 年 乃至 五 〇 

〇 年の 發展 を經て —— 吾々 は 此處に その 一 つ/^ を說 明す る こと は出來 ない が — 

大きな 土地 支配が 發 生した の だ。 此の 時分、 卽ち 紀元 八 〇〇 年 乃至 九 〇〇 年の 頃、 

獨逸國 民は澤 山に 分れた る 階級 秩序 を 有って ゐ たた その 先頭 は國 王で あるち 彼れ に 

績 いて、 地位 は 彼れ の 下に 立つ ところの、 大頜 主が ゐる ちその 傍と は 云へ、 すっと 
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下 &! の社會 的 地位に 立つ ところの、 自由なる 小 土地 所有者が ゐる Q この 外、 大きな 

土地 支配に は、 明かに 三 乃至 四に 分れた 等級に 屬 すると ころの、 各種の 非 自由 民が 

屬 して ゐる。 

. ところが 分業が 起り、 全然 新しい 職業が、 卽ち 手工業と 商業 V」 が、 發 生した。 手 

工業 者 は 最初 領主の 奴隸 であった が、 永く 數 百年 も續 いた 鬪爭の 間に、 彼等 は その 

支配から 解放され て、 多くの 都市で は 商人 さ 共に 有產 者なる 新しい 階級 を 構成した。 

之に 反し 地方で は、 土地 を 所有す る 貴族が 依然として 勢力 を 振って ゐ ねので、 中世 

紀 の全體 は、 貴族 及び 有產 者なる 二つの 階級 間の 鬪爭を 以て 充 される こと \ なった。 

さう して 終に 新時代 は、 資本家 及び 勞働 者の 階級から 成り立つ 所の、 資本家 的社會 

秩序 を齎 したので ある。 

かくて 吾々 は、 各 時代に 於て 新しい 生產 方法が、 又 一 の 新しい 社會 秩序 を齎 した 

こと を 看取す る。 さう して 生產 方法の 止まざる 變革 マ」、 その 結果と して 起る 所の 社 


會秩 序の 勢 化との 斯 くの 如き 過程に、 現に 吾々 み 眼前に 引 續き行 はれる。 猶 今日と い 

へ ざ も、 常に 生產 カを增 進せ しめる 目的の ため、 新しい 勞働 方法と 新しい 勞働 手段と 

が絕 えす 考へ 出されて ゐる。 吾々 は、 此の 目的が 機械 時代の 始めから、 常に 新しい 經 

營 形態へ 導いて 來 たこと を 看取した。 百年 以前の 小 工場が 生産した もの は、 吾々 の 

時^の 大經營 の ものと は、 全然 異な クてゐ た。 が、 近世の 大經 營の內 部に 於て さへ、 

生產 方法 は 明かに 變 化する。 メン ツユ だ の 叙述 は、 一 八 七三 年に 於け る 一 圓筒 工場 

の 內部を 示して ゐる。 一九 〇 八 年、 金 屬勞働 者 新聞 は、 同じ 問題に 關 して 一 つの 論 

文 を 公表した が、 それによ ると 其の 間の 三十 五 年の 間に、 圓筒 工場の 生產 方法が 全 

部變 つて 仕舞った と 云 ふこと だ。 最近 三代の 間に 起った 社會 秩序の 變化も 亦、 今や 

全然 明かに 認められて ゐる 。百年 前にあって は、 社會 的に 全然 勝れて ゐ たもの は、 

依然として 貴族であった で その 傍に 有產者 階級が、 社會 階級と してやつ，、」 現 はれて 

來 たの だ。 その 當時 無產者 階級 は旣に 存在して ゐ たが、 それ は 他， の兩 階級の 傍に. 全 
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ぐ 隱れて 居って、 有產者 階級の 重要なら ざる 附屬 物であった。 然， るに 今日で は — 

而も それ は 生產變 化の 結果に 外ならぬが II 有產者 階級，、」 無產者 階級 とが 決定的の 

階級と なって、 貴族 は 階級と して は 滅びて しまった。 かくて 社 會秧序 は、 百年 ら 

すで 全く 異 つた 外觀を 贏ち 得た ので ある。 

以上の 事抦は 過去 並びに 現在の 事實 である。 要するに、 始めから 今日に 至る まで、 

勞 働生產 力の 增進 は生產 方法 を變 革し 來り、 さう して 正に 之れ によって、、 終局 まま 

會 秩序 を も變 革し 來た ので ある。 

所で 上述の 點 より， 未来に 對 する 最も 重要な 結論が 引き出される 。卽 ち. 現在に や、 

て も、 勞 働の 生 產カは 益々 增 進され、 その 生產 方法 は 益々 變 革され て 行く から、. ^ 

、、レ /、、、、、、、、、、、、•、  ,9 

代の 社會 秩序 もまた 止まって 居らないで、 それ は 一 の 他の 社 會秩芊 に、 未來 のきち 

、、、、、、、 

を讓 るで あらう。 

これ は 一 つの 嚴 正な 科學的 結論 だ。 それ は 只 だ、 數學 又は 天文 學の 敎義に 見る：^ 


如く 科學 的で ある。 

勿論、 未來 の社會 秩序が 如何なる 社會 秩序で あらう か は、 上述のと ころから はま 

だ 分らない。 でも、 此の 結論の みで 極めて 有意義で ある、 何故 なれば 此の 結論 こそ 

は、 社會 主義に 對 する 反 對 論者の 一 つの 主要な 議論に 外ならぬから" 未來 にあって 

は、 現在に 於け る，/」 異なった 社會 秩序が 存 する であらう と、 吾々 が 確信す る 其の 故 

を 以て、 彼等 は 吾々 を 夢想家と 呼び、 . 又 空想家 ざ 呼んで ゐる 0 が、 實の ところ、 現 

代の 社會 秩序の 永遠 性 を 信す る もの こそ、 最も 愚鈍なる 空想家で はない か？ 何^ 

なれば 假令 吾々 が 未來の 社會狀 態に 付いて 全然 何物 を も 知らない としても、 — 

少く とも 吾々 は、 それが 現代のと は 異なった もので あらう と 云 ふこと は. 確かに 知 

つて ゐ るから である。 
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第 八 章 發展の 槪念—— 階級 鬪爭 

發展 の槪念 — 階級 鬪爭と 云へば、 定めし 非人 格 的に 響く であらう。 が、 總 ての 

もの は 或る 程度まで、 『發 展』 の 途上 ひとりでに 發 生した の だ。 生產 方法 は 漸次 發展 

し 來り、 それと 共に 社會 秩序 も發展 した。 事實、 この 發展 に關 する 思想 こそが、 科 

學 的社會 主義の 根本的 思想の 一 つで ある。 これによ ると， 萬 物 は 『ひとりでに』 ぐ 

ん ）（- 發展 し、 人間 は本來 それに 對し、 全く 無關 係で あるかの やうに 見える であら 

う。 これ こそ は、 好んで 社會 主義者に 對 して 爲 される 非難の 一 つで、 彼等 は 事實何 

事も爲 さない のみ か、. 寧ろ 總てを 『發 展』 に 委ねつ、、 自分 等の 口に 未來國 なる 燒 

鳩が 落ちて 來 るまで 待た うとす る 者 だ、 W 云 はれて ゐる。 

然 らば、 此の 『發 展』 なる 言葉 は 何 を 意味す るの か？ 注目すべき こと だ！ こ 

の 言葉 そのもの は、 屢々 日常の 生活に 使用され る 一 つの 善き 獨逸 語で、 何人も 其め 


意味に 付いて は、 話が 經濟的 發展ゃ 社會的 發展ゃ 又は 社會 主義への 發 展に關 して か 

ない 以上、 殆ざ疑 ひ を さし 挾む 必要がない であらう。 然るに 話が 一度 これらの もの 

に 關 すると、 直ぐ に い ろ）... \»ミ 不合理 が 此の 言葉 に 秘められて 來 るの だ！ 

一 例と して 一 都會の 發展に 付いて 語って 見やう。 人 は 云 ふで 此の 都會は 百年 この 

かた 美しく 發展 して 來た と。 これ は 何 を 意味す るの か？  今や、 住民の 數は增 加 

し、 新しい 街 は 敷設され、 新しい 美しい 家が 立って ゐる、 且つ 恐らく 休息所 や 遊戯 

場の ある 公園が 設立され、 さう して 不健康な 區 は破壞 されて、 ヨリ 善き 形に 新造 さ 

れ^りな どして ゐる であらう。 若し、 一 つの 都會の 發展に 付いて 語るならば、 總て 

、 、 、 、 、 

の 人 はこの やうに 考 へ る。 ところが 其れ は、 總て これらの 美しい 事物が ひ でに 

人々 の 行 § なくして 發 生した と 云 ふこと を、 意昧 する であらう か？ 只 狂人の み 力 

この やうな 事 を考へ 得る であらう。 云 ふまで もな く、 總 ての 新しい 家 は 人間の 手に 

よって 建造され、 總 ての 新しい 街 は 人間に よって 敷設され たの だ。 一 つの 石たり と 
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も、 人間が それに 働き かけなかった 以上 は、 決して 動かなかった。 これが 卽ち 發展で 

ある。 それで は、 此の 言葉 は 何 を 意味す るの か？ 何故に 人々 は それ を 使用す るの 

か 9  百年 前に 一 人の 賢人が 現 はれて * その 人が 豫め 一 つの 計畫 I それに 依つ 

て總 ての 未來が 決定され て 居り、 それに 依って 總 ての 家が、 總 ての 街が、 又 公園の 

總 ての 樹木な V- が 設けられ ねばならぬ ところの —— を 立て、 置いた のでな く、 人 gi- 

はこれ ら總 てのもの を、 眼前の 欲望に 依って 造った の だ、 ざ 云 ふこと を 示さん がた 

めで ある。 彼等 は 丁度 此處に 一 つの 家 を 必要 V」 したから、 彼等 は それ を 建造した の 

だで 十 年の 後に は 丁度 彼處に 一 つの 街が 必要で あ つたから、 それ は 敷設され たの 

だ D さう して 再び 二十 五 年の 後に は 恐ら ぐコ レラ 病が 爆發 して、 一 つの 完全な 區を 

敷設す る 必要が 起った であらう。 かぐて、 都 會全體 の 有らゆる 變化 は、 百年 間に 百- 

って 行 はれた ところの、  個々  の 意識され 且つ 意欲され た 行爲 のみから 發 生した もの 

で、 それら は 何人も 豫 見し 豫 望して 居った もので なく、 實に その 時 の 人間 こよ 


ウて 造られた ので ある。 

これが 發展 V」 云 ふ 言葉の 意味で、 經濟的 發展に 付いて 語る 時で も、 また 云 ふまで 

もな く 同 一 の 意味 を 有つ。 だから 人間が、 經濟的 發展に 臨んで 何事 かを爲 さねば なら 

ぬか を、 一度た， 9 とも 疑 ふこ，、」 は出來 ない、 —— それ は 全く 自ら 明かで あるな 人間 

が爲 さない こと は發 生し ないで —— 寧ろ 常に 問題に され 得る もの は、 彼等が 何事 を 

爲 さねば ならぬ か ，ヒ 云 ふこ S のみで ある。 

此の 問題に 對 しても、 吾々 は 其の 答へ を 再び 科學に 於ての み、 卽ち 過去 並びに 現 

在の 研究のう ちに、 求めねば ならぬ。 

吾々 は先づ 過お と 相談して 見やう" 果して 社會 秩序の 以前の 變化は 何う して 起つ 

たの か？ 當時、 人間 は それに 對 して 何 を爲 したの か？ 

. それに 付いて、 歷史 は、 一 つの 完く 明かな 全く 疑 ひの ない 敎示 を、 吾々 に與 へて 

ゐる。 それ は、. 異なった 階級 間の 相互の 鬪爭 によって、 卽ち 階級 鬪爭 によって、 發 
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生した ので ある。 

吾々 は 苒び獨 逸の 歴史 を參 照し やう。 獨逸 では、 社會 秩序の 漸進的 變化 I . 原 台 

時代の 階級な き 社會に 始まり， 中世 初期の 階級の 多い 階級 的社會 と、 その後 數 百年 

間續 いた 封建的 社會 とを經 て、 終に 近世の 資本主義 的 社會に 至る までの — が、 v, 

うして 起った のか？ 

吾々 は、 王權が 最初の 數百 年間 續 きたる 戰爭 I！ それ は 又、 直接の 經濟的 欲望： 

よって、 卽ち增 加した る 國民數 とその 增 加した る 欲望と に對 し、 何う しても 新しい 

國土を 獲得せ ねばならぬ 必要に よって、 發 生した ものである — によって、 他の 5 

族 員 を 統治す る權 力に なった こと を、 旣に 語った。 戰爭は 他面に 於て、 捕虜から^ 

自由 人， I 本來、 氏族 員よりも 權 利の 少なかった ところの I の 一 階級 を 造つ， た 。そ 

れ から 土地の 烈しい 開墾と なり、 漸次 定住 的と なり、 從 つて 土地に 關 する 私有 財產 が. 

^つたので、 所有 並びに 身分に 付いて 差別が 出来た ので ある。 相績に 祭して ね、 土 


地は總 ての 子供に 分割され たので、 代 を 重ぬ るに つれ、 子供の 多い 家族 は 益々 貧乏 

になった が、 子供の 少ない 家族 は 依然として 有 福であった。 又 土地 は 分割され すに 

一 人の子 供に 讓られ る 場合が あった" その 時には、 他の 子供達 は 忽ち 無 一 文になる。 

が、 吾々 に 取って、 遙か 昔の 數 百年 II 紀元後 最初の 四百 年 乃至 五 百年の こと を 云 

つて 居る の だが I に 起った、 これらの 過程の 一 つ/^ は、 大體に 於て 餘り 分って 

居らない。 

之に 反し 大きな 土地 支配 は、 國 王が 將軍ゃ 官吏に 土地 を 封 じた ことから 起った の 

である。 廣大な 地域の 利用 を 指示され て ゐた斯 くの 如き 領主 は、 そのために * 廣汎 

な經濟 組織と 共に 多數の 人々 を 必要と した。 そこで は 通常の 農夫が 居り、 更に 又 小 

作 農業 者が 居る ぶこれ は ラテン語の ョ ajol. から 發 生した 言葉で.、 『偉人』 とか 『優者』 

とかと 同様の 意味 を 有する もので、 幾分 か 上層 農夫で ある^ それから * 官吏と し 

て 土地 所有の 行政 事務 を處理 したと ころの、 役人が 居る、 さう して 最後に 騎士が、 
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卽ち頷 主の 爲に兵 後に 服した ところの、 非 自由 人が 居る。 

かぐて 勞 働の 生 產 力が 益々 增大 し、 又 分業に よって (先き の 章で 述べられ たやう 

に) 手工業，、」 商業と が 成立す るに 至って、 始めて 新しい 階級 秩序が 完成され たの だ。 

この 際 注意すべき は、 總て これらの もの は、 階級 相互の 絕 えざる 鬪爭 によって 生じ 

た、 と 云 ふこ さで ある。 殊に、 大 土地の 所有と 小 土地の 所有との 間に は、 數 百年 も 

績 いた 鬪爭が あって、 終に 自由な 小農 階級 は殆 ざ殘餘 なく 滅んで 仕舞った。 勿論 彼 

等 は、 その後 貴族が 滅亡 さ ，れ た 場合に は、 再び 奴隸 から 奮起した。 總て これらの 過 

程 は 凡そ 十二 世紀まで 續 いたので あるが、 その 詳細 は あまり 傳 はって 居らぬ から. 

吾々 は、 それら を 大ざっぱに 見る より 外に 仕方がない。 が、 貴族の 滅亡 以來. 從っ 

て 都^の 有產 者の 成立 以來、 吾々 は 全然 明かに、 新しい 階級 秩序 を、 從 つて 新しい 

社會 秩序 を 造った ところの、 階級 鬪爭の 存在せ しこと を 確言す る ことが 出 來る。 手 

工業 者 は II 旣に 上述した とほり に ——本來 大地 主の 奴隸 であった。 彼等 は、 殆ざ 


果 しなく 續 いた 階級 鬪爭に 於て 地主から 解放され、 さう して 大抵 は 地主 を 都す 力ら 

驅逐 して、 其 處で屢 々支配階級 にさへ 成った。 之に 反し 地方で は、 貴族 は 彼れ の 櫂 

力 を 維持して 居った ので、 今や 中世の 全歷史 は、 市民 對 貴族 間の 鬪爭 から 成り立つ 

こと、 なった。 されば 此の 新しく 成立した 有產 者なる 階級 は、 或る 程度まで 旣に存 

して ゐた 階級の 間へ 突入し、 鬪爭 によって 彼等の 地位 を 奪取し、 さう して 絕 えす 繰 

り 返へ される 鬪 爭——獨 逸で は 根强く 十九 世紀に 至る まで、 卽ち 階級と しての 貴族 

の 地位が 破壞 されて、 資本家が 支配階級 として 其の 地位 を 襲 ふに 至る まで、 繼續し 

た，、.； ころの — に 於て、 その 地位 を 固守した。 總て これらの 鬪爭は 勝手に 發 生した 

のでな く、 又 恐らく 二三の 黨 派の 好 爭 性からで もなくて、 寧ろ 生活 利益 力 きち^ 

裸々 なる 生活の 可能性 そのものが、 種々 の 階級 を鬪 爭に强 ひたので ある。 古き 封建 

社會の 階級 秩序 並びに 權利 秩序に 於て は、 有 產者は 簡單に 生存して 行く 譯に いかな 

かった、 彼等 は絕ぇ やその 秩序 を破壞 し、 又 それに 反抗せ ねばならなかった。 他面 
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にて は 貴族 も同樣 に、 自分 等の 滅亡す る こ，、」 を 欲しなかった から、 彼等 は 此の 古き 

權 禾の絕 えざる 破壞 に敵對 せねば ならなかった。 此の 異なる 階級 相互の 絕 えざる 鬪 

爭は、 初期の 中世から 遙か 十九 世紀に 至る までの、 獨逸 歴史の 內容 である。 【註 1〕 

【註 一〕 悲しい、、 ミ LL は、 此の 書の 範園 では、 この やうに 極めて 面白い 歷 史上の 發 展^、 詳さ に 說明 

する、、 ミ は出來 ない。 が、 若しも、 直接 眼前に 展開す-日々 の 政治的 鬪爭が 時ん. 許して くれるなら， は、 

別 著 『獨逸 終 濟史』 で それ^ 補講す るで あらう。 

* 

総て 上述した ところ は、 過去の 觀 察の 敎 へる ところで ある。 今や 吾々 は 之に 加 ふ 

るに、 現在の 過程 を 見る であらう。 

現代の 社會 秩序 は、 云 ふまで もな く 資本主義 的で ある。 と 云った，、」 て、 資本家 並 

びに 賃勞働 者の 外に、 他の 階級が 存在し ない と 思って はいけ ない。 が、 彼等 は多數 

ではない、 さう して.. I 重要な こと は —— かの 兩階鈒 が、 今日の 社會 では 決定的の 


ものであるで 彼等 は 社會の 本質と 其の 特徵を 決定す る。 彼等の 外に 尙 存在す る 所の 

もの —— 例へば 自由 職業 者、 官吏、 本職の 兵士な ざの やうな もの —— は、 百年 前 無 

產者 階級が 資本家 的 有產者 階級の 附屬 物に 過ぎなかった と 同樣に 多 かれ 少な かれ 

かの 兩 主要 階級の V- ちらかの 附屬 物に 過ぎない。 

この やうに 組織され た社會 では、 勞 働と 資本と は 相互に 階級 鬪爭を 導く。 これ も 

亦、 單に 一 つの 事實 であって、 吾々 が冷靜 に科學 的に 認めねば ならぬ 所で ある。 吾 

々は、 階級 鬪爭は 偶然 的の ものに 過ぎない とか、 又は 社會 民主々 義 的の 『煽動』 に 

よって 發 生した に過ぎない とか、 と 云 ふやうな 偏見に とら はれて はならぬ。 賃勞働 

者が 資本に 使用され て ゐる處 では、 何處 でも 一般に、 彼等 勞働者 は、 曾て 社會 民主 

的の 敎義が 彼等の 耳に 入った か 否が に 全く 關係 なく、 資本に 對 して 階級 鬪爭を 行 ふ。 

基督 敎 的に 組織され た 勞働者 も， 全く 組織され ざる 勞働者 も、. それ を 行 ふの だ。 例 

ゝ 5H スト ライ キが 階級 鬪爭 である こと は、 總 ての 人々 の 認める 所で あらう 。ところ 
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が 甚督敎 的の 勞働者 や 組織され ざる 勞働者 も 亦、 旣に數 十 年 このかた 屢々 スト ラ〜 

キを やって ゐる では 無い か？ しかるに ストライキなる もの は、 階級 鬪爭の 旣に甚 

しぐ 高度の 發展 をな した 形態で あ. る。 資本に 對 する 如何なる 反抗で も、 資本の 支配 

や 利得 をば 勞働 者の 利益の 爲に 制限 せんとす る 如何なる 企で も、 其 等 は 皆旣に 階級 

鬪爭 である。 これ は 以前に は、 極めて 未熟な 種々 の 形態 を 取った。 英國 では 百年 以 

前に、 獨逸 では 稍 後れて、 勞働者 は 機械 を破壤 したり、 工場 を燒 いたりな どした。 

これらが 總て 階級 鬪爭 なの だ。 それ は總て 可能な 方面に、 動もすれば 殆ざ 各々 の 想 

像 も 及ばない 所に —— 外交 政策の 中に， 關稅 及び 商業 政策の 中に、 課稅の 中に、 學 

校 並びに 學 課の 構成な ざの 中に、 發 生した。 I 註 二】 

【註 二】 二 わに 付いて は、 、、の 特別な 題目-」 閼する 社會民 王黨の 文書の 中に、 澤 山の 材料が わる" 勿 

論、 世界 戦爭 前に 書かれた 文書の、、 ミ だ。 

だから 階級 鬪爭 は、 與 へられた 一 つの 事實 である。 それ は社會 民主的の 『B 動』 


な く.. 0 も 依然 存在す る、 それ は社會 民主々 義が 生れる より 数十 年の 昔に、 否數 百年 

の 昔に、 存在して ゐたの だ。 正しく 從來の 歷史の 有らゆる 時代に 於け る 如く、 吾々 

はまた 現代に 於ても 約束す る こ，、」 が出來 るで 反對の 利益 を 有つ 異なった 階級の 存す 

る や、 忽ち 彼等 は 相互に 鬪爭 する もの だ、 と 云 ふこ，、」 を。 

吾々 は これらの 事實 から 何 を 結論す る ことが 出來 るか？ 

曰く、 階級 鬪爭は 過去に あって は、 人間が 依って 以て 社會 秩序の 變 革を實 現した 

ところの 手段であった。 新たに 立た う，、」 する 階級 は、 古くから 勢力 を 振へ る 階級に 

鬪爭 し、 反抗し、 さう して 終に 彼等 を驅逐 して、 一 つの 新しい 階級 秩序 を 造った の 

である。 II 現在に 於ても、 全然 同じ こ W が 起り つ ある。 勞働 者なる 新興 階級 (無 

階級) は 資本家 階級の 支配に 反抗し、 さう して 彼等 を驅逐 して その 勢力 を 粉 

碎 しゃう，、」 する。 

從 つて 勞働 者の 階級 鬪爭 は、 新しい 未来の 社會 秩序の 變 革を齎 すと ころの 手段で 
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ある。 その 際 人々 が爲 さねば ならぬ 活動 や、 又 彼等が 依って 以， て 發展を 『造る』 と 

ころの 活動 こそ は、 卽ち 階級 鬪爭を 導ぐ ころの ものである。 

： これと同じ こと を、 エルフルトの 綱頜は 語って ゐ る、 

『この 社 會的變 革 (卽ち 商品 生產 から 社會 主義 的 生產 への. 推移) は ：：：： 只勞働 

. 者 階級の 事業たり 得る のみ、 何故 なれば、 總 ての 他の 階級の 者 は 彼等 自身の 間に 

，ず、 、\  J -  "、  、、、、、、  ^>^>^>>>>  >  -9  9 

こそ、 互に 利益 を爭 ひつ、 あれ ：…… 現代 社會の 基礎 を 維持す る こと を 以て、 その 

共通の 目的と 爲 すから。』 

卽ち 此の 綱 餛は、 資本家 階級の 內 部に 於て、 種々 の、 屢々 相互す る 利害 を 有つ i 

ころの、 各種の 集圑の 存在す る こと を爭 はない。 それ は あまりに 明かで ある。 諸君 

は 只、 農業、 工業 及び 商業の 異なる 集圑に 付いて、 總て これらの 三 集圑の 中の 大經 

營 及び 小 經營に 付いて、 商業 及び 工業に 於け る 種々 の 分派に 付いて、 又 同一 產業 

部門の 中の 單純 及び 混合 經營に 付いて、 考 へて 見る が 可い。 此等 種々 の 集圑が 有す 


る 利益 は、 決して 常に 一 致しないで、 それら は 能く 屢々 相鬪爭 する。 それ は 『甲の 

梟が 乙の 鶯 である』 ことが， 明かに 表 はれて ゐる ところの、 關稅 及び 賀易 政策の 問 

題に 於て、 特に 明かで ある。 が、 總 てこの やうな 鬪爭 は、 利潤の 分配に 關 する 鬪爭 

である。 各々 の集圑 は、 出來る だけ 多くの 利潤の 分配 —— 彼等が 只 他の 集圑 のみ 

から 奪 ひ 取る こ さが 出來 ると ころの i I を 得 やうと する。 けれ V- も 彼等に は 其の 鸫 

てに 共通す る 利益が あって それ は 一 現代 社會の 基礎』 たる 利潤 一般が 維持され て 

居り、 而も それが 出來る だけ 大 である ことで ある。 何故 なれ ばゝ 總體の 利潤が 大な 

るに， つれて、 各種の 資本家 集圑 間に 分配 さるべ きものが 益.々 多くなる からで ある。 

ところが 利潤の 維持 は 掠奪の 維持 を、 卽ち 社會的 不幸の 維持 を 意味す る。 從 つて 勞 

働 者の 利益 は、 一般に 利潤の 排除 を 要求す る。 さう して 此の 場合 こそ、 總 ての 異な 

つた 資本家 集圑 が、 彼等 相互の ft 部の 鬪爭 に拘ら す. • 一  致 結合して 勞働 者に 當 るの 

である 。睃 等が V> うして、 自分 達が 座る ところの 枝 を、 ：斷ち 切る の を 手助けす るで 
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あらう か，. 有產者 ^鈒の ざの 部分 かい、 いっか は 無產者 階級 を 階級 鬪爭で 助ける 

であらう W 望む の は、 子供ら しい M 御 mo: 社會 秩序の 變革 は、 勞働者 階級の 事業た 

り 得る のみ だ。  . 

*  *  ， 

かの ュ ，フルト 綱頜の 敎義に は、 更に 他の 重要な 思想が 存 して ゐる、 社會 秩序の 

變革、 卽ち 資本の 支配と 利潤，、」 の廢 止、 —— これの みが 勞働者 階級 を 解放して、 社 

食 問題 を 解決し 得る ので あるが I それ は 人工的 手段に よって 達せられ 得な い。 ^ 

はつい 先き に、 資本家 階級の 異なる 部分 は、 個々 の 問題で は屢々 互に 烈しい 鬪爭を 

やる もの ださ 云った。 資本家 集圑が 互に 戯れに やる この やうな 鬪爭 を、 勞働 者の 爲 

に 利用し やうとの 考 へが ある。 その やうな 作戰に 於て は、 有 產者的 外交の 本質が 明 

かに 存 して ゐる。 世界 戰爭 がその 適例 だ。 もと^-. 吾々 の考 へで^、 獨 逸と 填 a 

4, かの 偉大な 敵の 優勢 を 支へ る こと は出來 ないで あらう さは、 分り切った こ i 


であった。 ，、J ころが 其處 に、 有 產者的 見解に よる，、」、 外交 —— 敵國 側に 存在す る 利 

益の 衝突 を 利用して、 彼等と 異なった 勢力の 集 圑化を 導き出し、 さう して 獨逸 帝國 

に ョ リ 多くの ョ リカ 强ぃ 聯邦 圑體を 得さし める さ ころの. I なる ものが あつたので 

あらう。 それに も 亦 一 理が ある。 世界 戰爭は 各國の 資本家の 利益 對立 によって 發生 

したが、 それ は 資本主義の 支配す る 限り、 避ける こ，、」 は出來 ない。 と 云って、 戰爭が 

正しく 此の 形態 S 此の 勢力の 集圑 化と で爲 されねば ならなかった、 と 謂 ふので はな 

い 。例へば、 獨 逸と 露西亞 との 間に は 云 ふ ほざの 帝國 主義 的の 對立は 無かった し、 

又獨 逸と 佛蘭 西との 對立は * 佛蘭 西と 英吉利 S の對 立よりも、 決して 大きく は 無 か 

つた。 それに も 拘らす 英吉利の 外交が、 獨 逸に 對 して 斯 くも カ强ぃ 聯合 を 形成す る 

ことに 成功した の は、 實に 大部分 は、 獨逸 外交の 特別の 不 巧妙の ためであった。 

ところで 多くの 人々 は、 階級 鬪爭の 戰術を も 丁度 この やうに 解して ゐる？ 彼等の 

意見に よる，、」、 階級 鬪爭に 於ても、 指導者の 巧みな 外交 や、 勞働 者に 都合よ き 法律 
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を 制定す るた め 議會で 過半 數を 占める 結合 や、 又は 敵の 地位に 存 する 弱點 をば、 ロハ 

だ議 會の掛 引に よっての み 利用す る ことな V- が 問題 S なる。 で、 彼等 は、 總てを 指 

導 者の 手に 委ね やうと する。 之に よると 勞働 者の 活動 はゝ 只 出来るだけ 堪能な 指導 

者 を擇ん で、 何時 にても 彼れ の 瞬き 次第で 議會 へ なり 示威運動な ざ へ の 用意 を 整 へ 

て 置き、 さう して 彼等 を 自由に 行動せ しめて-その 賢明な 外交的 手腕 を 妨害して はな. 

らぬ、 ，、」 云ふ點 のみに 存 する ことになる。 これが 修正 派社會 主義の 心髓 をな す 思想 

で、 最近 世界 戰爭の 二十 年 前に 獨 逸の 社會 民主々 義の 中に 勃興し、 漸次 社會 民主 黨 

內の 正則の 秘密 外交と なった ので ある。 かぐて、 總ては 二三の 少數の 指導者から 成 

る 秘密 會議で 決定され、 勞働 者の 集圑 は、 只 指導者の 命令 を實 行す るた めに、 存在 

する に 過ぎな くな つた。 

此の 戰術 は、 資本主義 的國 家の 戰爭ゃ 又は 資本主義 的黨派 間の 鬪爭 と、 資本に 對 

する 勞働 者の 階級 鬪爭 との 間の、 根本的 差別 を 全く 忘れて ゐる。 例へば 世界 戰爭 で. 


は 勢力 を 結合して 集團 化する こと は、 事實 大部分 は 外交 家の 能力に 依存して ゐ た。 

さう 云った かけで は 少し 不満足で ある。 卽ち獨 逸の 外交が、 內 部の 戰爭 によって 腐 

敗し^つ た" ブ ス ブ ルクの 君主 國 よりも、 もっと 力強い 同盟 者 を 願った であらう さ 

は、 吾々 の 善く 想像し 得る ところ だ。 が、 少ぐ VJ も 五十 年 進んだ 發展 は、 獨逸 をし 

て 奧匈國 を 固持せ しめたの である。 これによ つて、 只 これによ つての み、 獨逸は 露 

西亞と 衝突した。 だから 有 產者的 外交の 範圍、 卽ち 所謂 『偉大な』 政策の 範 園に 於 

て さへ、 個人の 能力 は 唯一の 決定的 要素で はない。 旦っ又 吾々 は、 資本と 勞 働との 

階級 鬪爭に 於て、 すべての 資本家 集團 をして、 常に 繰 b 返しつ、 一致して 勞働 者に 

敵對 させる もの は、 最後の 偉大なる 決 的 利益. * 卽ち 利潤の 維持に 付いての 利益で 

ある こと を、 決して 忘れて はならぬ。 結^と 援助と は、 妥協に よって 獲得され る。 

獨逸 政府 は、 英吉利に 打ち勝つ ために は佛蘭 西 さの 妥協 を、 又は 之に 反し 佛蘭 西に^ 

對 して は 英吉利との 妥協 を 申し出 づる ことが 出來 た。 併し、 勞働 者の 指導者が 眘 

S 九阜 發展 S 槪念： 階 絞鬪爭  一-^ ナ 
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本と 妥協し やうと する や、 彼等 はいつ も 忽ちに、 利潤 を保證 する もの を 認めねば な 

ら ぬので >  彼等 は 無産者の 階級 鬪爭の 目的に 反逆す る。 さう して 此の際 行 はれる 此 

の やうな 妥協 こそ は、 資本家の 遙 かに 强ぃ 共同 利益と 共屬的 感情と を動搖 させ 得る 

であらう ほざに、 偉大で は 決して あり 得ない。 

それ だから、 修正 派の 戰術 たる 妥協 は、 事實 長い 年月 を蹌踉 して 來- て、 勞働 者に 

最少の 利益 を も 資さなかった ので ある。 階級 鬪爭は 決して、 指導者に よって 造られ 

得る もので ない。 如何に 天分の 惠 まれた 人で あっても、 —— 假令 彼等 は 勞働者 階級 

から 身 を 立てた 者で あらう とも、 又は 同情して 民衆の 中へ 飛び込んだ 者で あらう と 

も、 彼等で は 資本家 的社會 秩序 を 排除す る こと は出來 ない。 それ は ひ sb、 勞働者 

自身が 爲し 得る。 それ は 只、 彼等 自身の 事業たり 得る のみ だ。 

氺 

若しも 階級 鬪爭 が、 新しい 社會 秩序 を 造る ための 手段で あり、 さう して 勞動者 は 


階級 鬪爭を 以前から 行って 來 又 それ は社會 民主 黨の 助力な くして、 それより もす 

つと 以前から 存 して ゐ ると するならば *  I. 畢竟、 社會 民主 黨は 無用 長物で はな 

いか？ それとも 階級 鬪爭に 於て、 それ は 何事 か を爲し 得る のか？ 

階級 鬪爭の 行 はれる 方法 如何によ つて、 卽ち 目的の 意識な しに、 計畫を 立てす、 

まち. に、 浪費 的な のさ、 或は 規律 的に 目的 を 明かに して 行 はれる のとに よって、 

大きな 差別が 生じて 來る。 階級 鬪爭は 計畫 なきに つれて、 その 効力 は^々 少なく 

又 益々 多くの 力が 無駄に 犠牲に される。 

B 產 者の 苦痛 は 昨今の ことで なぐ、 從 つて その 苦痛に 對 する 反抗 も、 すっと^ 前 

ヽ から 存在す る。 が、 この 反抗が 計畫 なしに 生じて ゐた間 は、 それ は 支配階級に，、」 つ 

て 何等の 恐怖で もなかった。 それが 激發 した 時には、 一 度に 勞働者 階級の 勢力 は 打破 

されて 仕舞 ふ。 警察の 一 干涉、 一 對のド ラ コ 的 判決、 或は 高々 一 度 軍隊 を 召集 すれ- 

ば、  それで 全く 十分であった。 ところが、 殆ざ 五十 年 このかた、 社會 民主 黨は、 只 
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煽動す る のみでな ぐ、 《 織 化する ための、 卽ち 無産者の 勢力 を 相互に 排列して、 ^ 

序 的に 共同 的の 活動へ 綜合す るた めの、 仕事に とり か、 つて ゐ た。 これ は 皆^ 鬪爭 

に 一新 生面 を 聞いた ので、 始めて それが 支配者に とって 恐し いものと なった。 ^等 

は 恐ら ぐ これ を 明かに 意識して 居らなかった が、 それ 以來 極めて 明かに 强く 感じて 

來た。 だから 彼等 は (、世界 戰爭 前！)、 狂信的に 社會 民主 黨を 嫌った の だ。 彼等 は 正 

確に 看取したり、 正確に 示す こと は出來 なかった が、 而も 彼等 は 極めて 決定的に 無 

i 者の 勢力が その 綜合に よって、 その 秩序 的 結合に よって、 卽 ち社會 民主 黨の 活動 

そのもの によって、 益々 强 ぐなる こ V」 を 感じた ので ある o 

事實、 社會 主義 的 社會を 導き出す に は、 直接の 人爲 的の 細工で は 何う しても 駄目 

なので ある。 寧ろ 吾々 が爲し 得る 唯 一 の もの は、 階級 鬪爭 を- 卽ち 資本に 對 する， 膝 

產者 階級の 反抗 を、 II それ は、 吾々 が 居らなくても、 旣に 存在して ゐた ところの K 

技で^ る 力  出来るだけ 有效に 構成す る ことで ある。 この 事 は 亦た © 導 者の 人爲 


的 芋 段に よって 行 はる、 もので はなく， 矢張り 多 衆が 自身で やらねば ならぬ もので 

ある。 さう して 其れ は實 に、 無產者 階級の 有つ 諸 勢力 を計畫 的に 綜合し、 且つ 彼等 を 

ば 階級 鬪爭が 依って 以て 發生 する 所の 鬪爭 目的物に 導く こさに よっての み、 卽ち吾 

々が 組織と 呼ぶ 所の ものに よっての み、 行 はれ 得る。 W ころで、 多 衆が これ を爲 すた 

めに は、 彼等 は 經濟關 係の 知識 を 有たねば ならぬ し、 又 彼等 は， 自己の 不幸が 資本 

主義 的經濟 から 流出す る こと や、 これに 對 して は、 結合され た突擊 によって のみ 敵對 

し 得る こと を、 洞察せ ねばならぬ。 この やうな 知識 は、 說明 ゃ宣傳 によって 彼等に 

傳 へられる。 で、 吾々 が 勞働者 階級の 解放の 爲に實 際爲し 得る 總て のこと は、 實の 

i ころ 宣傳と 組織化と に 限定され るの だ。 

以上の こと をば、 ヱ ダ フルト 綱領 は 次の やうな 言葉で 明言して ゐ る^ 

>>»  ««>>>>>^>  、、、  、、； '、、、、、、、  /»、0、 、、、卜 

『勞働 者 階級の 此の， 鬪爭 をば 一個の 意識的 且つ 統一的の ものと 爲し、 これに 向 

つて 自然 的 必然の 目的 を 指し示す こと —— 是れ 吾が 社會 民主 黨の 職^で ある。』 
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* 本 * 

以上 ェ だ フルト 綱頜 から 引用され た 三つの 敎義 は、 兹 にもう 一 度 排列され ねばな 

ら ぬが、 それ は科學 的社會 主義の 理論的 思惟 過程 を 含んで ゐる。 卽ち 次の 如くで あ 

る、 

1 我々 の 目的 は、 『生產 手段に 關 しての 資本主義 的 私有財産の ……： 社 倉 公共 的 

財產， への 推移、 及び 商品 生產 の社會 主義 的 …；. . 生產 への 變化』 である。 

2 『此の 社 會的變 革 は ：：：： 勞働者 階級の 事業たり 得る のみ、 何故 なれば、 すべ 

ての 他の 階 殺の 者 は 彼等 自身の 間に 於て こそ、 互に 利益 を爭 ひつ、 あれ、 ：…… 現 

代 社會の 基礎 を 維持す る こと を 以て、 その 共通の 目的と して 居る から。』 

3 『勞働 者 階級の 此の 鬪爭 をば、 一個の 意識的 且つ 統一的の ものと 爲し、 之に 

向って その 自然 的 必然の 目的 を 指し示す こと —— 是れ 吾が 社 倉 民主 黨の 職分で あ 


第 九 章 社會 主義の 未來國 (その 一 ) 

社會 主義の 目標 は何ぞ やと 尋ねら る、 時、 それ は生產 手段の 私有 廢止 だ、、」、 卽座 

に 答 へらる 、ことが 屢々 である。 併し その 答 は、 吾々 の說 明が 示した やうに 正確で 

ない。 私有 廢止は 目的に 對 する 一 の 手段に 過ぎない。 社會 主義 は 之に 依って 社會 

か^の 變革 をな し、 資本家 的の 社會 秩序 を廢 して、 社會 主義 的の 社會 秩序. を實 現し 

やう ミ云 ふの だ。 只社會 秩序 は 直接に 經濟 方法に、 卽ち 生產に 依存して るから. 生 

產を變 革す るなら ば、 それと 共に 社會 秩序の 變革も 亦現實 される 譯 である。 だから 

社會 主義の 目標 は 詰り 社會 主義 的 生 產の實 現に あると 云うても よい。 それ をュ 〃フ 

〃トの 綱領に は、 nl^4i 產の 社會 主義 的 生産への 轉移』 と 云 ふ 言葉で 言 ひ. 表 はして 

ある。 

» し 『社會 主義 的 生產』 と は 何 を 意味す るか？ 社會 主義の 反對者 は、 之に 付い 
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て社會 主義者の 側から、 未だ 曾て 十分な 說 明の與 へられて 居らない こと を 主張し、 

且つ 彼等 は 此の 缺陷 を充 さんがた めに、 社會 主義の 『未 來國』 について、 自分勝手 

に 酷い こ s^- もを算 へ 立て， 社會 主義に 對 し出來 得る 限りの 反感 を 唆らん として. Q 

る o 就中 最も 有名な の は、 自由 黨の頜 袖 オイゲン • リ ヒタァ (一 九 〇 三年 死去) の 

書い おもの だ。 彼 は 一 九 〇 三年に 『社會 主義者の すがた か』 【註 二  i 題す る 小冊子 

を 著 はした が、 彼 は I さう して 根本に 於て は、 彼れ と 一緒の 有產者 階級 全體 は— 

I その 中で 社會 主義 的 生 產が實 現せら る、 と、 斯んな 風になる、、」 云 ふこと を、 色々 

に-書き立て、 ゐる。 今 その  一 二 節 を 引用して， 彼が どんな 風に 考へ たか、 その 一 斑 

を 示さう。 

【註 j  〕  sozialistenspiegel.  Berlin  1903.  Verlag  von  o.  Gartz,  Berlin,  Zimmerstr.  8. 

(四 一— 四 二 頁) 『私有財産 ：…… 社會 民主々 義の 未來國 では、 生產 手段に 對 する 私 

有 櫂が 最早 や 認められて 居らぬ から. 抵 當證、 公債 證書、 株券- 狞金簿 その他 


類似の 貸借 證に對 する 私有 は 存在し 得ぬ。 從 つて 私有 權 及び 相 續櫂 は、 必然的に 

直接， 人的 使用に 供す る もの、 みに 限られる。  

..『& 會 主義の 國 家に 於て は、 生 產は國 家の 計算 を 以ての み 行 はれ、 何人も 國 家お 

外から 生活 手段 を 受け入れる こと は 出来ない の だから- 從 つて 各個 人 は (婦人 0 

も 含む) いむ^き かき かかい、 ^^の 指定した 通りの 勞 働に 服し な 

、、、、、、 

ければ ならぬ。 • 

『勞 働の 收 益の 中から 差 引かる 、もの は、 生產 費、 損害、 及び 共同 經濟 に屬 する 

勞働 手段 並びに 生產的 消耗品の — 卽ち 資本の —— 維持 又は 癀 張に 必要なる 費用 

である。 その 殘 りの 或る 部分 は、 國 家の 設備 ( 何人も 無償に て 利用 し^る 國 家の 

營造 物) に充當 せられ、 他の 部分 は、 各個 人の 間に 分配 せられる。 "各個 人の 割前 

^(^^^^^ さう でなかったならば、 不用に 屬 する 享樂 手段 を 

集積す る ことによって、 再び 私^ 資本の 發生を 見る に 至る 喾 だから。 
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、『：、.：、. 此の 書 -べ ー ベ ルの 「 婦ぇ 論- を 指す) による,」、 ^き ^^P4 ク い^^ま 

者に 對 して 均 一 であるで 家庭の 生^ は 夫婦の 共同生活に 限られ、 子供 は國 費を以 

て、 特別の 設備 內で 養育され る。 食物の 調理 は 中央の 設備に よって 行 はれ、 着物 

の 洗濯 や 修覆も 亦同檨 である。 ：…… 』 

(二 四丄 一 六 頁) 『社會 民主" あきも^ 0( 著者 は先づ カク ツキ 

II 菌 題に 關 する 著書 sf れる 全ろ— 卽ち、 あらゆる 8 的 衝動 か 

ら 離れた る 未 來國に 於け る 家庭生活が、 如何に 美しき もので あるか を 描け ると こ 

ろの n を 引用して、 さて 言 ふやう) 、カク ツキ ー は 極めて 美しく 未 來國の 家庭 生 

活を 叙述し、 有らゆる 考へ 得べき 事抦を 想像して ゐる P 併し 社會 民主々 義の 未お 

國の實 際の S ころ は、 彼れ の 云 ふやうな もので ない。 カク ツキ ー の 言 ふ ところに 

依る と、 將來 各個 人 は 各自の 家庭に 於て、 『愛の 生活』 を爲し 得る と 云 ふこと だ。 

ところが 其れに は 各自の 子供が 屬 して ゐ なければ ならぬ 喾 だが、 しい もべ— く  V 


の 『s 人 論』 によると， 恰も その子 供 等 は、 全然 兩 親から 離され、 國費を 以て 北ハ 

同 的に 養育され るの だ S 云 ふこと だ。 もし さう でなかったなら、 家族の 有する 子 

供の 数が 異なる に從 うて、 不平等の 狀 態，、」 不平等の 要求 とが 成立す るから、 それ 

は社會 主義の 立場から 許されない 箬だ。 だから 兩 親の 家庭へ 小 供が 歸 つて 来る の 

よ、 ^いぐい^ lli に 限られる ので、 丁度 今日の 幼年 學 校の 生徒と 同じ やうな 譯 

になる 0 

『なほ 家族が 一 緖に 自分の 家庭で 食事 をす ると 云 ふやうな こ，、」 は、 日曜日で あら 

うと 其の 他の 曜日で あらう，、」、 それ は 勿論 出來 ない 相談 だ。 ：…… 各 家庭の 臺 所の 

代りに、 中央 食物 供給 所と 云 ふやうな ものが 出來 るの だ。 ……： 家庭の 生活 は 必要 

已むを 得ざる もの だけに 限られる 。( ベ 1 'ベルが その 「婦人 論」 の 一八 六 頁に、 さ 

う 書いて ゐる )。 乃ち 中央 食物 供給 所に 次いで は 更に 中央 洗濯 所が 出來、 洗濯物 は 

其處で 機械的 化學的 方法に より 洗濯され 乾燥され、 整 へられる と 云 ふこと にな 
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る。 【註 二】  . 

【註 二〕 オイゲン •  タ ァは晚 年まで 獨身ギ -活ぁ 送って ねた。 もし 吾々 の 記憶 違 ひで なければ、 彼 

は 何んでも 六十 三 歳に なつて 始め ズ 結婚した 人 だ。 だから 『家庭内に 於け る 洗濯 b が ざん なに 面倒な も 

の だか、 彼 は袷ビ 知らないら しい。 寧る 彼 は 之^ 以て、 家庭 內に 於け る 1 種の あ 祭の やうに 想像して ね 

て、 それで 家庭で 洗濯^し なくなる、 ぶ」^， 一大 犧 牲ミ考 へて. Q たの だら う。 

『さて 子供 も 居らす、 大人 も 朝 晝晚と 三度ながら、 家の外で 食事 をす ると 云 ふこ 

ざに なれば、 カク ツキ ー の 云 ふところの、 未來の 家庭に 於け る 自由な 生活と して 

何か殘 るか？  丁度 今日の 下宿 生活の やうな もので はない か。 否な 今日の^ 宿 生 

活 では 少 くも 朝飯 は內で 取られる し. ざう かする と 夕食 も 外で 取らす に濟 むこ 

とが ある。 カク ツキ ，は、 未來の 家庭に 於て は. 社會 民主々 義者は 『彼れ の 友達』 

を も 生活せ しめ 得る と考 へて ゐ るが、 併し 友達が 來てゐ て も、 それに 對 して 冷い 

物 も S い 物 も * 食物 も飮物 も、 なんにも 饗應 が出來 ぬと あって は、 此の 家庭に 於 

ける 『友達との 生活』 は、 それ は 友達に V」 つて 殆ざ飢 を 意味す る もので、 殺 a 景 


極まる 話 だ。 

『夫が その 勞働を 終へ て 內に歸 つても、 細君が その 時 內に歸 つて ゐる かざう か"、 

必ずしも 請 合 はれぬ" 何故ならば、 ま 君 も その 勞働 義務 を果 すがため に 外出し な 

^v^, しかも 其の 勞働 義務 を 終へ る 時刻 は、 夫婦 互に 相違す る ことが 

Mb 辱る からだ。 なほ カク ツキ ー によると • 未 來國の 人々 は、 讀 書したり、 科學 

、上 及び 藝術 上の 創作 をしたり する こ，、」 にっき 自由 だ. と 云 ふこと だ しかし 其れ 

が爲 めに は、 吾々 は先づ 書物 を 手に入れなければ ならぬ。 しかるに 社會 民主々 義 

の國 家に 於て は、 書物 を 買 ふこ S が出來 ない ので、 たかぐ 大圖書 館から 借 トク 

れ 得る だけの こ，、」 だ。 又 科學上 及び 藝術 上の 仕事に 關 して は、 只科學 及び 藝 術に 

關 する 家庭の |而 要に 對 しての み、 それが 認容され るに 止まる。 何故と 云 ふに、 i 

會 民主々 義の國 家で は、 ^^かい llui^ でも、 外部に 向って 獨立 的に 生產 する： 

い^^お^ ム^"^ i い^。 若し それ を 許す，、」、 一 部の 學者藝 術 家が 許し 難き 金 
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を 儲け 名譽を 得て。 人々 の 生活 狀 態の 上に 不平等 を來 たし、 場合に 依って は 新た 

なる 資本家の 一 階級 を 成立せ しむる に 至  る から ビ。 

『之 を 要するに， 未來の 家庭 は 宿屋と 少しも 變ら なくなる。 ：：；： が、 そ^で 結 誇 

だ、 何 S とい ふに、 今日 吾々 の考 へる ドー ころの 家庭なる もの は、 その ま、 保存 さ 

れる ことになるから。 さう して これ は、 各人. の 知る 如く 社會 民主々 義の未 來國で 

は、 すべての 下女、 下男 又は その他の 「家僕」 は 無くなって 仕舞 ふので あるから、 

未 來國に 於け る 幸福な 金持ちに とって は、 容易なら ぬ こ，、」 になる であらう o …：： = 

(五 九 —六 〇 頁) 『監獄 國、 將來萬 一社 會 民主々 義の國 家が 實 現されたなら、 それ 

は 一個の 監獄 國 になる だら う。 全 生 產を國 家の 手で 行 ふ 結果 は. 生產 超過の 豫防 

のた め、 國家は 職業 並びに 勞働 場所の 自由 i 擇を 禁止し なければ ならな ぐなる。 

各人 は國 家の 命じる ところに 從 つて、 一 定の 仕事 を 一定の 場所で しなければ なら 

ぬ。 かくて 職業に 關 する 個人の 自由 は 全然 蹂躪され て 仕舞 ふ。 同時に 又、 國 家が 


消費 を 調節す ると 云 ふこと も *  I - 需要 以上 に生產 される，、」 何時でも 起って 來る 

ヾ」 ころの 大損 害を豫 防す るた めに、 — 是非 必要に なって 來る。 しかるに 國 家に 

よる 消費の 調節 は、 生活 享樂の 種類に！； する 自由の 選 樺 を 蹂躪し、 各個 人 を 全然 

奴隸 化して 仕舞 ふ。 —— 要するに 今日の 監獄が 社會 民主々 義の未 來國の 手本で あ 

る。』 

しかるに 『未 來國』 に關 する 此の 種の 描寫 は、 啻に 反 對黨の 煽動 文書に 現 はれて 

ゐ るの みならす、 有產 者の 學問的 文献の 中に も 現 はれて ゐる。 一例と して マイヤ ァ 

の 百科 辭典に、 共産主義の 說明 をして ある 所 を 見る，、」、 次の 如く 書いて あるで 

『共產 主義の 特徵 とする ざころ は、 人間の 幸福 及び 正しい ノ ル マ ，な 社 會狀態 は、 

各個 人の 無 條件的 平等の 成立す る 所に 存す、 S なす 點 にある。 從 つて 共產 主義の 

社會に は、 經濟 上、 社會上 政治 上に 於て 如何なる 種類の 差別 をも存 する ことな 

く？ さう して 勞 働の 負 擔ゃ、 所得， や、 享樂 は總て 平等になる。 社會は 此の 目的の 
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ために、 各人の 經濟的 活動 を 規律す る 一 の 機 關を耍 求す る。 ^ の 機 關は財 產圑體 

の 上に 置かれね ばなら ぬで 總 ての 生產 手段 及び 享樂 手段が 總體の 所有に 屬" るか 

らだ。 そこに は 私有 權 なく、 又 相續權 もない。 社會が 平等の 原則に 從 つて、 物 財 

の 生產、 分配、 消費 を 規定す る。 勞働 能力 ある 者に は 總て勞 働の 强 制が ある。 子 

供の 養育 は 共同の 費用で 平等に 行 はれる。 總 ての 共產 主義者 は 此の 思想 範圍を 動 

いて^る。 勿論 個々 の點に 於て は、  ： 互に 相違して ゐる所 も ある。  或 

者 は (科學 的社會 主義者 を 指す： 共產 主義 をば 大きな 一個の 中央 集 植的國 家で 實 

現し やうと して ゐ るが、 此の 場合に は 中央の 官吏が、 恰も 人形芝居に 於け る 人形 

^  ^  ^  >  U- -  >  >>>>>>>>>>>>>>>> 

を 操つ る 如くに、 總 ての 個人の 行爲を 指揮す るの だ。  』 

終りに 臨んでも う 一 つ ゲ オルグ • クェ ー ベルの 世界史 略 (第一 五卷、 第一 部、 

七 四 〇 頁) が、 國民 自由主義の ー選擧 新聞に 基いて、 如何に 『社會 民主々 義の國 家』 

を 叙述して 居る か を 引用し やう。 


『農民 は 最早 や 自己の 田畑で 何物 も 求める こと は出來 ない。 工場 主 は 無くなり， 

その代りに 國 家の 任命した る 官吏が 現 はれて、 總 ての 者 卽ち國 家の 計算に 於て、 

工場 を經營 する。 ：：：： 財產 權は廢 止されて 仕舞 ふ。 各人 は 自己の 責任で ある 筋肉 

勞 働の 傍に、 藝術 及び 科 學に從 事す る ことが 出来る。 け リま、 この やうな 精神 

的勞 働に 向って は、 全勞 働の 收 獲に 對 する 分割 は 少しもない、. それ は、 勞働 者の 

汗に よって 自己 を 養 ふこ W になる からだ。 だから 未來國 では、 學者 も藝術 家も殆 

ざ 居らない。 又社會 民主々 義" 國家 では、 嚴 格な 意味での 商人 は存し 得ぬ。  

社會 民主々 義の國 家で は、 又 一人の^ 侶 も存し 得ぬ、 何故と いふに、 社會 民主々 

義者 は. 彼等が しばく 認容す る 如くに 無神論者で あるから だ。 ：… …結婚 は 愛が 

續 いて ゐる間 だけ 締結され る 卽ち 定期 結婚が 行 はれる の だ。 子供の 養育に 付い 

て は、 兩親は 心配す る 必要がない、 それ は國 家の 義務で ある。 男女 は 互に 愛を感 

する 時に、 勝手に 一 緖 になり、 又 分れる の も 彼等の 勝手 だ。』 
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*  本 

吾々 が 今、 此 等の 文章の 底に 橫 はって ゐる考 を剝ぎ 出して 見るならば、 先づ 次の. 

如き ものである。 

蠢 

もし 利潤 を 得る ことが 出來 なぐなる ならば、 私人 は 其の 資本 を生產 のために 使用 

する ことに 何等の 利益 を 有た なくなる、 私人の 企業 は 無くなって 仕舞 ふ。 從 つて 

一 ^の 生產業 は、 國 家の 官吏に よって 經營 される ことになる。 國家は 唯 1 の 企業家 

になる の だ。 さう する，、」、 國家 又は その 局に 當 つて ゐる人 々が、 恐るべき 藝カを 各 

個人の 上に 有する こさ、 なり、 其の 結果、 現在 及び 過去の 一 切の 暴政 は、 單 なる 兒 

戯に 類す る こと、 なる だら う。 何故 さいふに、 さうな るぐ J , 各個 人 は 生活す るた め 

に、 國 家の 官吏の 命令に 從 つて、 その 指揮の 下に 勞働 する こと を餘 儀な ぐされ るか 

らだ。 啻に それば かりで ない。 國 家の 官吏 は、 消費と 生產 とが 互に 合致す る やう 常 

に 注意し なければ ならぬ ので、 啻に 生產 及び 勞 働に 關 して、 人々 を 指 軍して 型に 嵌 


めて 行く だけで は濟 まない。 彼等 は 消費に 關 しても 心を勞 さなければ ならぬ。 彼等 

は、 各個 人に 向って 何 を ざれ だけ 消費し 得る か を指圖 しなければ ならぬ。 さう でな 

かったならば、 餘 りに 多く 消費され て、 其の 結果 缺乏 锇を 生じなければ ならな 

くなる。 又 或る 品物 は 消費者が 十分に ないた めに、 持ち越した 殘物は 腐って 仕舞 ふ 

と 云 ふこと な V- も、 起り 得る。 だから 消費に 對 する 官吏の 絕間 なき 干渉が、 是非と 

も 必要に なって 來る。 かぐて 一 切の 個人的 自由 は 其の 跡を絕 つ。 

まだ 其れ だけで はない。 官吏 は、 r 總 ての 人に 向っての 平等の 權利』 と 云 ふ 原則に 

從 つて 行動す るの 外 はない の だから、 その 結果 彼等 は * 各人に 向って 平等の 勞働量 

さ 同数の 勞働 時間と を 課し、 又 各個 人に 向って 平等の 消費 を當 てが はなければ なら 

なくなる。 各人 は 丁度 同 一 の もの だけ を、 又 その 丁度 同じ 分量 だけ を、 獲得す る こ 

i が出來 る。 從 つて 人々 の 一 切の 個性 は 無くなり、 總 ての 個人的 差別 は 消 減し、 總 

てが 寂寞た る 灰色の 平等 化の 裡に 沈沒 して 仕舞 ふので ある。 
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數十年 このかた、 以上の 如き 非難が、 社會 主義の 『未 來國』 を 恐し いものに 忍 は 

せる 爲に、 絕 えす 爲 された ので ある I それによ る S 、『未 來國』 に 於て は、 固 人的 自 

ft 並びに 個性 は 全然 跡を絕 つと 共に、 あらゆる 個人的の 企業 的 精神 や 向上 的 努力 も 

ひとりでに 廢れて 仕舞って 一 般に 有らゆる 人間的 活動 を 永久に 中止して 仕舞 ふ喾 

である 0 

吾々 は此 等の 非難 を說き 明かさねば ならぬ。 今、 科學 的社會 主義 は、 お 等に 對し 

て 何と 答 ふ ベ きで あるか？ 

もし 社會 主義者が 意地 惡く 出る 積り ならば、 答 辯 は 極めて 簡單で 濟む。 それ は W 

うだ — 假 ひ反對 論者の 言 ふが 如くで あっても、 勞働者 階級 は 之に よって 何等， ！y ふ 

i ころがない、 何故と いふに、 社會 主義の 世の中に なったら 斯んな 厭な 事が 起る と 

言って、 反對 論者の 列べ 立て、 ゐる こと は、 勞 l^pi いち ^ 資本主義の 現在 國家 

に 於て 己に 存在し つ ゝ ある ことなの だから。 念のため 一 應 調べて 見 P うい！ 


第一 に、 社會 主義の 世の中に なったら、 職業 及び 勞 働の 場所 を 自由に 選擇 する こ 

i が出來 なくなる、 ，、」 云 ふの だが、 しかし 今日 誰が 其 等の 自由 を 有って ゐ るの か。 

それ はき 程 工合 善く 金 持の 兩親を 選んで 生れ 落ちた 少数の 者に 限られる。 總て其 他 

の 者 は、 相應有 福な 家に 生れた 者で も、 其の 職業 を 選擇 する に當 つて は、 先づ 第一 

に 其れで 食って 行ける か 何う か を、 考 へて 見なければ ならぬ。 況ん ゃ勞働 者の 子に 

なる ざ、 敎育を 受ける だけの 金がないの だから、 職業の 自由 選 擇なざ 云 ふこ，、」 は、 

頭から 問題に はならぬ。 鑛夫ゃ 車夫の 子 は、 親父，、」 同じ やうに、 矢張り 鑛夫ゃ 車夫 

になる までの こ W だ。 勞 働の 場所に しても、 決して 滕 手に 選擇の 出来る もので はな 

い。 何處 でも、 仕事 さへ あれば、 それで 悅 ばな れ ばなら ぬ。 

第二に、 社會 主義の 世の中に なったら" 消費に 闘し * 生活の 享 樂に關 し、 自由の 

^i^^^ いいなる、 とい ふの だが、 今日 普通の 勞働者 は、 誰も そんな 自由 を 有つ 

てゐ ない。 上等の 肉 や 甘い 酒が 欲しい と 思っても、 芝居 > ^たい 音 樂を聽 きたいと 
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思っても • 保養 や 見物の ために 旅行した いと 思っても * 金がないので 其の 自由 はな 

い。 今の 世の中で 消費の 自由 を 有って ゐ ると いふの は、 それ は 金 持に 限る の だ。 貧 

乏な勞 働 者 は、 夙く に 消費の 自由 を 失って ゐ るの だから、 社會 主義の 世の中が ざ ん 

なになる と 言 はれた ところで、 彼等に は 別に 恐る、 必要 はない。 

又反對 論者 は、 社會 主義の 世の中に なったら、 相 續權が 無くなる ぞ！ と 言って 

吾々 を 脅かす けれ ざ も、 その 日./^ を 食 ふに 困って ゐる勞 働 者に、 それが 何ん の 問 

題で あらう ぞ。 

或は 又、. 社會 主義の 世の中に なったら. 人々 が勞 働の 義務 を 課せられる がた めに、 

妻の 勞働 時間 は 恐らく 失の 勞働 時間と 一 致しないで、 彼等 は 幾日も 幾 週 も 顔 を 合さ 

ないやうな 場合が 起る 1 云って、 更に 吾々 を 脅かさう とする けれ V- も、 そんな 議論 

をして ゐる 先生方 は、 數 萬の 勞働 者に 取って、 其れが 夙ぐ の 昔に.. 彼等の 現狀 にな 

つて ゐる w 云 ふこと を、 思 ひも 染めて ゐな いの だ。 だから 玆 でも 勞働 者に 取 つて は * 


卽ち 人類の 大多数に 取って は、 縱 令社會 主義の 未來國 が、 反對 論者の 描く が 如き も 

ので. あっても、 少しの 困難 も 起らない 喾だ。 

要するに、 此 等の 不平 は 明かに 皆有產 者の 不平な の だ。 それ は • 自分 等 だけが 現 

在 都合の よい 生活 をして 居り、 同胞の 大多数の 者に 先って 色々 な 利益 を 受けて ゐる 

極く 少數の 人々 が、 社會 主義の 實 現によ b、 其 等の 利益 を 失 はんこ マ」 を 虞れ ての 不 

平に 外なら ない。 それにしても、 社會 主義 を 出來る だけ 厭な ものに 思 はさう として、 

折角い ろ）/^ な 事 を考へ 出して 列擧 して ゐ るのに、 それが 盡く， 現在の 資本家 的國 

家に 於け る無產 者の 大多数に 取って、 何れも 己に 存在し つ、 ある 事抦 だと 云 ふこと 

は、 吾々 の 注意に 値する。 

反對 論者に 對し 意地 惡く 出れば、 吾々 は 以上の 如き 辯 明で 事 は 足る と 思 ふが、 し 

かし 吾々 は 更に 進ん て、 反對 論者に 對し、 今度 は 此方から 問題 を 提出して 見やう と 
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思 ふ。 彼等の 言 ふところ による，、」、 資本主義の 經濟 組織 を廢 出し、 利潤 を 無 く.， -て 

仕舞 ふなら ば、 上に 列擧 したやうな 様々 の惡 結果が 生れて 來 ると いふの だが、 吾々 

は 姑く 其れ を總て 是認す る，、」 しゃう、 さう して、 そんな 厭な 結果が 起って は 困る さ 

いふので、 社會 主義 を實 現せん とする 吾々 の 努力 をば 全く 中止して 仕舞って、 利潤 

に は 手 を 觸れぬ ことにした、 と假定 して 見やう。 さう したならば、 V- んな 事に なつ 

て來 るか？ それ を 吟味して 見たい ものである。 

今 この 問題に 答 ふるに は、 議論 も 想像 も 要り はしない、 吾々 は 只 現在の 事實 から、 

十分なる 明白 さと 確實さ マ」 を 以て、 之に 答 へる こ S が出來 る。 

『コ エ^ー 一 ッシェ * フォルクス ツァイツ ング』 I '一  切の 社會 主義 及び 共産主義に 

對し 決定的の 敵對的 態度 を 採れる、 中央 黨の 有力なる 機關紙 II の 一 九 〇 七 年 一 月 

號に は、 國民 經濟上 一 つの 無駄話に 過ぎない、 次の 如き 記事が 载 つて ゐ るち 

『佛蘭 西の "ス チヤ ィル ド 家の 財 產は、 今日 一 百億 フラ ン に 達 して ゐる。 一 百 B 


フラン と 只 言 つ た V けで は 見當は 付くまい が、 佛蘭西 國民全 體の富 は 二 千 一き フ ラ 

ン なの だから、 卽ち 其の 二 分の 一 だけの ものが 一 人の 手に 歸 して ゐ ると 思へば、 

そ^は 镎 ぃ財產 だ，、」 云 ふこと が 解から う。 每年、 佛蘭 西國民 全體が 商工業から 獲 

得する 富の 二十 分の 一 が、 たった 此の 一 家族の。 ホケットに 流れ込む の だ。』 

一 寸 見た，、」 ころで 此の 通り だ。 ところが 佛蘭 西に 於け る 富豪 は ひと b "ス チヤ ィ 

〃ド家 だけでなくて、 それに 似寄った 大金 持 はま だ 何十と あるの だから、 つまり 此 

等の 富豪に 屬 する 何百 かの 人間が、 佛蘭 西に 存在す る 財產の 殆ど 全部 を 握って ゐて、 

殘， 9 の 三千 五 百 萬 乃至 三千 六 百 萬の 佛蘭西 人 は、 殆ど 何ん にも 有って 居らぬ、 ざ 云 

ふこ ，、」 が 容易に 判斷 できる 譯 だ。 なほ 一 層 重要な こ マ」 は、 上揭の 文句に 引續 く，、」 こ 

ろの 次の 記事 だ。 

『u ス チヤ イク ド 家の 俎先ャ コブ • " ス チヤ イダ ドが巴 里に 移住した 時 は、 八十 

萬 マ タクの 財產 しか 有って ゐ なかった が、 それが 九十 年 足らす の 中に、. 上記の 如 
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き 巨億の 財產に 殖えた の だ。 ： …… それなら ロス チャイルド 家の 將來は 可うな る だ. 

らう かと 云 ふに、 それ は 疑 ひもな ぐ 益々 繁昌す るで あらう。 先代の アル フォン ス 

男 は、 死ぬ る 数日 前に、 「私の 父 は 私に 十億の 財產を 遺した が、 今 私 は 自分の 子に 

百億の 財產を 遺す」 V」 云った。 しかも 其の 十 i が 百億に なった の は、 僅か： 三十 

六 年間の こと だ。 もし 此の 勢で ロス チヤ ィレノ ド 家の 財産が 益々 殖えて ゆぐ もの S 

したら、 將來 何時か は， 佛蘭西 あいき 4. わ"^ i^l"^ 

らう、 ，、」 いふ 考 へに 到着し 得る 譯 だ。 ……： 恰も 磁石が その 近所に 來る鐡 を 皆 吸 ひ 

つける やうに、 小さな 財產は 大きな 财產 のために 總 て吸收 されて 仕舞 ふ。 經濟學 

者 は 途方に 暮れて、 只 この 事實を 見て ゐ る。 ：…… 一人の 手に 巨大な 财產が 集積 さ 

る、 S 云 ふこと は、 現 時に 於て 注意すべき 社會 政策 上の 現象 中、 特に 最も 注意す 

べき ものである。』 

此の 豫 言が 少しも 法外で もな ぐ 誇大で もな ぐて、 寧ろ 現實を 基と して 爲 された も 


ので ある こと は、 u ス チヤ ィだド 家が 最早 や 此の世界で 最も 富める 資本 王で ない、 

と 云 ふ 事 實が敎 へて ゐる。 上述のと ころ は、 米國の 『石油王』 の ロック フユ ラァに 

付いても 同樣 である。 彼れ の 一 九 〇 六 年度に 於け る 所得 は、 二 億 四千 マ ルク 稱せ 

ら れてゐ るが、 それ は卽ち 一 日每に 六十 五 萬 マ だ ク、 一 時間 每にニ 萬 七 千 五 百 マ だ 

ク、 一 分 間每に 四百 六十. マ タクの 所得 を 得て ゐる * とい ふこと になる。 又 他の 一 人 

の米國 人で ある 大 富豪の モ ル ガンに 付いて、 紐 育の クオ ー タド ス トリ， ト雜 誌の 一 

九 1 一年 六月 號の 報道に よると、 彼れ の 管理に 屬 して ゐ る財產 の 評價額 は、 凡そ 十 

億 ドル、 即ち 二百 五十 億 マルクに 達する、 と 云 ふこと だ。 

勿論 米國と 違って、 歐羅巴 大陸で は、 斯ん なに 酷くな つて ゐな いが、 そんな こと 

は 何う でもよ い。 蓋し 玆 では、 此の 如き 巨大なる 財產の 個人への 集中 は、 I 從っ 

て 他の 人達に 對し 何物 も殘ら なくなる、、」 云 ふこと は —— 要するに 利潤の 獲得に よつ 

て 行 はれる と 云 ふこと が、 問題と なる からだ。 年 々歳々、 新しい 價 値が 著しく 資本 

第 九 章 社會 主義め 未來國 (その 1 )  ニー 五 
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王に 流れ込む。 利潤 經濟が 保存され てゐる 限り、 歐羅 巴に 於ても 亦、 晚 かれ 早 かれ 

かの 米國の やうな 狀 態が 現出され るに 相違ない。 而も 獨逸 にて は、 最早 や 今日と な 

つて は、 米國と 著しく は變 つて 居らない。 かの 獨逸 銀行 や、 合同 電氣會 社 や、 鋼鐡 

業 圑體な ざが 形成す ると ころの、 偉大なる コンッ H ル ネを考 へて 見よ。 旣に 一九 一 

〇 年に、 クオ クタ ー 1 フタ ナウが、 『歐羅 巴 大陸の 經濟 上の 運命 は、 萬 事を吞 込んで 

ゐる S ころの、 僅か 三百 人の 人々 によって 導かれる』 V」 放言した の は 有名な ことで 

ある。 

資本家 的の 利潤 經濟が 今日. のま、 に 維持され て 行ったならば、 世の中 は 遂に 何う 

. な るか、 それ は 甚だ 明白で ある。 今日 己に 資本の 大部分 は、 殆ざ數 百 乃至 數 千の 手 

に歸 して ゐ るが、 それ は 益々 少數の 人の 手に 集中され る。 さう して 若干の 資本 王が 

驚くべき 巨額の 富 を 擁して、 他の 一 切の 人々 の經濟 生活 全部の 上に 絕對專 制の^ 主 

として 臨み、 此 等の 人々 の 生活 方法、 勞働 及び 消費 をば、 耐へ 難き 方法に 於て 制 抑 


する こと、 なる。 勿論 これらの 資本家 は、 其の 事業の 經營 のために 相當の 報酬 を aS 

して、 色々 の 役員 や、 技師 や、 監督 や を 雇 ひ 入れる ので、 此 等の 人々 は 所謂 產 業界 

の 中等 階級と して、 物質的に は 相 當の暮 し をして 行ける。 が、 彼等 も 亦、 自分 達の 

數が 段々 殖えて 行く でもな く、 且 C- 其の 雇主の 一 蹙 一 笑に よって 直ぐに 無産者 階級 

に 落されて 仕舞 ふと 云ふ絕 えざる 心配の 下に 生活して ゐ なければ ならぬ ので、 決し 

て 個人的の 自由 を享樂 する 譯に はいかない。 尙 これら 中等 階級の 下に は、 大多數 の 

無產 者が 群を成して 蠢動して ゐ るが、 その 數は、 資本家 的の 競 爭戰に 負けて 新たに 

無產者 階級に 振 ひ 落されて 行く 人々 のために、 次第に 增加 する。 彼等の 多く は、 今 

日 は猶ほ 有產者 階級に 屬 しつ 、も、 明日 は無產 階級に 落ちて 行く の だ。 さう して 此 

等の 人々 が、 經濟 生活に 於て 無 條件的 隸屬の 地位に 立つ は 云 ふまで もな く、 彼等 は 

いつも 缺乏ゃ 赤貧 や 失業の 恐怖に 襲來 されつ、 ある。 

これが 資本主義の 未 來國の 光景で ある。 若し 吾々 がそれ に對 し、 適當な 時に 注 1 
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を拂 はないならば、 吾々 は 遠から す斯 かる 未來 國に當 面せねば ならぬ であらう。 

そこで 吾々 は 一 個の デ レ ン マの 前に 立つ。 利潤 を廢 止せん か、 —— 然る 時 は 厭 ふ 

べき 社會 主義の 未來 國が來 る。 利潤 を廢 止せ ざらん か、 I 然る 時 は 又 決して 之に 

劣らざる 程度の 厭 ふ べき 資本主義の 未來 國が來 る。 

そこに 活路 は 無い のか？ 


第 十 * 社會 主義の 未來國 (その 一 一) 

以上 述べた 所に よると、 社會 主義 を實 現す るに しても、 現在の 資本主義 を 維持す 

るに しても、 いづれ の 場合で も、 社 會の將 來は絕 望せ ねばならぬ やう だが、 さて さ 

ぅ爲 つて 來 ると、 社會 主義の 反對 論者が 利潤 廢止 のた め 起る と稱し てゐる 彼の 恐る 

べき 結果 は、 果して 事實 避/、 ベから ざる もので あるか 何う か， 其の 點を 今少し 綿密 

に 研究して 見る 價 値が ある。 

勿論 吾々 は、 玆で 『未 來國』 の樣子 を、 委しく 詮索して 見やう，、」 云 ふので は 無い、 

—— それ は 誰に も 分らぬ こ さで、 强 ひて 其れ を豫 想し やうと すれば、 全く 非 科學的 

の 空想に 陷る外 あるまい。 只 吾々 の 研究し やうと する W ころ は、 社會 主義の 反對論 

者 が 社會主 義を實 行 すれば 此の 如くになる，、」 言 つて ゐる 事柄が， 果して 科學 的社會 

主義の 前提 及び 要求から 必然的に 出て 來る もので あるか、 それとも 之，、」 違った 結果 

第 十 章 社會 主義の 未來國 (その 二)  ニー 九 
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が 生じ 得る もので あるか、 とい ふ點 である。 

總 ての 社會 主義の 主たる 根本の 要求 は、 社會 主義 的生產 である。 それ は 利潤 を認 

めす、 生產 手段に 對 する 私有 權を 認めざる 一 の生產 であり、 從 つて 販賣 ，、」 云 ふこと 

の 行 はれない 一 の經濟 秩序で ある。 社會 主義の 實現 しゃう とすると ころ は、 卽ち是 

れに 外ならぬ。 

今 再び、 吾々 が學び s つたと ころの、 經濟的 發展の 進行 を 回想す るに、 それ は 次 

の 如き 系列 をと つた ものである^ 

自己 生產 で 

分業 II 手工業 & 

單純 協業 D 

新たなる 分業 II 手工 的 工場 工業ね 

機械の 應用 I 大工 業で 


個々 の 企業の 膨脹な 

個々 の 企業の 聯合 —— J ゾグ、 カク テク、 

企業 間に 於け る 分業 —— シ ン ディケ 1- トゃ 

企業の 合同 —— フユ ー 'デオン、 コン ツエ〃 ネ、 トラストで 

最後に、 今日までの 最高 形態と しての、 混合 經營。 

總て此 a., の 發展を 通じて * 次第に 實 現される ところの もの は、 吾々 の&に 失って 

ゐる 如く、 勞 働の 社會化 V」 云 ふこ S である。 今 此の 如き 勞 働の 社會化 は、 誰が 之 を 

齎し 誰が 之 を 促進せ しめつ、 あるかと 云 ふに、 それ は社會 主義者で も共產 主義者で 

もなくて、 實に數 百年 このかた 專ら生 產界の 覇櫂を 握りつ、 ある 資本家 そのもので 

ある。 彼等 は單純 協業 * 卽ち四 五 〇 年頃から、 上述の 如き 有らゆる 計畫 I. それ は 

中世の 始めより、 生產を 全般的に 變 革して 來た S ころの もの， 1 をめ ぐらした 何 

故 なれば、 さう する こと は 生 產を增 加せ しめる 爲の唯 一 の 手段であった から。 而も 
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斯の 如き は 無意識に 起った のでな ぐ、 それ は 生産の 資本家 的 管理者が、 所謂 『勞働 

の社會 化』 なる もの は、 生產 力の 增 加の ため 必然的に 起る に 相違ない こと を、 全く 

明かに 知って ゐ たからで ある。 かの 極めて 正直な コ エルー 一 ッシェ • ツァイツ ングの 

やうな 企業家 新聞 は、 例へば 一 九 〇 九 年の 十二月に、 當 時の。 フ 口 シ ャ 政府 を嚴し /、- 

非難し， 政府に 加里 鑛山 業の 經營 困難の 責を負 はしつ、、 次の 如く 論じて ゐる 1 

『旣に 以前から、 個々 の鑛 山の 十分な 合同 を 行 ひ 得た とするならば 吾々 は 今や 

比較的 少數の 鑛山を 以て、 極めて 高き 經濟的 生 產カを 得て ゐた喾 である。 その 時 

に は、 恐らく 此の 事業の 發展 は、 炭坑 やその 他の 產業 部門に 於け ると 全然 同じ 方 

法で 行 はれた であらう。 ：…… 現在 は 五十 以上で あるが、 恐らく こ、 數 年間のう ち 

、、、、、、^"、、、力、、、、、、、、、、、、 、、勺、、、、、、、、、 

に は 百の 加里 企業に よって 爲 される ところの 勞働は * 正しく 十一 一 の^ 業- ) よって 

遙 かに 善い 結果 を收 めつ、 爲 され 得る であらう。 •：：： だから 吾々 は 加里 工業に 於 

て は、 生産に 比して 遙 かに 莫大な 資本 を、 極めて 非經濟 的に 下して 居った と 云 ふ 


ことになる。』 

上述の 如くで あるから、 資本家 は 極めて 正確に、 益 纟發展 する 勞 働の 社會化 によ 

つて- その 生產 力が 益； 增加 する こと を 知って ゐる、 1 彼等 は 其れ を 目標，、」 して 

^^^！ ところが 彼等 は 他面で は、 常に 增 加して 行く 欲望 I 競走，、」 なって 現 

ま る ところの  によって、 絕 えす 急き立てられる もの だから、 彼等 カー 度 踏み 

込んだ 道 を ぐん-^ 進んで 行く は、 一寸 考 へても 明かな こと だ。 彼等 は 止まる とこ 

ろ を 知らない。 さう して 加里 工業に 當嵌 まること は、 鑛 山に 於ても、 鐡 工業に 於て 

も、 約言す る S きむ 6 工業に 於て、 丁度 同 樣に當 嵌まる ので ある。 

タ」 ころが、 資本家に よって 『爲 さる、』 此の 種の 發展 が、 今後 益 i 行 はれて ゆく 

ものと するならば、 將來 何時か は、 今日 現に 種々 の 事業が 混合 經營の 下^^^され 

てゐ ると 同じ 趣 を 以て、 t^si か^" き々 の 事業が 全部 互に 連絡され て 仕舞 ふと 云 

ふが 如き 時代の、 必 す到來 すべき こと を、 豫想 しなければ ならぬ。 しかるに、 若し 

第 十 章 社會 主義の 未來國 (その 二)  ニニ 三 


科 f 的社會 主義 序論  1 ニー 四 

さうな つたならば- それ は 巳に 社會 主義 的 生產の 重要なる 一部が、 卽 ち生產 のかき 

， 

性 (Hanmasslgkeit) が、 實 現されて 來たと 云 ふ ものである。 それ は、 何等 社會 主， 

者の 助力に 待つ ことなく、 只 勞働を si 生產 的なら しめん タ」 する 必要より、 資本家 

それ 自身に よりて 實 現せられ るので ある。 さうな ると、 合 も 今日、 マ 固の 混合 經營 

の內 部に 於て" 或る 部から 他の 部に 對し、 その 生產 物の 販實が 行 はれないで、 各部 

は本來 その 欲望の 爲に 働く と 同じ やうに、 生 產の內 部に 於て は、 販賣 VJ いふ こと も 

最早 や 起らぬ やうになる。 

併しながら、 前 記 の 如き 發展の 傾向 は、 必す しも 一 國內に 局限 さる、 譯 はな、， ，。 

現に 久しい 前から、 已に國 境 を 超えて 進んで ゐ る。 之に 付いて はソ ー フ マ ンが、 石 

油 業に ついて、 次の 如き 顯 著な 實例を 擧げて ゐる。 一八 九 八 年獨逸 銀行 は 一 維納 銀 

行タ J 協同して、 ル— メ  二 ァ にス， グ アクア • "ー マ ナと謂 ふ 一 大 石油 會社を 起した。 

それ は、 當時 西部 歐羅巴 諸國の 供給 を 支配して ゐ た米國 及び 露 西亞の 石油に » し、 


競爭 せんがた めであって、 獨逸 銀行 はダ ー メ二ァ の 石油 を販賣 する ため、 ス テア ゥ 

アタ」 協同して、 獨逸、 英吉利、 丁 抹國、 和 蘭 及び 瑞西國 に、 各々 一 つの 會社を 起し 

た。 然るに 間もなく 露西亞 の生產 業者が 之 S 合同 を 企て、 獨逸 並びに 英吉利に、 共 

通 的の 販賣會 社 を 起した。 一九 〇 六 年に は、 當時各 々多数の 支店 を 有って ゐた とこ 

ろの、 かの 英吉利 及び 獨 逸の 會社 は、 有利に も 相 結合して 歐羅巴 全體を 支配す る 一 

大會^ となった。 これ は 米國の 有名なる ス タンダ アト 會社 — 當時 この 會社 は、 已 

,>i3 力なる トラス トを 組織して、 米國に 於け る 石油 生 產の約 九 割 を 掌中に 握って & 

た  に對 し、 競爭 する の 目的 を 以て 組織され たもので ある。 けれ ざ も 其の後 兩者 

の 間に は、 さした る 競 爭も行 はれす、 間もなく 一九 〇 七 年に 妥協が 成立して、 其の 

結果、 獨逸 澳太 利. 和 蘭、 米國. 佛蘭 西、 露 西亞の 資本家が、 全世界 を 包括す る 

S ころの 一大 トラスト を 組織し、 世界 到る 所に 於て 石油の 生產 及び 販賣を 支配す る 

こと、 なった。 石油に 關 する 此の トラスト 以外の もの も、 其 他の 小會 社に 依り 同じ 
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方法で 組織され やうと して ゐる o 疑 ひもな く、 此の 石油 生產と 石油 販賣 との 組織^、 

今日まで 一 の 經營の 世界的 組織に 關し、 又 世界的 需要が 一 の 消費 物體を 以て 供給 さ 

れてゐ る ものに 關し、 最高の ものである。 

これ は 只 一 例に 過ぎぬ けれ ざ も、 資本家 は 他の 事業に 於ても 此の方 向に 向って 發 

展 しつ、 あるから、 將來 何時か は、 全世界の 生 產が總 て 此の き4, を 以て 計き^い お 

，零， 嘐， 

配ゼら る、 時代が、 必然的に 到来すべき 喾 である。 果して さう なれば、 其れ は少數 

の 者の 利益と なる のみで、 之に 反し、 曾て 此の 商品の 生產 と販賣 とに よって 生活し 

又 現に 其れに 從 事して ゐる總 ての 人々 の 損害と なり、 引いて は 消費者までの 損害と 

なる。 換言す ると、 トラスト によって、 少 數の大 資本家 は 著しく 富む と共に、 巨大 

なる 權カを 彼等の 手中に 掌握す るに 至る で しかも 彼等の 富 は、 その 壓制的 支配の 下 

に隸屬 せざる を 得ざる、 消費者 並びに 生產 者の 支拂 つた もの だ。 

以上の 事抦 は、 まだ 獨逸 では、 米國 ほごに 明かに 看取され ない。 トラストの 發達 


は 米國の 方が 遙 かに 進んで ゐ るから、 玆に 同國に 於け る 事例の 二三 を 引き合 ひに 出 

さ， r\o 

先づ 富の 獲得に 付いて 兒 るに、 一九 一 〇 年 四月 發 行の 『經濟 及び 統計 年 誌』 に 記 

载 すると ころに よると、 當時ス タンダ アト 石油 會社 は、 只 獨逸國 からだけ でも、 年 

々四千 萬 乃至 四千 五 百 萬 マ , クの 純益 を 得て ゐる。 しからば ス タンダ アト 石油 會社 

と は、 全體 誰が 組織して ゐる もの かと 云 ふに、 リ ー フ マ ンに從 へば、 それ は、 かの 

有名な ロック フエ ラァと 、 今 は 故人と なって ゐる へ ン VI •  ジャァ スと デ ェ 

,1 ムス • ス クイ 〃マン，、」、 只 この 三人で ある。 して 見る タ」、 & ック フェラ ァの 一九 

〇 六 年に 於け る收 入が、 一 一億 四千 萬 マ ル ク 以上 だと コ ユタ 一一 ッシュ • フォルクス ッ 

アイツ ングが 云った の も、 敢て 不思議で はない。 現に 一九 〇 七 年度に 於け る 石油 會 

1 の 純益 は、 略 ぼ 三 億 五 千 萬 マ 〃クに 上 ぼった とい ふ 事 だ。  かの 米國の 鋼鏺ト 

ラスト へそれ にも 亦" ックフ ユラ ァは關 係して ゐる』 は、 一九 〇 七 年に は 六 億 八 千 
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萬 マ ルクの 純益 を、 一 九 〇 八 年に は 四 億 マ ルクの 純益 を 上げて ゐる。 

此の 莫大な 金額 は、 一部分 は 消費者から 要求した 過分の 代價 により、 又 一部分 は 

勞働 者に 支拂ふ 僅少の 勞賃 によって 獲得され る。 卽 ち鋼鐡 トラ ス トは各 吏 用人. E び 

に 各勞働 者に 對し、 一九 〇 七 年に は 平均 凡そ 三千 マルク 宛 を仕拂 つて ゐ る。 これ は 

1 寸 目に は 莫大な 額 だ。 併し 先づ第 一 に考 ふべき は、 これ は 平均 額 だ W 云 ふこと だ 0 

卽ち玆 では、 社長 や 支配人な ざの、 高級な 使用人 や 最高の 使用人の 給料まで も 含ま 

れて 居り、 又事實 彼等 は 極めて 多額の 給料 を 得て ゐ るから、 勞働 者の 勞賃 は、 平均 

額の 三千 マルク を遙 かに 下る ので ある。 又 第二に は、 米國 では 生活の 票 準が 獨 逸よ 

り も 著しぐ 高くて、 恐ら ぐ 其處の 三千 マ， クは、 高々 戰 前の 獨 逸の 二 千 マルク 位の 

ものである。 

併しながら、 トラストの 收 める 莫大な 利潤 は、 主として 正規の 方法に 於て、 卽ち 

生產の 節減に よって 獲得 せられる。 勞働 者の 有らゆる 結合に J つて、 彼等の 勞 動の 


生產 力が 增 加す るの は、 繰ト 返し 示され. ると ころ だ。 合 斑 的に 生 產を爲 し 得る 場合 

こ は、 ある だけの 物品 は 悉く 捌けて 仕舞 ふ。 その他い ろ） （^の 利益が あるが、 勞働 

者 さ 使用人と に 取って は、 只 失職と 飢 とが あるの みだ。 斯くて、 例へば 八十の 工場 

から 成る クイ スキ ， の トラスト は、 一時に 六十 八の 工場 を閉鏆 して、 殘 りの 十二の 

工場で 全 需要 を生產 した 。六十 八の 工場の 勞働者 及び 使用人 は 道路に 掃き出された。 

劃一 的の 販賣 では、 すべての 廣吿術 を， 從 つて それで 生活して ゐた總 ての 人々 を 不要 

にす る。 行商人 や 代理人な ざ も 不必要 だ。 以前 彼等が 獲得して ゐぉ總 てのもの は、 

今や、 トラスト を 有する ところの、 少数の 大 資本家の 金庫に 流れ込む。 それらの 大 

資本家が 如何に 少數 であるか は、 旣に 石油 トラストで 見た S ころで ある。 一九 一 〇 

年度の 官廳 統計の 示す，、」 ころに よると、 米 國の鐡 道 は、 その 全 體の四 分の 三が、 僅 

かに 九十 三人の 手に 歸屬 して ゐる！ 

此の 如き 富の 集中に 伴うて 起る ところの、 最大の 弊害 は、 これら 少數 者の 掌中に、 
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一 の 恐るべき 權 力の 集中が 起る、 とい ふこ S である。 此 等の 大 資本家に 直接に 識屬 

する S ころの もの は、 その 使用人 及び 勞働 者で あるが、 これ は 大した 數に上 ぼって 

ゐる。 例へば 鋼鐡 トラストの 如き は、 上述の 如く、 旣に 一 九 〇 七 年度に 於て、 二十 

1 萬 人 以上の 人々 を 使用して ゐる。 が 啻に 此 等の 使用人 及び 勞働 者ば かりで なく、 

一般 消費者 も 亦、 可な り 直接に、 此 等の 大 資本家に 隸屬 して ゐる。 どんなに 生產物 

の 價格を 高め やうが、 消費者 は 其れに 對 して 全く 無力で ある。 啻に 消費者ば かりで 

なく、 國 家の 權カ そのものが、 トラストに 對 して は 無力で ある。 國家 は、 此の 偉大 

なる 企業の 創設 及び 統轄に 際しての 最も 甚 しい 犯罪 や、 又 これらの 少數の 株主 ゃ資 

本家の 掠奪 を、 幾分 か 妨害す る こと さ へ も出來 なかった 。『此 等の 大 資本家 は それ ぞ 

れの國 に 於て 政權を 手中に 收め、 又 彼等の 都合 好き やう 立法 を 左右し 得る 狀 態が、 

著しぐ 現 はれて 來てゐ る」 (ソ ー フ マ ン o 勿論 彼 は 、これが 偶然の 事ではなくて 、トラ 

ス トの 所有 並びに 其の 國の 殆ど 全 生產に 及ぼす ところの トラストの 決定的 影響と、 


必然的に 結合して ゐる こと を 看取して 居らない。 將來 もし 此の 勢 を 以て 進んだなら 

ば、 米國に 於け る經濟 的、 社會的 及び 政治的 生活の 全部 は、 總て此 等 若干 名の 大資 

本家に より、 直接に 支配 せらる、 の 日が 必 やや 來る であらう で これ こそ、 オイ ダン • 

リヒ タァの 想像が 恐し いもの W 考 へなかった ところの、 資本主義の 『未 來國 5 の狀 

態で あらねば ならぬ。 

然 らば 獨逸國 では 如何？ 今や、 獨 逸の 勞働者 は、 自己の 大 資本に 對 する 隸屬性 

を 善く 知って ゐる。 試みに、 エミ ロー ゼ ノウの 『日影に 棲む 人々』 ざ 題す る 

面白い ドラマ を 讀んで 見よ。 それに は、 開拓地に 於け る 大經醫 の勞働 者が、 旣に久 

しく 個人的 自由 を 少しも 享樂 して ゐな いざ ころ か、 寧ろ 仕事から 私的 生活に 至る ま 

で I 彼等の 住所" 彼等の 同居人、 又は 夜 は 家に 止 b 或は if 燈 時間の 制限 をう け 

るな ど^ —— - 悉く 命令に 依らねば ならぬ、 こ V」 が 描かれて ゐる。 つい 二三 年 以前の こ 

と、 一人の 坑夫が 自分の 子供 をば、 最早 やその 鑛 山で 勞 働し ないから V」 云って、 そ 
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の 棲 家から 追 ふべ く强 ひられた S いふ 報知 は、 世の 耳目 を 脅した。 だから ラウ マン 

が、 曾て 適切に も 『工場 的 封建制度』 rFabrikfeudalismus")  V」 名 づけし 狀 態が、 旣 

に獨 逸に も 存在して ゐ るの だ。 

斯 かる 事赏の 前に 立って、 吾々 の 解決し なければ ならぬ 問題 は 何で あるか、 それ 

は 極めて 明瞭で ある。 —— 如何にして 吾々 は、 トラストの 利益 を、 卽ち. 全地 球の 上 

に 行 はる、 生產の 密接なる 連絡 及び 計畫 的の 支配，、」 云 ふこと を、 十分に 留保し なが 

ら、 しかも 同時に、 その 弊害から、 卽ち 極めて 少 數の大 資本家の 利益の ために 總て 

の 人間が 絞 取され 隸屬 化せ しめらる 、と 云 ふこと から、 全く 解脫 する こと を 得る か 

と 云 ふ 問題が、 卽 ちそれ である。 

これが 解決の 手段 は 資本の 沒收 である 。しかし 左樣 のこと が、 資本家 —— 少く とも 

最後に 殘 つた 最大の 資本家 —— 自身に よって 實 現さる、 が 如き こと は、 到底 あり 得 

ない。 勿論. 資本主義の 發展に 伴 ひ、 多數の 資本家 は 次第く に 倒れ、 その 數は 益々 


少なくな つて 來る。 けれ ざ も殘存 者の 權カも 亦、 是が爲 に 愈々 强く なって. Q る。 し 

かの みならす、 或る 所有者 階級が 自ら 進んで 斯 かる 大權カ を 投げ出した K 例 は、 藤 

史上 未だ 曾て 有らざる ところで ある。 勿論、 自分の 利益の ために 勞 働の 生 產カを 高 

め、 又 之に よって 絕 えす 生產 方法 を變 化せし めた もの は、 常に 支配階級 それ 自身で 

あった。 しかし 之が 必然の 結果と して 生じ 来るべき、 社會 秩序の 變革 は、 決して 支 

配 階級に よって 實 現さるべき もので 無い。 却って 其の 逆に、 此 等の 支配階級 は、 そ 

の 有する 所の 有らゆる 力 を 以て 社會 秩序の 變 革に 反 對 する。 そ は、 今日まで 被 支 

配 者の 地位に ゐた 所の 無產者 階級に よ， 9 激しい 階級 鬪爭の 結果と して、 始めて 實現 

せられ 得る 所の ものである。 

將來 とても 同じ こ，、」 だ。 生 逢の 計畫 性が 行 はれ、 從 つて 多数の 個々 の 資本家の 倒 

壌が 其の 絕 頂に 達する 時 は、 最早 ゃ餘り 遠く は あるまい。 が、 さうな つた 時に も猶 

存在す るで あらう 少 數の大 資本家 は、 彼等の 生活 手段に 對 する 私有 財產を 進んで 投 
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げ 出さう と は、 夢想 だに しないで あらう。 こ、 に 於て か、 無產 者の 階級 鬪爭 の、. 最 

後の、 決定的の、. 言 ふに 忍びざる 困難なる 時期が 始まる の だ。 

併し その 時期 を經遏 して、 資本の 沒收が 貫徹され て 仕舞ったならば.， そ、」 に 始め 

て、 社會 主義 的 生 產が行 はる、 ことになる。 そ は、 近代に 於け る 大經營 の勞働 方法 

K 社 會全體 の 範圍に 推し 癀げ たものに 外ならぬ。 

ところで 吾々 の 知る 如く、 勞 働の 社會 化が 一 步） （^進む につれ て生產 カは增 加す 

る もの だから、 さうな つた 時には 勞 働の 生 產カは 今日，、」 比較して、 吾々 が 今 夢想す 

る こ *yj さ へ も 六 かしい 位に 發展 する であらう。 これ は 決して 空想で も 妄想で もな く 

て、 實 に嚴肅 なる 科學的 結論で ある。 事實は 正に 斯の 如きで ある。 上述のと ころ は、 

吾々 が 社 會科學 的に、 恰も 天文 學ゃ 數學に 於け ると 同じ 確 さ を 以て、 未 來に對 する 

結論 を 引き出し 得る ところの、 極く 稀なる 一 例に 過ぎない。 玆に 於て 吾々 は事赏 叫 

ぶこと が出來 るで 將 來は斯 ぐの 如くで あると。 


かやう に增 進した る 生 產カは 何人で も 想像し 得べ き 欲望 —— そ は 望む らく は、 

常に 今日の 欲望よりも 遙 かに 大 なる もので あらう  を 充足せ しめ 得る であらう。 

何故と いふに、 文化 は 何よりも 先き に、 人間が 消費す ると ころの ものに 現 はれる か 

ら。 ヨリ 少なき 消費 は 未開の 標章で ある。 生産力 は 益々 增 進して、 今日 過重に 見え 

る 欲望 そのもの を 悉く 充す とい ふより は , 寧ろ それら を充 して 尙餘り ある やうに な 

ら ねばならぬ。 さう して この 事た る や、 勞 働の 社 會化 によって 達せられ るので ある。 

若し この ことが 達せら るれば、 各個 人の 消費に 對 しても、 各人の 欲望 を 標準と す 

る 外に、 他の 標準 を 必 要 マ」 する 事情 は 無くなつ て 仕舞 ふ。 

右 は、 特に 重要な 點 である。 何故 さいふに、 社會 主義が 實 行され たなら ば、 『勞働 

收益 全部に 對 する 權利 (勞働 全收權 )』 が實 現される 害 だと か、 『同 一 の勞 働に 對 して 

は 伺 一 の 賃銀』 とい ふ 原則が 實 現される 喾 だと か、 云 ふやうな 考 へが、 多くの 人々 

の 頭に 殘 つて ゐ るからで ある。 この 中、 第 一 の 勞働收 益 全部に 對 する 櫂 利 (勞 働^ 
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收權) なる もの は、 全. く 無意味の 槪念 である。 何故と いふに、 社會 主義 的の 共同 圑 

體に 於て は 勿論の こと、 現に 今日の 社會に 於ても 各々 の 生 產物は 何れも 非常に 多 

數の 人々 の 共同 勞 働の 結果で あるから、 個々 の 人々 が 各々 何れ だけ づ 、それに 貢献 

して ゐ るか、 從 つて 個々 の 個人の 勞働收 益 は 何れ だけで あるか、 i 云 ふやうな こ i 

は、 到底 解決す-る こと； 出來ぬ 問題 だからで ある。 第二の 原則 も、 社會 主義と は、 

全く 相 容れぬ ものである。 社會 主義 は、 總 じて 賃銀なる もの 、存在せ ざると こゲ の、 

又 平等と か 不平等 さか を 問 はす 『正 當』 とか 『不正 當』 とか を 問 はざる ところの. 

狀 態を實 現し やう さして ゐ るので ある。 社會 主義が 完全に 實 現された 社會に は、 買 

ふべき 『商品』 が 無い の だから、 勞働 者が 貨幣の 形で 賃銀 を 受取る とい ふこと は、 

■ 全く 意味 を 成さない。 各人の 享樂し 得る 消費 は、 何等かの 方法に 於て、 各人の 提供 

する. 勞 働に 釣合 はさなければ ならぬ と 云ふ考 は、 非社會 主義 的の 考で、 總て 排^し 

なければ ならぬ ものである。 總 ての 貨物が 豊富で ある 以上 II - 而も &の事 は 社會主 


義的 共同 團體の 第 一 前提で ある I 此の 如き 制限 を設 ぐる 必要 はない。 何故と いふ 

に、 勞 働の 目的 こそ は 各人が 消費す る ざ ころの 分量 だけ を、 各人の 思 ひ 通りに 爲 

さしめ ると 云ふ點 にある からだ。 

ざころ が、 なほ 一層 重大な 問題 は、 社會 主義の 社會に 於て は、 果して 誰が 欲望の 

種類 及び 大きさ を 定める か，、」 いふ 點 である。 之 は 最も 大事な 點だ、 と 謂 はなけ， ば 

ならぬ。 何故と いふに、 もし 社會 主義の 社會に 於て、 何人 か >、 各個 人に 對 して 

その 消費し 得る 貨物の 種類と 分量と を： S 定 する の權 利な b 權 力なり を、 有って 居る 

ものと するならば、 その 社會は 正に 一 個の 『監獄 國』 となり、 個人の 自由 は 跡を絕 

つ ことにな つて 仕舞 ふからで ある。 

併し 幸に して 社會 主義の 社會に 於て は、 此の 如き 事 を 規定す る 必要がない。 各 

人の 得たい と 思 ふ 物 は 何時でも 手に入れ 得る S 云 ふこと が、 保證 されて ある 社會で 

ある 以上 人々 が單 純な 放恣から、 無暗に 品物の 浪費 をす る こと を、 恐れる 必要 は 
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ない 譯 である。 誰でもが 一度 食 ひ 過ぎて 胃 を 損じたならば、 それから 後 は、 只 足る. 

だけ 食べて 滿足 する ことになる。 だから 吾々 は、 社會 主義の 社會に 於て、 各個 人 

の 欲望の 種類 及び 分量 を定 むる もの は 個人 各自で ある、 とい ふこと を、 明白に 言 ひ 

切る ことが 出來 る。 かの 『各人 は その 欲望に 應 じて』 とい ふ 文句 は、 社會 主義の 社 

會に 於け る 消費の 根本 原則として、 『各人 は 各々 其の 得ん，、」 欲する 所の もの を 得る』 

とい ふ 意味に 外ならぬ，、」、 吾々 は 立派に 言 ひ 切る こ，、」 が出來 る。 かくて 吾々 は、 次 

の 如き 組織， を 想像す る ことが 出來 る， 1 1 そこで は 今日の 商人の 職務に 相當 する 一 

の 職務が あって、 欲望の 仲介と なり、 貨物 を 必要な 分 曰直 だけ 生產 し、 それらが 消費 

される 各地 方へ 輸送し、 其處 の貯藏 所に て貯藏 管理し、 さう して 終に 各 消費者の 欲 

望に 應 じて 其 等の 貨物 を 手渡しす る。 

、、、、、、、了、 、、、、、、、 、-、  >、、..、、、、、、 、い 

しかるに 『各人 は 其の 欲する 物 を、 其の 欲する だけ 其の 欲する 所に 於て 自由 

に 消費す る』 とい ふ 此の 根本 原則が 實 現せら る、 ならば、 吾々 は 始めて 玆に 眞赏な 


る 固 人的 自由の 前提 を 得た、 とい ふ ものである。 备 個人が 如何なる 場合に 於ても 生 

活の R 證を 得て ゐ ると 云 ふこと になれば、 吾々 は 始めて 0 分の 職業 を 自由に 選擇す 

"^ひ^^おい。 そ もく 個人的 自由なる ものに 於て、 職業の 選擇が 極めて 重要な 

地位 を 占めて 居る と 云 ふこと は、 今日 大抵の 人々 の 忘れて ゐる S ころ だ。 が、 全 生 

活を充 す もの は 職業で あり 勞 働であって、 それ は 生活に 其の 本 來の內 容を與 へる も 

ので ある。 蓋し 如何なる 人間で も、 その 職業 を 選擇 する に當 b 、單 純に 自分の 能力、 

天分、 &向 をのみ 標準 して 之 を 決する ことが 出來、 その 地位に 安んじ、 悅ん で勞働 

に^ 事し つ、、 立派な 製作 物 を 造る のでなければ. その 人 は 決して 『自由』 だ，、」 稱 

する こと は出來 ぬので あるが、 前に も旣に 述べた やうに、 革命の 前後 を 問 はす、 今 

日の 社會に 於て 此の 如き 境遇に 居る もの は、 特別に 金 持の 兩親を 有った 極めて 少數. 

の 人に 限られる ので ある。 その他の 總 ての 人々 は、 啻に 生. れ 付きの 無產者 や、 中等 

階鈒 のみなら す、 相 當の暮 し をして ゐる 者で も、 職業 を選擇 する に f つて は、 金に. 
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成る か 成らぬ か を 考慮に 入れねば ならぬ が、 況んゃ 無 產者卽 ち 人類の 殆ざ 全部に 取 

つて は、 それが 唯 一 の 問題であって、 個人的の 希望 や 能力 は 初めから 全/、 問題に な 

ら ぬので ある。 彼等の 多ぐ の 者 は、 兩 親の 貧窮なる がた めに、 可惜 人生 を 苦 二す 

る 職業 ゃ勞働 場所 を强 制される の だ。 されば 吾々 が 人類 を 解放して 之 を 自由にし や 

うぐ」 するならば、 吾々 は勞 僵に關 して 人間 をば 自由にし なければ ならぬ。 しかも こ 

のこと は、 各個 人に 對し總 ての 場合に 生活の 安全 を保證 すると ころの、 かの 社會主 

義の實 現に 俟 つの 外 はない ので ある。 

然るに 旣に 一度び 眞實 自由の 職業 選 擇が行 はる、 ことに なれば、 各人 は 始めて、 

自 5 に 偸 快 ざ 悅樂と を 資す 仕事に 從事 する こ W が 出 來て來 るので、 その 結果、 勞働 

は 始めて、 その 本然の 性質た る， 眞の 生活 亭樂 どなる。 さう なれば、 勞 働を囘 避す 

る 心配 は 無/、 なり、 却って 生產の 新しき 强き增 進 を 見、 勞 働の 生 產カは 著しき 增加 

を爲す ことになる。 從 つて 人々 を强 制して 勞 働に 從 事せ しめる 必要 は 無くなり、 人 


々は勞 働に 關 して 眞の 自由 を享樂 する ことが 出来、 かくて 『各人 は その 能力に 應じ 

て』 とい ふ 根本 原則 は、 『各人 は その 欲する ざころ のこと を爲 す』 とい ふ 意味に 解釋 

して 差 支ない こ になる。  - 

さて 世の中の 狀 態が 斯うな つて 來れ ば、 それが 卽ち 『社會 主義の 未 來國』 なので 

あるが、 それ は社會 主義の 反對 論者が 描いて ゐる ものと 略 ぼ 正 反對の ものである。 

それ は 『監獄 國』 でもなければ、 へ荒凉 たる 平等 化』 でもな く、 却って 其の 逆で ある。 

卽 ち社會 主義の 實行 によって 十分な 基礎が 打ち据えられた 爲に、 從來 資本主義 的國 

家の 下に 於て は經濟 上の 缺乏 のた め壓 せられ 又 消されて ゐ た，、」 ころの 人格が、 初め 

て 其の 十分なる 自由と 多檨 性と に 於て 發展し 得る ので ある。 

吾々 が 正當な 且つ 論理的な 結論 を 引き出す 限り、 以上 述べた ると ころが、 正に 科 

學的 ft 會 主義の 前提 及び 要求から 出て 來る ところの 結果で ある。 それ は、 科 學的社 

會 主義の 有名なる 總 ての 代表者が、 常に 人格の 完全なる 且つ 自由なる 發展を 以て 其 
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の 最高 目標と して ゐ るのと 正に 合致して ゐる。 試みに  一 二の 實例を 擧げて 見や ラ。 

一 八 四 七 年に 力， 1〃  . マ , クス 及び フリ ー ド リヒ エンゲルスん 書いた 『共 產宣 

言』 (Ausgabe  1906,  S.  38,) は、 次の 文句 を 以て 其の 第二 節 を 結んで ゐる" 

, ， ， 

『階級 並びに 階級の 對立を 伴う ところの、 舊來の 有 產者的 社會の 代りに. 各人の 

自由なる 發展が 萬 人の 自由なる 發 展に對 する 條件 であると ころの、 一 の 共同 團^ 

が 成り立つ。』 

又 マルク スは その 『資本』 (Band  I,  Kap.  p  3.  Volksausgabe  1914,  s-  527) に 於 

て、 資本主義 は 

『只 それの みが ヨリ 高級なる 社會 狀態—— その 根本 原則 は 各個 人の 完全なる 且つ 

自由なる 發 展に存 すると ころの もの —— の 土臺を 形成し 得る さ ころの』 

生產カ 及び 生 產條件 を 作り出す、 と 述べて ゐる。 

又 彼 は、 1^ 七 五 年に、 ゴ ー タ 綱領 を 批評した 手紙 (Neue  Zeit  IS9Q/9I  g  IS. 


566/67 のうちに、 次の 如く 述べて ゐ る、 

『生產 手段の 共有 を 基礎 S すると ころの、 組合 的の (卽 ち社會 主義 的の). 社會の 

內 部に 於て は、、 生 產者は 彼等の 生産物の 交換 をし ない。 ：：：： 』 

併し 皮 は 之に 續 いて 『過渡期』 の 社會、 卽ち 『資本主義の 社會 から 生れ 出た 當座 

に 於け る共產 主義の 社 會で從 つて それ は、 經濟 的に も、 道德 的に も、 精神的に も、 

有らゆる 關 係に 於て、 その 生れ 出た 母胎で ある ，、」 ころの 舊社會 の 遺風 を脫 せざる 所 

の もので あり、 又其處 では、 各個の 生產者 は、 —— その 費用 を 差 引いて、  彼 力 

瓧 鲁に與 へしと ころの もの を 精確に 留保す る』 が 如き 社會に 就き、 若干の 說明を 加 

へて ゐる。 之 を 基と して マルクス は、 凡そ 各個 人 は 其の 提供した 勞 働の 證 明に 應じ 

て、 一 定 分量の 消費 物 を 受け取る 喾 になって ゐる、 S 云 ふ 思想 を 展^せ しめて ゐ る。 

け^ ざ も 彼 は、 斯の 如き 制度 は 過渡期に 於ての み 免れ 得ざる ものであって、 其處で 

は 『平等の 權利』 なる 語 は、 猶 依然として 全然 古き 有産 者 的 意味 を 有する もの だ、 
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ざ 明かに カ說 し、 又 此の 『平等の 權利』 は事赏 不平等の 權利 である こと を 示して ゐ 

る I 

『或る 一 人 は 他の 1 人に 比し、 囱體 的に も 精神的に も 勝れて をう、 從 つて 同 一 の 

時間に ヨリ 多くの 勞働を 供給し、 又ョソ 長き 時間 勞 働に 堪える こ S が出來 る。 〜 

：: だから 此の 平等の 權利 は、 ：：：： すべての 權 利と 同 樣に、 ……： 一の 不平等の 權利 

である。  更に 又、 一人の 勞働者 は 結婚す る も、 他の 一人 はさう でない、 一人 

の 勞働者 は 他の 勞働 者よりも 多くの 子供 を 有って ゐる。 …：： -. だから、 同 一 の勞働 

給付に 於て、 從 つて 社會的 消費量に 對 する 同 一 の 割前に 於て、 或る 一 人 は 事實上 

他の 一 人よ， o も 多くの もの を 獲得す るから、 其の 一 人 は 他の 一 人よりも 富む こと 

になる の だ。  』 

『併し これらの 弊害 は、 共產 主義の 社會 が^き 生みの 苦しみの 後に 漸く 生れ 出た 

當 座の、 共產 主義の 社會の 第一 期に 於て は、 免れ 得ざる ところで ある。 ……： 』 


ざころ で共產 主義が 此の 過渡期 を經 て、 遂に 完成され た曉に は、 それ は マ だクク 

によ-る -yj 全く 面目 を 殊にす る" 

、 ： 『共產 主義の 社會の ョ リ 高級の 狀 態に 於て は" . ：… 個人の 全面的 發展 と共に 生産 

力が 殖え、 且つ 圑體の 富 源が 總て 十分に 流し 出された 後に は II 社會 は、 初め 

て 狹隘な 有產者 的の 法律 的 地平線から 全く 拔け 出て、 「各人 は 其の 能力に 應 じて、 

各人 は 又 その 欲望に 應 じて」 と 云 ふこと を、 其の 旗印と する こ，、」 が出來 る。』 

社會 主義の 未來國 とは卽 ち是れ である。 
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